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は > しがき 

廣ぃ 意^で 云 ふと 盆栽の 歴史 は 古いが それ は 所謂 鉢榲 物の 事で 

「植物 美. 1 の觀 賞であった。 それが 大 g 然の 『心」 を 盆 上に 寫し これ を衮 

現す る 今日の 藝 術 盆栽 即 ち 「盆 栽 美」 を 鑑賞す る やうに なった のは最 

近の 事で ある。 

卽ち 盆栽 は 日本の 創造した 國 風の 新與藝 術で あると 云 はれ やう" 

^この 盆栽が 藝術 品にまで 進んで ぉ來 も、 その 傾向 は 種々 に鑾燔 

し、 否 進歩して.^ る、 明 治 初年の 文人 盆栽よ，.^ の 推移から 考へ て、 今後 

二三 十 年後の 盆栽の 社會 的に 內容 的に 總 てに 進展す る 事 は 今日よ 

,9 誰に も 想像せられ やう、 かくの 如く 盆栽 は 時代と 共に 刻々 變遷す 

る 生きた 藝術 である、 此 書が 『今の 盆 栽』 と したの は此 推移す る 盆栽 界 

の 最新の 時好に 投じて ゐる樹 種に 就て 述べて あるから である。 



此窨に は 盆栽 鑑賞 上の 總說を 省いて 各論と 培養と を 主と したの 

は 從來の 盆栽 螯 にこれ を 主として 說 いた ものが 無い に 鑑み てで あ 

る 0 

尙此 書中の 培養 法 は 自分が 主宰す る 盆栽 誌の 創？： 以來八 年間 15 

々各樹 種に 付て 其經驗 者に 敎へを 乞 ひ、 又 自ら も 土 を 盛り 水 を 注 い 

で 研究した 事項 を 誌上に 揭 載して 置いた もの を 基礎と して これ を 

改訂 墦補 した も ので あ る。 

. , I , i ^ 者 



落 喪 木 祧楓械 1 
瓜 ； 
の 



松 



I 



力 六 五 丑 ：3BL 五 12 
三 一八ぶ ニづ 



, -—^ ハ ^-^ 



ョ四四 四 S ニー 

レ七 0 — 四 



四 



二 



？ 柳樱柘 蝦眞ぁ 



3 



榴 松 柏 



盆 
樹 
種 
に 
就 
て 



松 松 松 



黑 松 • 錦 

五 葉 



樽 梔辛合 



と 歡 
木 

子 蘭 木 



に 八/^ 八 一 ヒ 七 七セ七 力 六 力 

し 八 丑 《~ ' -1:： 3. ニー 九 八 七 五 



酢 甲 ^(さく かふ ふぢ) • (き 

0 « ：: , • , • ん 九 一- 

落 霜 紅 (うめもどき) ミ… ；.， ( き 一 

石 g - • • ( キハ 

祧 槳 衞 矛 (まゆみ) ：… - ( ナ" 九 

黄 梅 (迎泰 花) 、- - …… ：. • …： ， •：： • ( so 

茶 …… ， ( 至 



茶 梅 (さ、 んく わ) 

.3 樱 祧 (§ すら) 

海棠と 深山 海棠 • ：… 

M … * …： 

^ ： 

柿 ， 

豆 柿 。 …… 



/it 蘆 石 蘭お 枇南臘 杉 木 一山 か櫸 公金 極 薔地木 



ち 
が 



の 



位 毛 



ま 



つ 



孫 縐 



犀 (もく さ い)… 

錦 (つた) 

柳 (ぎょりゅう) 

梅 (まんさく).： 

樹 (いて ふ > ：… 



櫸 (ぶな) …： 

木 (あら 、ぎ) 

通 (あけび)… 



梅へ らうば い ) 

fK … 

杷 …： ， 

祀 (くこ) …… 

m 



や 



龍 明 風鈴 支誉 



那 

i 知 帶 

水 

に 草 蘭 仙 草 



◊、 ^"~S 



J. Ervi 12 v^l 



V ョ c 



-ん だう). 



(林 叢の 本餘 十三） 植寄松 夷 蝦 




幹双樹 w 姬 




右 楓 (高 ニ寸： 分) 

左 紅 紫檀 樹 

(高 二 寸) 




杲實樹 の 盆栽 

「上」 .5^^ (高 一尺 五 寸の木 十二 果.^ 着く) 

、く 」 I に：^ 'm 
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(リぁ 果數寸 七果） # 手 



法餐 培の そと 栽 盆の 今 



I 盆栽と その 培養 法 

小 林 窻雄著 

樹種 Li 就て 

總 ての 草木の 內で 盆栽になる 木と ならぬ 木と ある。 盆栽 は 大自然の 趣 を 盆 上 

に 現す もの で、 火 自然の 縮 圆、 大 木の 縮闥 であるから 盆 上に 縮圈 出， る 草木で 無け 

れば、 盆栽と はな，^ 得ない e 

例 へ ば r 八 ッ 手」 や 〔桐」 は 鉢植 として 如何に 苦心しても 盆栽と はなるまい、 乂^ 花 を 

開いて も 「ダ リ ャ」 も 「コ ス モ ス」も「大菊」も盆栽とはな，.=^得な い、 耍 する に 盆栽 的 素質 を 

具" へて ゐな いので ある。 

參 

それに 引き か へ 名 も 無く 花 も 無い 野草で も 立 li に 盆栽と しての 生命 要素 を 具 



へた ものが ある。 ， 

要するに 盆樹は 大自然の 趣 を 表現し 得らる. -素翁 ある もので 無ければ ならな 

いと 云 はれる。 

函藝 品種より は 原種が 盆樹 種と して 歡迎 せらる 以 所は此 一 理に存 する。 

盆 樹を養 作、 矯 姿す るに 當 つても、 其 樹の特 徵其樹 種の 持つ 情趣 を 失 はせ たくな 

い。 それ を 失った もの は、 盆樹 としての 生命 精神 を拔 いてし まった もので 只 生き， 

て a ると 云 ふだけ で、 造花と 同じ 鑑賞に 墮 しおもの である。 

尙又 時々 耳に する 事で あるが、 一 盆栽 は 今 はがが 流行る か」 と 云 ふ。 圜藝的 變種を 

騷ぎ珍 種 を 貴と する 植物 美觀 賞から 云 へ ば、 種樹に 流行 は あらう、 然し 大自然 美の 

再現、 卽ち 第二の 自然 を 以て 生命と する 盆栽に 澍種 流行の あらう 箬が 無レ。 おお.^ 曰 

迄 この 傾向の あつたの は 過渡期の 一 現象に 過ぎない ので あらう。 

TIN に 順次 記す る もの は、 現在の 盆栽 種で あるが、 期界に 知られす まだ 剪 ひら I な 

い、 盆樹 としての 良い 素質 を 具 へた 樹も あらう、 又 外國樹 にても 名木 を 作.， 得らる 

樹も數 々あるで あらう。 譜士の 研究に 俟っ外 無い。 



松 



松 一 

盆栽の 樹 種を說 くに 當 つて は、 先づ 松から 說くは 吾松澍 aH 本の 代表 澍 として 一 

當然 であらう。 曰 本人の 稜々 たる 氣 骨、 所 謂 男性美 は、 松樹 から 影響 を 受けて ゐ る 一 

と 云 はれ やう。 幾千 年來 不易の 松の 影 を 眺めて 來た 吾々 の 先祖 は 知らす 識らゃ . 

の 間に その 偉大なる 感化 を 受け て、 吾 民族の 忍不拔 百難に 屈しな い、 然 も 淸節を 

重ん する 氣風 はこの 常 S の 松から 養 はれた ので あらう。 老龍 鱗の 如き 幹、 靑 々 四 

時靑 年の 如き 葉、 この 雄々 しさ を觀 赏禮讃 する 吾 民族 は 審美的に 歐米 人よ， 5 遙に 

進步 した 國民 であると 云 はねば ならない。 一 

それ 程に 松 は 盆栽と しても 大物で ある だはに、 其眞 精神 を 摑む 事が 難事で ある。 一 

松の 鉢植は 多い、 然し 眞の 松の 風趣 を捉へ 得た 盆栽 は 少ない。 頭 梁の 材又 得難き 

哉で ある。 

松 を 詳述す るに は 一 卷を なすに 足，.. 'るので ある が、 兹 に は 盆栽と して 必 須 な る 一 

事項 を述 ベ て 置く 事と する。 光づ、 松の 種類、 黑松、 赤松、 五葉 松 等 を 順次に 研究し 、松， 

の 名 を 胃 す、 藩 m S の 如き は 別項に 詳述す る とする。 一 
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松 



黑 



黑 松 (錦 松) 



黑松は 松の 雄々 しさ の 代表 樹 

さ へ 十數の 異種 を存 する が、 然 

g 曰 へらる、 は 錦 松で あら 50 

優 物 は 好事家に 爭 奪せられ て 

錦 松の 名 は 近時の 名稱 であ 

た。 硬い 皮が 矢箬 形に 出る の 

10- tS: 海の 沿岸 及 其 島嶼から の 

路 島、 小 豆 島、 幡 などから 名木 



liS の 地方で あらう。 今 は 全く 

のな どの 枝 を 剪，.^ 取， 9 これに 

の寶 品と なって ゐる が、 こ れ と 

に 類の無い 奇品 である からこ 

おい ものである。 



である- 

盆栽と 

の ハ大箬 

る 0 

錦 松と 

產 す る 

出して 

栽と し 

接した 



し 



細別した る 種類から 云 へば、 日本 國 中に 

て、 現 在 最も 食 重なる ものと して 高價を 

に £i a せる 樹皮 層 を 珍と し 貴と して 其 



ふたの は 其 

松 中の 一 變 

る。 其 他に 

の 種 木 は 取 



0 松 は、 2 

後の 事で 

種と 云 は 

無 い で 

盡 くさ 

、又は 芽 接して 養った ものが 普通の 錦 松 

て も 近く 其 材斜が 滅亡す る 事で あらう。 鬼に 角 他 

の 特異な 盆樹は 永久に 保存し 其 眞價を 全から しめ 



一石 性と 云 はれて ゐ 

あ る、 こ の稱類 は、 瀨 

れ やう。 多く は 淡 

はない が 本場 は 前 

れて、 姿の^ 大なも 
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松 



錦 松 と~ 

が S 石. の 

は ほ」 の 如 

に 自然で、 

との 中間 

黑松 程に 

ら 50 こ 

す る。 

赤松 は 

らるゝ の 

所に 生づ 



，普通の 黑 

如くに 幹 

き S じ 

如何にも 

も 其 樹皮 

性の もの 

賞せられ 

の 朝鮮 松 

潮風に 堪 

半島 等 常 

で あ る。 

る^ 島 松 



松と 



あ る 



松と 稱 f 、燃料と し 



へない 

其 古く 

である 

て 年々 



中間 性 

して 其 

で此名 

無い 處 

或は 厳 

W こ の 

で採禁 

密 茂す 

が、 黑松 

の强く 

よ， i 

。 又 四 



とも 云 

如何に 

を 負 ふ 

にこの 

石 性で 

種の 中 

も 少な 

る特徵 

は 多く 

吹き荒 

られた 



，> 

力 



もの を 

老龍鱗 

の で あ 

さが あ 

る が、 葉 

性の 松 

現在 盆 

あ る、 こ 

岸 地方 

、所に 

は、 知 多 



巖石性 

ら 



如き 

ラ、 

産地 



a 本 

と し 

は 後 

自生 

じ、 自 

島 の 



國の譜 所 及、 濑 III 內 海に 



と 云 ふて 

姿は自 ら 

« に老大 

は 錦 松と 

あ ひ ぐろ 

謂 間黑と 

にも 中國 

て は 比較 

に 培養 摘 

して tQ る- 

ら 短矮な 

知 多 松と 

も 生づる 



b る 

老松 

樹 の. 



じ 

方 



る 



力 



こ 

黑 

少 



れは 樹皮 

苕 蒸し 「い 



じ 

な 



種 

こ 



其 枝褓を 刈り取られ、 自然に 短矮太 幹と なら 



と 

を 

i 



芽の 項に て 



出す 

赤松 

る が、 

で あ 

詳述 



して は、 

採掘せ 

面 す る 

俗に 株 

も の を 



採取せ る もので 現今 新 木と しての 大半 はこの 称 松で ある。 然し 名 松と なる 資格 
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松 



は：」 れ等 

は >- まれ 

黑松 

的經驗 

事と す 

白砂 

だ 空 氣 

法と し 

用 土 

以て 而 

ん とす 

合に も 

拔 けて 

は 松の 

夕は樹 



人力 

る も 



の 

新種の 採取 

技術と を 



と 

靑 

と、 

も 

頭 



松 

水 



依て 縮められ 

でなくて はな 

の 方法 は、 其 土 

要する もので 



吾 

ば 一 

よ 



砂 



土 は 



押し 

は、 眞 

濕氣 

過濕 

水 を 



國、 日 本 

丘の 上 

盆 養の 

一 分 位 

けて 植 

粒 或は 

過多 を 

めぬ 樣 

ら ざ る 

ん 



の 海 

に 蒼 

耍 0 

の 荒 

え 込 

赤土 

に植 

事で 

注ぎ 



ら 

粒 



な 

を 



え 込 

あ る 

かけ 



で なく て、 百餘年 を經な 

，これ 名 松の 名 松た る以 

の 狀況に 依て 異り、 又 根 

ら 鼓に は 省^し て、 直 に， 



櫻 

生 



の 美 

ひ 茂 

も の- 

* S に 

である- 

五分 程 

水 は 注 

む 事が 

" 然， し 

る、 所謂 



で あ 

て ゐ 

あ る 

れ、 微 

然し 

用す 

に從 

要で 

氣と 

水 を 



る。 黑 松が 

る 其 性狀を 



蠱粉 

幹 枝 

る が 

つ て 

あ る- 

水分 

注ぐ 



を 篩 ひ 

を 太ら 

よ い。 

吸收せ 

》 <れ 

ある {4! 

ので あ 



がら 1K 然に 生長 を 

所で ある。 

付け 取扱 ひは專 門 

培養の 方法に 移る 

海岸の 海氣を 合ん 

考 へて、 盆 松 培 養 の 

除. いた 齊 一 の 砂 を 

せ尙 生長 を 促進せ 

そして 如何なる 場 

られ 快適 に 鉢 底 へ 

7r\ も 注意す ベ き 

氣に 適する 如 く、 朝 

る 0 



I ぎ 



i 



4> 



松 



黑 



肥 科 は. 餘 6- 多き を 耍 せ. ない、 樹 勢の 普通の もの 

其 盆 土の 上に 置いて、 日常の 灌水に 依て 不知 不讖 

で 充分で める が、 樹 勢の 衰 へお もの 或は 急速の 生 

腐 熟した 水肥 を與 へ、 或は 盆の 周 邊に鯓 の 少片を 

が、 槪 して 他の 花木 實物雜 木 物 等 程に 施肥す る を 

うとす るに は 秋季に 多 肥を與 へ て、 翌 年の 芽を强 

一 新法と して 枝 第の 密 fi?- 法 を 後 章に 述べる。 

置 場 は 風通しよ く、 日 射の よい 所に 置かねば な 

ば、 綿 虫 は 芽 を 侵 し、 紛 虫 は 葉に 群り 着き 虫の 害の 

な り、 躔 とした 松の 雄々 しさ を 失 ひ、 遂 に は 下方の 

に見る影もなくな，^^果っるものでぁる。 

植か へ は、 春季 を 第 一 とする、 俗に 春の 彼岸 は 松 

時と されて ゐる。 卽ち 冬眠から， めて 樹液の 漸く 

處に 依て 氣 候の 差が あるから 所 變れば 時變ら なく 

盆 樹は每 年 一 囘の植 か へ る 事が 普通に 思 はれ て 



は、 油粕の 塊 を 兩三個 一 年 二回 も 

の 間 に、 盆 土 中 の 養 分 と な る 方法 

を 望む もの は森季 に、？ g 物質の 

め 施す 事な ども 行 はれて ゐる 

せない。 樹勢を 大いに 揚げ や 

にす る 方 も 行 はれる が、 又 別に 



ない。 日蔭、 無風 

ならす 葉 は靑菜 

より 次第に 枯れ 

投げ 植え、 と 云 ふ 

動き 出し た 時 が 

て はならない。 

ゐ る が、 松 は そ れ 



場所に 置け 

如く 柔弱と 

か 一年の 間 

ー潘 安全 な 

いので ある、 



に は ばない、 



£ ま 松 も 三年 或は 數年其 儘で よろし ヒ餘， o 植え か へ を 行 はす 鉢に 根が 回， c- 切った； 

も の は、 葉 梢が 疲れの 色が 見 ゆ る、 此 場合に は 必す植 かへ を 行 はねば ならない。 ， 松 

の 根 は 曲折 多く、 根 皮 は 環 戕に撗 裂す る 性質が あるか ら、 舊 土 を 除く 時に 必中 手荒 

く 扱って はならない 叉 根に 手の 直接 觸る事 を縑ふ もので あるか ら、 竹 箸の 如き も 

の を 以て 靜 かに 端の 方よ， 9 壞し 落し、 大半 は 其 儘 止め 置き 永く签 氣に 晒さす 手早 

ぐ 植え込むべき である。 松の 根 は 其 先端が 綿の 如き 根と なり それより 水分 を鑤 

取す る もので あるか &、 普 通の雜木の如く根を切，.^込む事は不必耍で，める。 一 

. 松の梢の 徒 長 を 防ぎ 且つ 密茂 せしめる に は 其 徒らに 俾長 する 力 を 分割して 多 

數の 芽と する 事で ある。 水が 多ければ 伸び は 短 かい 譯 である、 松 は 他の 擱葉樹 の 

如く 切り込めば 胴 吹きす る ものと 異， .V 一 棺頭 一 芽で ある は 仕 末が 惡ぃ。 然し 朝 

鮮松及 1 國 産の 一 種に は 葉 さへ 殘 して 切， 9 込めば 其葉蔽 よ. 發芽 する 種類 も あ 

る、 こ れ， は 枝 仲び を 自由に 防ぐ 事が 出來 るので ある が、 普通 の 黒松 は 不可能な こと 

である。 

松 枝の 徒 長した もの は從來 伸びた 枝 を 剪除し、 短き 懷枝 を殘 しこれ を 育て、 - 

端く づれぉ 姿 を、 矯 正されて ゐ たので あるが、 近 來四國 方面の 專 門 培 養 家 に 於 て 研 



松 



黑 



究 せられた 良法が 有る。 從來は 新芽の 稍 伸びた る 時 其 基部 數葉 を殘 して 摘 去し 

て 徒 長 を 防い だ、 此 法に 依る と强 勢な 芽 は 夏季 側 芽 を 出す が、 所謂 二番 芽で あるか 

ら不齊 贫弱を 免れない。， 叉 過ゥて 芽の 基部よ ftN 全部 を 取った 際 は、 其 稍 は 枯れ 落 

0 る 事 さへ あるので ある。 

1 梢 萬 芽 法と も 云 ふ、 强 く 揃った 芽 を 無數に 出す 法 は、 先づ 春季の 發芽は 其 儘に 

して 伸ばさし め る、 然 して 樹勢を 盛んなら しめる 爲 めに 肥料 を 多く 與 へ、 水 を ゆな 

く し て r 稍 葉に 力 を充實 せしめる ので あ る、 か くす ると 盛夏の 頃に は 新棺は 伸びる 

だけ 伸び 固まつ て、 愈 々松 は 明年の 準備に 移 b 新 梢の 頭に 芽苞を 作らん とする の 

で あ る、 此 時期 は光づ 九月 初 旬、 嚴 格に 云へ ば 九月 三日より 十 曰の 間で あ る、 此 際 を 

は づ さ す、 本 年の 新棺を 全部 剪除す るので あ る、 實 に 胃險の 如く 思 はる 、 が、 將 に 明 

年の 芽 を新棺 頭に 準 儺 せんとし 樹勢 勃々 おる 時で あるか ら、 其 勢 は 何處炉 へ 93 で 

なければ なら ん、 止 む を 得す 舊 葉腋 へ 不自然ながら 無 數の小 芽 を 吹き出す ので あ 

るが 其 時將に 秋風 訪れて 芽 を 伸ばす には遲 そす ぎる、 兹に其 芽の 力 は 抑止せられ 

て 明 奢 を 待つ ので ある。 此法を 行った 後 は、 葉 の 大 半 失 ク たので あるから 從 つて 

水分の 必要 を 減少す る もので あるか ら、 & めて 注 总し必 す 水 を 少なく 與 ふる 一 ゆで 
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ある。 施 霜の 直後の 雨 日 は 軒下に 入れて 過濕を 防ぐ 位に しなければ r 根^れ を 生 

する 慮が ある。 又、 不自然に 多 數の芽 を 準備した 事で あるから 養分 は 最多く 必耍ー 

であるから、 秋季の 肥料 は 普通 以上に 與へカ を 付けなくて はならぬ。 

此法を 最も 適當に 行へ ば、 翌春 は 細 枝 I 族生して 想像 以外の 出來ば へと なる の で- 

あ る。 

此法は 二 年連續 して 行 ふ 事 は 不可で ある 、翌年の 芽 は 其 儘 仲ば し、 長過ぎる の を 一 

摘 度に 摘 去し I 紅き、 尙 更に 蜜に せんとす るなら ば、 其 翌年に S び 行 ふべ き である。 一 

黑 松 中、 §1 性の 松が この 方法 を 行 ふて よく 効を奏 し、 普 通の 松で は 成績の 顯 著で 

無い ものが ある。 . 一 

黑松は 宕 雄偉が 特徵 であるから 鉢 は 線の 强 い、 無釉 物、 南蠻， 朱 泥の 如き ものが 

調和す る、 釉 藥の褂 かった 美しい もの は 、男が 白粉 をつ けた 樣で變 であ る、 然し 海岸 

の 松な ど を ぶ 姿態の もの は、 白 交 趾の淺 盆へ 入れて、 白砂^松の 感じ を 出すな ど 

は 例外で ある。 

そして、 樹に對 して 比較的小 形の 淺盆を 用 ゆる 事が 培養 上 好成績 を 上げる 、要す 一 

るに 松 は 多く 水を耍 せない ためで ある ふ 
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1 般には 松と 云へば 赤松と 思 ふ 程な の に、 現 今の 盆栽に は 赤松 は 珍ら し い、 明 治 

二十 年 前後 迄 はや はり 松と 云 へ ば 赤松であった。 それ 程 赤松 全盛だった のに 今 

は 昔、 今 日で は 殆ど 影 を沒し 僅に 其の 時代よ， 9 鍵ら 中 培つ て ゐる舊 家に のみ 殘っ 

てゐ る狱况 であるの は 何故で あらう か。 

赤松 は 松と しての 趣味 は 五 葉、 黑 松の 遠く及ばない 別な 雅趣 を もって S る。 皮 

肌が 赤味 を帶び 小さく 龜 裂して 自ら 盆栽と して 調和 し、 葉 は 細く 色 は 明快なる 綠 

を 呈 f . 、枝 も 細く 柔 かい。 そして 秋 末 枯葉 を蓄 へ、 風な きに はら はらと 落ちて 鉢に 

棚に 落 松葉の 風情 を睐ひ 得る はこの 松ば か b である。 かくの 如き 優れた 點を有 

ちながら 赤松の 次第に 少く なりつ ゝ あるの は、 其 原因 は 煤煙に 抵抗す る 力が 最も 

弱い 缺點が あるから である。 

樹木の 內で 煤煙に 堪へ 得な いのは 杉 を 第 一 とし、 次に は 赤松で あらう。 東京で 

も 上野 公園に は澤 山あった 杉が 皆 枯れて しまつお。 柬京 近郊で も、 人家： rl 密す 

るに 從 つて 杉 は 育た なくなる。 次に 赤松 も 次第に 衰 へて 僅に 餘喘を 保つ に 過ぎ 



松 



赤 



ない。 赤松 は 面白い がどう も 宵た な い、 こ れ が 

である。 

それから 第二に は、 赤松 は 枝 伸びが して 困る _ 

如く 枝の 中途から 副 芽 を 伸ばす と 云 ふ 事 は 無 

置けば 枝 は 伸びて 樹容 は壞れ る。 

然 らば 培養 如何、 地方の 签氣 のよ い 所では 最 

乃至 は數 年間 植替 へぬ 事、 水 を他樹 種の 程 頻繁 

ある。 これ 程 簡單な 培養 法が 又と あらう か。 

れ となる から 粒の 揃った 細 砂で 植へ 込む 事で 

出す る 檫に植 込む ベ きで あ る、 異 土 も 腐葉土 も 

日光と 風通し は 充分に 欲しい。 水 は 真夏 を 

常に ジメ くと 盆 土 を濕ら せぬ 事、 阜 ろ 乾き 過 

肥料 も 濃厚な 物を與 へれば、 赤松 特有の 綿の 

る。 赤松に は 春季 1 回 、鱗 を 埋め て 良 6^ を收め 

よい 方法で あらう。 それ は 鉢の 周 H に 二三 ケ 



都會に 赤松の 喜ばれない 第一 原因 



， と 云 ふ 

い か 、培 

簡 單 で あ 

に 注がぬ 

赤松 は 盆 

ある。 0 

混ノ、 るな 

除き 乾い 

ぎた 方が 

如き 鬚 根 

て ゐる人 

所 細^し 



ので ある。 

養の 仕方 

る、 砂植 へに 

事、 肥 斜は多 

土が 過濕な 

水の 過剰の 

れば 僅に し 

た 時に 注ぐ 

安全で ある 

が 腐れて 却 

力 あ る 力、 こ 

たの を 埋め 



なる 程黑 松の 

依て 放任して 

す る 事、 二 三 年 

く與 へぬ 事で 

れば必 や 根 腐 

場 合 は 快く 徘 

て 止めて S く。 

程 度 で よ い。 

て 樹を弱 & せ 

れ など は 最も 

る に過ぎない。 
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水肥 

度で よ 

W 會 

樣 で あ 

煤煙 

く 事で 

枝 伸 

の樣に 

下部 一 

の 芽 を 

摘み取 

芽 摘み 

此點で 

力 ( 

び 過ぎ 



を 施すな 

地に 於て 

る 0 

の 害 を 避 

ある。 甚 

び を 防ぐ 

思 はれる 

二分 を殘 

出して、 枝 

る と、 そ の 

をす る こ 

あ る。 

の 如くす 

て 樹容の 



れば 極めて 薄い もの を、 盆 土の 

も同檨 でよ い が、 植 土と して は 

はるに は、 力 めて 朝夕 葉 水 を 多 

しい 煙害 地で 無い 限， 9 は 盆 養 

は、 樹 の 勢 を 盛に して 置けば そ 

が、 樹 勢の 强 いもの は 新芽 を 勢 

して 剪除す るので あ る、 樹 0 の 

は密 茂す る、 然し 樹 勢の 衰弱し 

ま に 再び 新芽 を 出す どころ 

とが 出來 ぬ。 枝 伸び を 防ぐ に 

ればニ 年に 二三 分の 稍 頭 伸長 

壊れた 場合 は 切， c> 替 へ を 行 ふ 



よく 乾燥した 時に 一 年數回 施す 程 

砂 へ 赤土 粒 を 三分 程 加 へる がよ い 

く與へ て 葉 を 洗 ひ、 常に 淸 くして 置 

に堪へ 得る ものて ある。 

れを 防ぎ 得らる 二 寸 矛盾した 言 

よく 伸ばす か ら、 六 月 中旬に 其 芽の 

よい もの は 其 側より 數 本の r ぬ 二回 

てゐる もの は 、春 漸く 出した 新芽 を 

か 其微は 遂に 枯れる ので あるから 

樹の勢 をよ くして S けと 云 ふの は 

を 見る ばか.. である が、 そ れ でも 伸 

の で あ る、 そ れは懷 の 短い 枝 を 外に 
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E3 し 徒 長 枝 を， 7 除す るので ある。 

年と 典に 老貌 を呈し 所謂 『老龍 鱗』 

植か へ 其 他 は黑松 に准じて よい ハ 

ある。 柔 かく 慍し く、 然し て嚴 とし 

飾って ゐ る、 こ の 赤松の さま /\ の 

に 賞 愛する こと は叉樂 しい 事で は 

私 は 又 近く 赤松の 盆栽が 昔の 如 



かくの 如く すれば、 小枝 は 仲び や。 主 枝 や 幹 

の 風趣 を 盆 上に 現出し 得らる 、ので ある。 

と を 除け ば、 日 本 到る 所 

へ 日本の めら ゆる 景色 

捉へ來 つて 坐 右 咫尺の 



- 赤松 は 海岸と 塞 地 

て 侵し 難い 風格 を 具 

面 ft き 姿 を 吾 盆 上に 

無いで あらう か。 

く， 盛 に 愛 賞 せらる、 



時が 來る事 を 信す る。 



五葉 松 



を 

間 



は 優雅な 殿上人と 云ふ樣 

S や 夙 風の 如き 勢 を 以て 



黑 松の 鳳. として 雄々 しき 武人の 姿あるなら ば 五^松 

な 趣が ある。 五葉 松 は 十 數年前 1 初めて 盆樹 として 現る 

流行して 忽ち 盆 樹種中 屈指の 地位 を 占めて しまった。 

1 言に して 五葉 松と 云 ふが 種 額 は澤山 ある、 葉の 長大な 朝鮮 五 葉、 高 山の 偃 松な 
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ども 五葉 松の 部で あるが 

當な も の は 所謂 「ホ ンゴェ 

と 本， 州 中部 以北 及 北海道 

を 知らる、 が、 同 1 地方に 

る.， ものが あ る、 細 別した な 

の產 たる を 問 は す、 葉 が 細 

を 良しと して ゐる。 

近時 五葉 松 愛好の 隆盛 

地 自然の 種 木 を 培養した 

.c- 慨 して 高山 地帶に 自生 

困難な ものである、 これ は 

卽ち 五葉 松 名木の 尊い 以 

培養 は黑 松と 殆 同じで 

る もの 、み 基部 數葉を 殊 

又 前述の 如く 高. S に 在 



盆栽と して は 不適 當 である。 盆樹 として 喜 はれ 且つ 適 

フ 松」 で ある これに も四國 九州 及 本州 中部に 生す る もの 

の 西南 部に 生やる ものと は 一 見 其 種類が 異 つて ゐる事 

有りても 詳細に 觀 察する と 葉 性、 樹 皮 等に 多少の 相異あ 

らば 数 種に 分類 出來 るで あらう。 盆栽と して は 其何處 

短で 密茂 する 性質 を 其へ、 樹皮の 荒び て 古色 を 出す もの 

よ り、 苗 ょ.^養成するものが澤.a現れてゐる が、 名 木 は 山 

もので 無くて はならない。 五葉 松 は、 黑 松、 赤 松 なぞと 異 

する ものである だけに、 其 新 木の 採取と 根付けと は實に 

眞 柏の 採取 困難と 同じで、 老木、 古木 程 枯死す る 率が 多い 

所で ある。 

よいが、 只 新芽の 摘 除 は 其 新 梢が 伸び 切った 時に 徒 長せ 

して 剪除す るに.： y めたい。 

つて 常に 霧の 去來 する 所に 生 を 保つ もので あるか ，1、：：： 
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常の 管理 も 其 心 持 を 以てする を 要 す る、 垔 日夕 隐の倾 いた に 噴 II 器 を 以て 露の 

滴る 程 葉 水 を 灌ぐ事 なぞ は 最 合理的 な 所 處と云 はれ やう。 ： 

肥料 も 水 も 多過ぎる 事は最 避けねば ならない。 殊に 新 葉の 伸びつ、 ある 時に 一 

多 肥 多 水 は 葉 を 長く 伸ばし 折角の 良い 葉 性 も 爲に惡 化する 事が ある、 斡 を 太らし 一 

める ために 肥 斜と水 • を 多くして 培養した 木に 葉が ニ寸 以上 も 伸びた もの を 晃受： 

くる 事が 屢々 あ る、 觀 賞す るお めの 完成 樹の 保管に は 心すべき 事で ある。 ， 一 

梅花 は 玩弄の 花で ない。 敬し 仰ぐ 可き 花 だ。 君子の 花 だ。 ； 

君子 は馴る 可き でない 梅 は 正しく 君子の 花 だ。 

梅花 獨 b 束洋 に稱贊 せられて 西 歐に爾 みられす。 柬洋は 君子の 國 で西歐 は然； 

一 

ら t 恐らく 梅は遂 ひに 西歐 人に 解せられ や 東洋に 自尊 せん、 紅 宅 碧眼の 徒 繋に 一 

赞 せられざる 何の 盧ふ所 か あらん。 、 
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君子 は贅 せす。 

梅花 は 其 香 を獨り 暗中に 放てば 夫れ でい、。 . 

知る 人ぞ 知らん 暗中の 梅花よ ひ * 

と 槐物圚 の 松 崎 直 枝 氏 は 云 ふて ゐ る、 梅 をよ く 語って ゐる。 

盆栽 樹 種で 何が 一番 其 鉢數が 多い かと 云へば、 松 か 梅 か。 梅 か 松 か。 恐らく 梅 

の 方が 多から う。 それ 程 盆栽と しての 梅 は 一般の 愛好に 投じて ゐる。 古今の 翳 

歌 を 見て も、 盆 松の 文字 は尠 いが 『盆 梅』 はうる さ い 程 使 ひ 古された 言 詞 である。 

然し 現代の 栽界に 於て 梅の. 代表的 名木 は どれ か？ と 問 はれても、 五葉 松で も、 

黑 松で も、 眞 柏で も 一 簾の 盆栽 通なら ば、 誰 の 何々 と 十指の 指す る 所 は 大體歸 する 

所が あらう。 然し 梅に 到って は實に 混沌と して 判じ 難い。 これ は 獨り籬 者の み 

では 無から う。 梅 多し 梅の 名木 は 少なし である。 

種類 盆 梅と して は、 何と 云 ふても 野 梅が よい 淸節 高雅 梅の 品位 自ら 備. 9 花猥 

- 多から S 白の 葩も佳 香の 高く 芬る もよ い。 其 幹の 翻朴 自然の 老木の 貌を備 

へる もよ い 梅と しての 特徵 をよ く備た 少しの 龅 も、 鰯 もない。 淸楚 其の もの は 野 

梅で ある。 高雅 を 尊ぶ 盆栽と して 野 梅が 歡迎 さ る、 の は 遇 然 で は 無 い。 
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現在 盆 梅に て 

所謂 『野 梅 性』 を 

梅 は 支那の 原 

す、 も し 野生の 原 

ので は 無から う 
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一し これ は 

所 を は 

梅 その も 
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梅の 喜 は 

梅 S ち 『あ 

に し た も 

の靑色 を 

の淸 操に 



梅 



又 今 白 花犟瓣 でよ く 知られた の は 三 雪と 云 ふ 谷の 雪、 奮 る 雪 三月の 雪の 三 種 と、 

三つ 3 と 云 ふ 、田 子 の 月、 滿 月、 搶淇 の 月の 三種と であるが 茶靑 花は& 花の 颜卷 である。 

其 外に 種々 單瓣白 花 は あるが 大同小異 である。 跟瓣の 淡 紅 物で は塒出 謄、 道 知 

梅 ま 陽 袋、 揚 羽 蝶、 世 界の圆 などが 赏 される が、 また 『造し る ベ』 は 現在 名术 多くよ く 

知られた 種類で ある。 

1* 瓣 絞りで は 守の 圏が 最變 化が あって 美 はしい。 これ は 花 底より 吹き上げ 絞 

^と 瓣變， ^が 出る。 今 東西 ハに騷 が れゐる 『思 ひの ま、』 は 『日月』 を改稱 した も 

ので ある" 紅 筆 は 絞，.. -と云 ふより は 口紅と 云 ふ 方が 當 る。 紅 蕾の 狀は 筆の 如く 

尖り 辩 端に 紅 を 有ち 又躅 いた 瓣 端に 口紅 を 染める 粹な 花と して 知られ 名木 も 多 

單瓣 紅花 は、 6 花 を 多く 野 梅と 云 ふ 如く 紅梅で 片 つけて ゐ る が 、折 角の 種名が 次 

第に 忘れ-^ れる のは殘 念の 事で ある。 緋海、 寒 紅梅 等 は 特異性が あるから 誰も 知 

つて ゐる 事で ある。 其 他 盆 梅 中で よく. S られ たの は 佐 橋 紅、 大盃、 紅葉 狩 等で 單虚 

梅 もや、 淡い が 紅梅の 部で ある。 

八重へ 快に も 在 名 盆栽に 多 い。 G1 に 八 直， も ある が、 こ の ffi 辩物は 美 花が 特© で 



梅 



あるから 色物、 絞 b 物が 一 fM に 喜ばれる。 撝 贵 妃、 蝶 の 羽 望、 灕 波 紅、 幾 夜 寢 覺、 靡 耶 紅、 

唐 梅 等な か く 多い. - 

云 ふせつ かち 物が 

香 もめれ で、 今 で は 

ゐ る が、 然 しほんと 

眞 打の 花 は 咲 



梅、 と 

色 も 

つ て 

節 頃 



早^ 物で は 秋から 開く 八朔 

梅 な ど あって さ き が け て こ そ 

云 ふより M 冬 正月の ものと な 

見られない。 梅花 節卽ち 紀元 

『三 月の 花』 である。 

梅の 種類の こと を列擧 して ゐれ 

し 現在 盆 梅と して は 以上 位で 一 適 

す る。 

梅 は 乾性 樹 であ る、 日 當.. ^よき 乾 

盆 梅 も 其 心持ちで 培養せ なけれ 

花 を 早く 見やう とする もの は 別 

い 、根 も 少し は 氷っても よい。 軒下 

た な ら、 殘 花 は 見切って 摘 去す る。 



力 



ば- 



ある。 其 他 冬至 梅、 

盆 梅と 云へば 早春 

うのよ い 花 は ffi 室 

き 出 だす。 今の 暫 



初 雁 梅、 塞 
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^物で は 

でよ 梅 ま 
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梅 



直に 
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で 



ある。 奮 土 は 六 分 程 落し、 根も老 

西 及 名古屋 方面 は 砂 七 分、 晃 土 或 



三分、 腐葉土、 或は ト 

" ^にか、 はらす 

ちら も 好い 方 を 採 

する に 風土 か 穴ニ氣 

ば 根が 活動 を 初 め 

が 終日 乾かぬ 檬で 

培養の 要諦で ある 

を 中 止 し、 其 後 は 薄 

本 來は瘦 土に 甘ん 

物を澤 山に 培養す 
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ある" 勿論 油粕と 共に 水肥と して 腐 熟し^も のでなければ ならない。 それに は 

鯓 など を投 込む もよ い。 肉 骨粉 もよ い。 魚粕類 もよ い。 入梅 前 は 御馳走せ めに 

する ので ある。 • 

麓 場 は、 炎天 强 光の 直射す る 所、 又 風 當.. 'のよ い 所が 出來が よい。 卽ち 屋上な ど 

梅に 適する。 

かくする と 新 枝 はよ く 伸びる が、 花 を澤 山に もつ 枝 は 徒 長せ ない。 徒らに 伸び 

る 枝に は 花が 少ない ものである。 さりと て 芽の 固定せ ない 內に 剪定 すれ ば、 其 先 

端 一二 芽から 孫 芽 を 又 出して 見苦しくなる。 そして 秋 前に 切れ ば、 花 ^ と な る ベ 

き 芽 も 又 枝 _ 光と 化し て 孫 芽 を 出す ら 花芽が 固定し た 教 迄 は 徒 長 枝 も 剪 定 せ ぬ 

方が 良い ので ある。 

新 枝に 針金 を かける はや はり 十月 頃で あるが、 近時、 強に 行 はる、 梅 枝 を 波の 如 

く ffi げる事 は、 梅の 特徵の 破壤で 感心 出來 ぬ。 恰度 モダ ー ンザ Z ！ ル が髮に ァ ィ n 

ンを當 て、 直くな 髮を わざ/、 縮らせる に似て 嫌 惡な感 がする。 樹姿 整頓の 上 

に 止む を 得ない 枝 以外 は、 其 頸瘦の * を 失 はせ たくない。 

へつら はぬ 枝の 强 さよ 梅の、 花 海 舟 



老幹枝 を 鯓め幹 を 手 ffi する 樣な 大技 巧 を 施す はや，.. -ニ A 下旬から 三月の 初め 

に 行 ふが よい。 此 時なら ば 枝 は 半ば 迄 折って.^ 癒着す る ものである。 

接 木 を 行 ふ 季節 は 古書に は 節分の 十日 前後な ど、 見る が、 柬 京 を 標準と するな 

らば や は， 0 二月 下 旬、 卽 ち 節分 十！：？ 後から ぼつく 初める がよ ぃ檨 である。 此 

贵品珍 花が 次第に 絕減 せんとして ゐる せめて 接 木に してなら とも 良種の 保存 を 

しねい ものである。 

梅の 培養 は大體 これで 盡 くした が、 梅 培 養 家 が この 廿年 前よ.^ 惱 まさ れ、 其 爲 め 

一 時 梅の 盆 養 は 不可能と 迄 さ れ- 東京に て 有名な 大培 養家 は、 皆 梅 を 見限つ た 事が 

あ る。 

それ は 梅薰蛾 幼虫、 梅の 芽 喰 毛虫で ある。 これ は 俗に 『赤 はら 毛虫』 と 云 ふ、 腹部 

紅 紫色 背部に 黑條 斑と 粗 毛と を 有する。 成虫 三分 位の 小 毛^で ある が、 これが 早 

春 芽を片 はしょり 喰 ひ盡し 遂に 枯死せ しめる ので ある。 この 幼虫 は 六 n 中旬 黑 

き 蛾と なって 飛 び、 梅 の 葉 墓へ 產 卵す るので ある。 

(この 虫の 事に 就 て は、 盆 栽 雜 誌 (七 卷 七 號) 及 (八 卷 十號) に 詳述して あるから それ を 

垂考 にせられ おい。) ♦ 



柏 



簡 單に驅 除法 を 述べる ふ、 秋 末から 早春 二回 程 梅の 芽の 

にと り 込み 虫の 蠢勸 を 促し 置 き、 强 き 殺虫 劑を枝 及 幹へ 

ので ある。 11^ 斯を 以て 驅 除法 を 行へば 申 分 は 無い。 此 

幹の 裂 目な どに かくれて ゐ るか ら、 驅 除に 困難な ので あ 

あぶら 虫な ど を 除けば よい。 



眞 



眞柏は 植物 學の 方で は柏稹 I」 云 ふ が、 眞 柏. は その 柏 横 

に 適する もの、 稱 であつ て、 今 では 一 设の 人に も眞柏 



まだ 堅い 內 r 、稍 温か い 室 

强 力 な 噴霧器で 灌注 する 

虫 は 書 一間 及 塞氣の 時は樹 

る。 其 外の 害虫 は鐡砲 虫、 



の .中 で 最 も 紫 性 が - 



盆 



に 云へば 解る が 柏 横と 云 



へ ば 解らぬ 人が 多から う.、 そ れ 程に 眞柏は 盆栽に 依て 世上に 紹介せられ てゐる A 



k 0 ^ ほ 
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巽 柏 を又轉 柏と も圓 柏と 云 ふが 一 般には 用 ひられて ゐ ない。 

眞^ は rs- と 云 ふても 盆樹の 中で 松と 共に 橫綱 格で あら う、 a 柏に は 雅^と か， 四 

季折々 の變 化と 云 ふ樣な 情趣に 乏しい が豪壯 とか 堂々 たる 偉貌 とか、 四時 不變之 

綠な どが 喜ばれる。 そして 又眞 柏の 長所と して 喜ばれる は。 其 幹の 老樹の 趣 を 

具へ てゐる 事と 葉が 細かく 盆樹 として 調和の とれて ゐる 事で ある。 かくの 如く 

大豊に 於て よい 素質 を備へ て&る だけ に、 こ れ が圓滿 具足し、 极、 幹、 葉 の 三 調子 揃つ 

た 名木 は 少ない、 卽ち異 柏 は雜木 類の 如く 小手先の 技巧が 利かない 爲 である、 ジン 

付の 古 木、 舍 利の 老幹 など は 如何に 老練家で も 他の 樹の 如く 自由に 曲げたり 伸し 

た， する 事 は出來 ぬ、 即ち 天然 眞 柏の 尊い 所以で ある。 

異 柏の 産地 は 殆ど 日本 全土に 一 且つて ゐる。 南 は 九州より * は 千島の 端までに 

及び 又朝雜 にも これ を 逢す る。 かくの 如く 其 葉 性 こそ 各々 特徵が あるが 全く 全 

日本中に 勲 在して ゐる。 就中 古來 最も 知られた のが、 四 國の石 槌と劍 山と であ-る 

が 今 は 全く 採， 9 盡 してし まつお。 これに 次で 有名な の は、 越 後 糸魚 川で あ る、 現 在 

m ハ！ S の麁 地と 云へば 直に 糸魚 川と 誰でも 云 ふ。 大體 に四國 性に は 及ばない が 葉 

性と 云 ひ、 幹 肌と 云 ひ 現代で は 産地 中 第 一 に 押される の は 全く 其 性の a いためで 
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ある。 盆栽 界 では 直に 越後 眞柏と 云 ひ 全 越後から 產 する 如く 思 ふ が、 ほ ん とうの 

産 地 は、 西 頸 城 郡 小 瀧 村の 4^ 〈有 山 「明 星 山」 又の名 「明 神 岳」 なので ある。 海拔は 漸く 五 

千 尺に も 及ぶまい。 全山 石灰 2}3 質の 斷 崖で その 岩艄の 破れ 間に 根 下し 千古 跼蹐 

して 尺に 盈 たない もの を 探 集す るので あ る、 こ の叨祌 岳に 限らす 眞 柏の. S 樹は皆 

力く の. g き 所に 逢す る ものが S も 幹^く 樹皮 良 く、 葉 性 優れて ゐ るので あ る、 從 つ 

てこれ を 採 戴す るに は、 眞 に 命が けの 仗 事で あ る、 通 常數人 j ffl となって 其 橾咋： 

從ふ。 先 づ圑體 ゆの 腕利きが、 數百 尺の" ー ブ に 身 を 委ねて 斷崖を 下 I 石 を！^ ち 

て 採集す るので あ る、 名 種 木を揷 索す るのに さ へ 因 難で あるのに 身 を 空間に 置き 

命掛けで 氣 長に 岩をコ ッ くと 碎 くので ある その 冒險 なること 聞く もの、 血 を 

e > る を 禁じ 得ない。 

ところで かくの 如く 岩の 破れ目に くく 根 下して ゐる S を 無理に 拔き 取る 

ので ある. から 細 根な どの 有らう t:! が 無い、 漸く 1 二 本 申譯に 极を存 する のみの も 

の を、 极 つける ので あるか ら、 殆 ど揷木 をす ると 同じで あ る、 探 取 種 木の 大半 は 枯死 

する のが 常で あ， t 種 木 は 老木 程 根付かな いと 云 ふ、 其 箬 であ る、 そ れ は J 言 に し 

て 解 決 出 る 老 木 の 蹄 木 の 活 着 せ な い と 同 ® で ぁ る。 眞 柏 が 共通 的に 极張， C の 



g -I 0 1 



柏 



眞 



不良なる 缺點の 有る の もこの 理に 依る 事で 老木 の 「と 5. き」 を した ものが 极張. =N の； 

よく 無い 事 は 一 見 支 人で 無く も 見解け 得らる 、通 ..y 、岩. 艄 の截 裂の 間から 拔 き 取； 

つた 木に 完全な 裉張を 望 むの は 無理な 事で ある 然し 長い 持ち込み 品に 完 全 な &ー 

張の 出 來る事 は 勿論で ある。 觅 に角眞 柏の 名木 は 速 戌 出^な い ゴ マ かしの 出^ 一 

ない、 所に この 榭の眞 價が存 する。 ， 一 

越後で これに 次での 產地 は黑姫 山で ある、 糸魚 川の 取う 盡 されお 後 はこの 山 か 

ら 盛に 出る 事で あらう。 

從來葉 性の 最も 良かった の は 大和と 紀 州との 境界の. a 脈から 出た ものである、 一 

これ は 量 は 少ない が 其 性 は 從前眞 柏 中の 最優 な もので あつ た、 殊 に其ジ ンの硬 一 

い 事が 勝れて ゐた 現在 養成 樹の種 はこの 大和の もの を揷 芽して 養成した ものが 

多 ぃビ れは 如何なる 場合 も 杉 葉 を 出さな い、 學名 柏棋中 にての 一 變種 とも 云 ふべ 一 

きで あらう。 

葉 性の 事に 及んだ から 序に 樹性、 葉 性の 事 を 述べて 昆 やう。 - 一 

從來 北海道 眞 柏と 稱し、 又 島 物と 稱し 千島 方面から 掘る の は 其 葉 性が 鲰大で 下. 

等 品- - されて ゐる、 然 し、 安 田 氏の 實驗に 依れ ば、 葉 性 は 矯正す る 事が 出來 る、 千島 方, 
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面 天然の 麁樹は 葉 は 

化 し て、 庭 國樹 などに 

養して 活 着した もの 

； 減して 丸 葉 を 出さし 

ものである 事 は事實 

を 要す る、 氣 長の 培養 

人々 に はこ んな 面倒 

か くの 如く 其 葉 性 

い、 柔^の 皮が 後 か >ら 

雪と 戰ぃ 千年の 劫 を 

こ れ と 同じく 生 離 

面白味が 無 い、 I 典 柏ば 

と 養成して 御馳走 澤 

も、 生 れ るから 鉢 育ち 

ク たのに 



太く 長く 伸び 且つ 密茂 せない、 そ 

よく 用 ゆ る 「ィ ブ キ」 の 如くなる の 

を 二度 深 摘みして 1 端 全部 杉 葉 

めれば 其 新 葉 は四國 性と 少も異 

が證 明して ゐる、 然し この 換葉法 

家で 無ければ 到底 企て 難い 事で 

な 事 は出來 ぬ、 やつば り 萬 柏ば 速 

のみ は 年月 を かせば 髒 正出 來る 

後から 生ずる のが この 北方 產樹 

積ん； U ものと はやつ ばり 詮方の 

や、 庭 樹 として 養成した 眞 柏に は 

か り で. は 無 い、 五 葉 松で も 同じで 

山で 伸びろ （》 で 太らせお のと 

で出來 上った ものに は 一 種の 氣 



して、 深 摘 すれば 直に 杉 葉と 

が 常で ある、 然る に これ を 盆 

を 出さし め、 然る 灌水 を 手. M 

る 所な く 細く 短く 密茂 する 

を 完成す る には少 くも S 年 

ある 二 時 的 急 成 賣 品 主義の 

成 不可 樹と でも 云 はふ か。 

が 樹皮 はどう も 矯正 出來難 

の 特性で あ る、 岩 峭の 間に 風 

無い 相違が あるた 

や は，^ 樹幹に 其 苦勞が 無く 

天然に 苦勞 して 育った もの 

は 自ら 異る 所が 有る。 それ 

品が 有る が、 垣 や 庭から 拔取 



は、 そ れ だけの 缺點が 有る の は 止む を 得な 
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天然 彥で は、 龃 州 逢 は四國 性と Ei じ 優良で ある、 又 九州で は 平 渡、 古 太、 島 の 山 等 か 

ら產し た、 又 日向と 大隈 方面の 山 やから 四國 性に 劣らぬ ものが 出た が、 や はり 石槌 

と 同じく 取盡 され た、 柬 京に 最近く では 秩父 であ る、 や はり 取， 9 盡 された る 傾が 有 

るが まだく 相 當に出 る、 中 部 地方で は 東駒ケ 岳の 一 部から 産す るが 1 般に 知ら 

れてゐ ない 東北 方面で は 有名な 產地は 未聞かない、 北海道で は 到る 所に m 《柏 山が 

有る が、 四國及 越後 方面の 如く 専門の 採集 業者が 無い から 種 木と して 生産す るに 

致らない が、 千 島で は 彼の 色 丹 島 は 有名な 眞柏， で 全島 悉く S 一ね 館から 成り 蟠 屈し 

た小眞 柏と 落葉松 を 以て 全島 を 被って ゐる が、 採 集 を嚴禁 されて ゐ るか c>、 禁 斷 の 

御 神木と 同じ である。 

山より 採取した 新 木 は 山 苔 水苔な どで 嚴 重に 极部を 包んで 持ち 歸 る、 そ し て 1 

夜 は その ま、 水に 浸して 翌日 丁寧に 根 を 洗 ひ、 そ れを 箱に 植へ 込む ので あ る、 鉢 は 

新木活 着に は 何故が 成績が よくない。 

先づ 底に 荒 砂利 を 入 れ、 次 第に 上方になる に從 つて 細 砂 を 用 ひ る、 砂 は 皆よ く 洗 

滌し 土氣の 無い ものと す る、 そ し て、 植 込んだ 上部 は 水苔 を 以 て 稷 ひ、 尙 又 幹 も 枝 も 

全部 水苔 を卷 くので あ る、 又 薬の 餘. 5 に 多過ぎる もの は 適當に 剪除す るの は 勿論 
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で あ る。 

其 後の 手， 當 

ゐ る 様に し 、夜 間 は 簧を拂 ひ 充分 夜 

根が 延びて 活 着の 徵しを 現せば も 

葉 水で 保た せて 次第に 楊 勢 を旺广 

い 仕事で あるが 十 年 完成 を 期す る 

見込の ある 品 は 完成品と 同 じに 賣 

持 込んだ 眞 柏の 培養 は實に 易々 

よい 盛夏の 頃で も特； 2 乾く 日の 外 

い 時 は 1 囘 でもよ い、 常 に 土が 僅に 

砂 を 多く 用 ひ 土 は 却て 少し 混合す 

をよ くし 餘水 を徘 出す るた め で あ 

を 注意せ なければ ならな y 伸 び 過 

ので ある 二 端 杉 葉 を 出せば 回復 迄 

賞 的 價値を 缺く事 は 云 ふ を耍せ ぬ 



は、 無風の 資下に S き 二 日 五六 回 以上 葉 水 を 奥へ 常に 葉が 温 潤して 

露 を當& しむる。 かくの 如くして 少しで も 新 

うしめ たもので ある。 それから 凡 一年の 間 は 

させる ので ある が、 雜 木な どと 異 b 隨分 手ぬ る 

盆栽 培養から 云 へ は ビれも 一 つの 樂 みとして 

買され るの は 面白い 事で ある。 

たる ものである。 水 は雜木 類に 比して 少 くて 

は 充分に 與 へれば 朝夕 ニ囘 でよ く、 春秋 乾かな 

濕氣を 保つ 程度が 理想で ある。 從 つて 植土は 

るの がよ い 、砂 を 多量に 用 ゆる 事 は卽ち 水拔け 

る。 そして 新芽の 禅び る 頃 は 殊に 水分の 過多 

ぎお と 云 ふて 深 摘み すれば 必 や 杉 葉 を 出す も 



に は 二 年 を 要する。 杉 葉の 出た 眞柏は 全 
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又 3 光と 風と が 少ない 所に 貴く 時 はや はり 藥は徒 長して 本來 よい 葉 性で も 見 

惡 いものと なつ てし まう C 

鉢 は 樹に對 して 大きな ものより は 稍 小さい 淺 いものが よい、 それ は 水の 調節 を 

<れ くす る爲で * める。 

肥料 は 相 當に興 へ 成長 カを强 め、 そ れを 日光と 風當 りと に 依て 抑制 し、 葉 を 細く 

短く 蜜 生せ しめる のが 柏眞 培養の 最も 當を 得た る も ® であ る、 持 込んだ もの は 塞 

中も层 外に S く 方が よい、 此 場合 鉢 土が 凍結す るた め 鉢の 破損す る 事が 有る から 

塞 地で は 藁 筵の 類 を 以て 鉢 を 覆い 爱 けば 安全で あ る。 

害虫 は 比較的 少ない が 粉. 虫 や 綿 虫が 着く 事が あるから 晩春から 初秋 迄 月 1 回 

位は豫 防に 驅虫劑 を かけて やる の も 良い 事で ある。 * 

以上 は 自然 產山 木の 事で あるが、 近時 眞柏は 盛に 揷木を 行 はれ 養成 樹が澤 山 あ 

る、 こ れは最 葉 性の よき もの を 撰び 二 ニ寸の 小枝 を^す ので あ る、 時季 は 何時でも 

活 着す るが 春秋の ニ季が 最もよ い、 深さ ニ寸 位の 鉢に 細 砂 を 入れ これに や， -斜に 

1 寸程揷 し 曰 蔭 無風の 所に 置き 葉 水 を 度々 注ぎ 其發极 と共に 次第に 日光 を强め 

るので ある、 丹 IS 三年の 後に は 愛 す べき 小品 を 作り 上 げ る 事 が K 來、 叉 石 付な どに 
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す 5 時 は 雅致 ある ものである。 

具 柏の 現狀は tg: 地に 於け る 天然 山 木 は 近い 將來に 取， り盡 される 事で あらう。 

其 時 は 北海道、 及 朝鮮 金剛 山 あたらから 求め これ を 培養 法に 依て 葉 性 を 矯正す る 

よ， 9 外に 道 は あるまい。 柏眞葉 性の 琉究は 今後の 盆栽 界に赏 に 重耍な 問題で あ 

る 0 - 

蝦夷松 

蝦夷松が 初めて 盆樹 となった の は 明治 0 十 一 年頃で ある。 此頃 は北据 道の 槍 

前山から 掘. 5 出されて ゐ た、 其 後 大正 四 年に 至って 現在 盛に 産出す る、 千島 画後曷 

フル 力 マ ッブ - 

古签 布の 木が 發 見せられ たので ある。 

初めは 蝦夷松 は必す 枯れる も の、 盆 樹 として 不適 當な樹 種と されて ゐ た、 そ れ が 

培養 の 研究が 出來て 今日で は 最强く 培養 の 容易な ものと なつ たので ある。 

. 蝦 松の 鑑賞 上の 價 値に 到って は 玆に赘 言 を 要せぬ が 幹 も、 葉 も、 大體の 姿態 も 
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盆 中に 大木の 風趣 

八 九 年頃から 次第 



る" 

蝦夷松 

ける 所に 

1 度 程 は 

ぎた る 場 

もので あ 

冬期 は 

り は、 却 つ 

植付の 

力よ レ % 

肥料 も 

持込み 



の 持 込 物 

釐く 程度 

必す植 か 

合 は 新芽 

る 0 

屋外の 日 

て 屋外に 

用 土は眞 

で あ る。 

撰..' 好み 

物 は 石 付 



を捉 ふるに これ 程よ い 要素 を 具備した 樹 種が 

に 栽界に 認めら れ、 旣 に 蝦 If お 松 時代 を 現出 せん 

の 培養 は 至 極 筋 §堆 である 、東京 以南の 温 地で は 

で 根 は 常に 松ゃ眞 柏の 程に 乾かない 機 水分 を 

へ を 行 ふ 事、 奢 季 新芽の 伸び 過ぎ は 摘 除す るの 

の 全部 を 取， 除けば 翌年 は 胴 吹き 芽 を 生じ 枝 



あ 



當 よき 所に 量く が 安全で ある。 屋 rra 或は 温室 中 

置いた 物の 方が 一 齊に美 はしく 發芽 する もので 

土、 砂、 腐 葉 土の 微農を 除いた もの を 等分に 混じて 

をせ ないから 春、 秋 二回 油粕の 碎片を 置く 程度で 

などに しても 丈夫に 育つ 事 は 松ゃ眞 柏と 同じで 



ら う 

す る 

. 夏に 

へ る 

あ る 

1 層 

に & 

あ る A 

用 ふ 

充分 

あ る 



か。 大正 

妖泥 であ 

西 陽 を 避 

It- 二 年に 

が 伸び 遏 

密^す る 

容す るよ 

0 

るが 成繾 

である。 

が、 灌水の 



回數は 多くし た 
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叉 葉 水 は 最 も 好む もので あ 

殘 つて ゐ るみで あらう。 

次に 蜜 地の 自生 狀態を 述べ 

見やう。 

千島から 來る 原木 は 一 年に 

ま う、 こ れ がどうな つて ゐ るの 

に 1 二 本と されて ゐ お、 然 る に 

シ たもの、 又 乾かした 物の 外 は 

これ は產 地の 人々 の极 付け 

る 0 

蝦夷松 は、 水苔の 堆積し ぉ濕 

ち 水 苦の 濕 地に 生す るシ ン n 

が濕 地で、 地下 三 四す の^に は 

が 生やる それに 依て 漸く 生 を 

ると 上部より 却て 太い 事が あ 



る これ は 常に 濃霧め 去來 する 所に S 生した 習性が 

て 盆 養の^ 考 とし、 尙新 木の 取扱 ひに 就て 記述して 

何千と 云 ふので あるが 餘さ す、 何 處 かへ 納まって し 

であらう。 三 四 年 前 迄 は 新 木の 活 着す るの は 十本 

此 頃で は餘. ^持ち 廻し おも の、 輸 送に 不注 窓で ムラ 

十本 中 七 八本 迄は活 着させる 様になった。 

法， と、 培養 家の 取扱 ひと 雨々 の 研究の 出來， た艱 であ 

地に 產 する もの で、 彼 の 地で はャチ シン コ i 云 ふ、 卽 

松と 云 ふので" 普 適材 木と なる 蝦夷松と 同種で ある 

地熱が 低く その 爲极は 活力 を 失 ひ、 上 面に 繊細な 极 

保つ ので ある、 蝦夷松の 新 木 は 其 採取した 切 口 を 見 

る、 そ れ故 大木な どが 倒れて、 其 枝が ，目然 に發极 した 
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卽ち 自然の 厭條 だら うとの 說が數 年 前 迄 行 はれて ゐ た、 然 し實 際に 付て 研究して 

見 る と、 前 記 の 通 b 、水 苔 は 所謂 ッ ン ドラと なって 次第に 堆積して 其 層 を 盛り上げ 

る、 此 所に 生じた 蝦 爽松は 地熱 を逐 つて 次第に 上方に 發极， し 下方の 极は其 働ら き 

を獰 める。 その 爲 僅な 根に 依て 生命 を 保つ ので あるから 生長 は 殆ど 遲々 たる も 

の、 又 五 月 迄 は、 地 の 氷 は 融けす 十月に は 霜 を 結ぶ ねめ 生 會季は 極めて 短 か い、 其 上 

に此 盆栽 樹の 有る 所は經 へす 强 風が 吹き通 1 ので あるから 何百 年の 星霜 を經て 

も、 尺 に盈 たない 短矮な 姿で ゐ るので ある。 

新 木の 极部を 見る と 水 苔 が 軀 結 し、 そ の 間に 細 根 二三 條が 有る のみで あるの を 

M れ ば、 大 體蜜 地の 狀， 況は 想像し 得られ やう。 

蝦夷松の 採取 は 地表の 永の 解けた 五月 下旬 か ら、 七 月 中旬 迄に 行 はれた ものが， 

安全で あ る、 秋 季に 採取した もの は 如何に 丹精しても 必す 枯死す る。 新 木 を 求め 

るに は 春 取なる や 否や を 見る が 第 一條^で ある。 山の 0 然 のま k の 葉 は 太く 其 

先に 細き 里 葉の ある もの は 二 年 根つ け を 行つ おもので ある。 

柬 京へ 輸入され るの は 現今で は 欲の 十月 中が、 第 一 の好季 とされて ゐ る 、春 採 つ 

て 根付けて S いお もの を根卷 きして 來 ると、 塞い 所から 觳 候の K かい 所へ I 逝 ばれ 一 
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るので 凡 一 周 問の 旅 美？) の 內に其 温 氣で卷 いた 水苔の 中へ、 新 根 を 出す 5 でめ る、 

根 包の 「コ モ」 や 「ボ 口」 を 解き 水苔 を 除て 見て 新ら し い、 白 根の 數條が 出て ゐ ない 様な 

のは活 着の 見込みが 無い と斷 言 出來 る。 ま 一新 极 も， H る は 出ても 持ち 囘 されて 活， 

力 を 失つ， たのが ある 、これに 致って は 十本 十 死で あるから、 其 新 根の 活力の 存無を 

見極めなくて はならない。 

植付け は 其 儘 南 向の 暖 所へ 地 植 する、 そして 時々 葉 水を與 へる 翌春 鉢へ 移す の 

が 一番 安全で 簡單な 方法で あるが 根の良い もの は 直に 鉢へ 入れても 冬季 注意 さ 

へ すれば }6 -氣 である。 鉢へ 植へ るに は 新 根 を 損せぬ 樣に叮 睥に根 部の 水苔 を 取 

り 除く ので あ る、 原 生地の ま の 水 苦 を极 部に 付着して 置く と 發酵し 易 く、 又 一 度 

乾燥 するとな か く 水 を 受けつ けない、 其爲 遂に 枯死す る 例が あ る、 水 苔 及 原生 地 

の 土 はなるべく 取.. > 除き。 鉢の 底へ は 荒き もの を 入れ、 上部 は 腐葉土と 細 砂と 真 

土と を 等分に 混じて 樋へ つけ る、 そして 如何に 多量の 水を與 へ て も 粘ら やに 水氣 

を 合み 餘水を 排出す る 樣に植 へ 付ける ので ある。 

かくの 如く 植 へれば 冬季：，.； 結氷 季節 を 除き、 如何に 多量の 水を與 へても、 其 原生 

地の 水苔の 多 水 地に 有った 習慣に 依 i 御氣縑 よく 生長す る ものである。 



i ^ 翁 i 
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逢 地から 來た年 は、 冬 季 でも、 曰 向の 暖 所に 澄けば 新 根の 發 生して ゐる事 を 暫，^ 一 

見受 くるが 次年 か ら は、 暖 地の 氣 候に なれて やっぱり 冬眠す る 様で ある。 四季 を 一 

通じて 蝦夷松の 新 木が 風と 乾燥 を 嫌 ふ 事 は、 恐らく 第一 であら う、 そ れ は 前 述の原 一 

生地の 戕 泥から 推察 出来る。 ， ， 一 

又 蝦夷松の 新 木が 根の よいに 係ら や 枯死す る 事が ある、 これ は產 地で 根付 中に ： 

殊に 多く この 現像 を 見る ニ體 何に よる？ 一 

こ れ は、 産 地で は 俗に 鐡砲 虫と 云 ふて ゐる が "よ く 研究して 見る と鐡砲 虫で 無 く 一 

て膚虫 部で あらう。 木質 部 ふ、 樹皮との 間 を 食 廻る ために。 樹液 を中斷 して 遂に 一 

枯死せ しめる ので ある。 ， ノ 

，此虫 は 恰度 米に つく 穀象虫と 同大の 甲虫で あ る、 彼 の 冑 虫 (力 ブ ト 虫) を 小さく し 一 

たものと 見れば よから う。 これが 樹皮と 木質 部との 間 を 食 ひ 入って トン ネ产を 一 

I； ォっ その トンネルが 枝 を 一 周 すれば 其 枝 は 枯死す るので ある。 一 

蜜 也で 大木が 枯 損する、 その 大部分 は此 虫の 爲 だと 云 ふ。 粟粒 程の 甲虫の 害 も， 

又 恐るべき ものである。 一 

此 虫よ^ 皮 中に 碧 入す る爲。 普通の 殺虫 劑 では 驅 除す る 事 は出來 ぬ。 產 地で 一 
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は 止むな く 石油 を其ケ 所に 塗 拔し其 f お 透 性に 依て 此の 虫を殺して ゐ るが。 此れ 

は 背に 腹 はか へられ t 止 むな く 使用す る 迄で。 石 涸を其 儘 使用す る 0 は め ぬ 

0 でも 無から う が、 11^ 新薰蒸 の 設備 も 無し 詮方な く 此方 法に 依って ゐ るので あら 

此 虫の 性行 は 未だ 充分な 研究が 無い から 今玆に 詳述し 得ぬ の は 頗る 殘念 であ 

るが 害虫の 本體 をつ きとめた ので あるから これ を 完全に 籤滅 する 法 を 究める 事 

は 今日の 科學 では 何でも無い 事で ある。 何れ 近く 此の 發表 をす る 期 を 待 たれた 

新 木 を 求めた 場 合、 枝 の 分岐 點其 他に 米 糖の 如き 虫の 魏の 有無 を驗し 少しに て 

も 付着して ゐた 場合 は 其の 口よ. 0 实っ たもので 穴を逐 ふて ひらき 虫 を 滞 殺す る 

か渗透 性の 殺虫 劑を 粘土な どに 交へ て 其の 所に 貼付す るので ある。 又 止む を # 

ざれば。 非？ »: 學的 では あるが 石油 を 塗擦す る もよ か ら う。 

產 地で は此 虫の 爲 めに 粘 死す る 樹が三 割 位 は あると 云 ふ。 夫た た 東京 其 德で此 

虫の 害の 少， いは 氣 候の 爲 であらう と 思 はれる。 

新 木 を 求む る 場合に は 木 振の 盆栽 的 要素の 有無 は 勿論 葉 性 を 充分 詮索せ なけ 
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れ ばなら ない。 山 葉 は 千 差 萬 別で ある。 琼大な もの は 如何に 丹精して もや は，. y 

a 大の葉 を 免れな K0 にして 短矮な もの を 撰ばなくて はならない。 そして 蝦奭 

松の 葉 は 通常 六 年 は 落ち やに 枝に 止まって ゐる。 それが 盆？ 一 焚す ると 忽ちに 落ち 

て 三 四 年間 は實に 見苦しい 狀 態となる ので あ-るが 新芽 を 摘 除して 僅に 其 基部 二 

三 葉 を 止める 迄にして 體 < と、 樹 は 其 必要 上 舊葉を 代謝せ やに 止めて ゐる。 山 葉 

は 快よ ぃ鮮 色が ある。 これ を樂 しむ は 蝦夷松 新 木 を觀赏 する 一 法で ある、 新芽 を 

抑 層して S くと 二 年の 後に は舊 葉の 間に 芬が 盛に 胴 吹 をす る、 此胴 吹の 芽が 伸び 

た 後に 山 葉が 一 露に 落ちる ので あ る、 こ れが新 木から 觀賞 する 最もよ い 方法と し 

て 最近 行 はれつ 、ある 蝦夷松 新木觀 賞の 一 新法で ある。 

新 木に は 針金 を かけて は な ら な ： /針 金 を かけた 樹は必 や 枯れ る、 充 分 持ち込ん 

で 行 ふべ き で あ る、 ど う も 早く 姿態 を 整へ て觀 たいは 人情 だが 我慢が 大切で ある、 

どうしても 整 へ たければ 麻繩の 如き もので 輕く 引っ張る 程度に したい。 



拓榴は 盆栽 樹種 中の 大物で ある。 種類 も 多く 鉢數も 多く、 滕史も 古い。 芽 出し 

機々 の 色 美しく 初夏 燃へ る 如き 紅花 もよ く、 變 b 花 もよ い、 結赏 賞す ベ く、 塞樹 も 亦 

風韻 を 具へ 四時 好 愛する ことが 出來 る。 凡 二十 年 前 拓檷の 流行した 時代 は 花 を 

主と した 珍 種が 尊ばれた が 現今で は單 色の 花が 喜 ばれる。 就中 

捩 幹 榴は其 尤なる もの で、 次に 大實、 殊に 南 蠻大實 が 賞され、 又 姫 柘榄も 近時 まお。 

鬼 西 4i 〈に 好 愛する ものが 多くな つた 捩 幹 榲 は 明治 廿七八 年頃 名 古屋に 於て 發見 

せられた 新種で め るが、 其 幹の 自ら 螺 形に 操れる 性質 は 如何にも 面白く 現今 柘榴 

種 中の 瑪 王の 觀を呈 して ゐる。 

娘 拓榴は 朝鮮 拓榴 とも 云 ふ。 鍵 花 も數種 四季 晚の 性. 質 を 具 へ、 枝 消 繊細で 幹 も 

自ら 古色 を呈 し盆樹 としてよ い 素質 を 具/て ゐる。 大實の 花の 紅色の 类は 要す 

るに 妬榴の 代？^ であ b 、其 實の 面白さ はこれ に 及ぶ ものが 0 い。 

拓榴の 品種 は 八 靈睽、 千 葉、 絞 り、、 咲 〈刀け など 複雜で 又 芽 萠ぇも 種 々機々 であ る こ 



榴 



れ を詳說 して ゐ ると 數十紙 を 要しても 尙足 b ぬ 程で あるから これ は 省き 培養に 

移 る。 

柘溜を 冬よ く 枯らす 人が ある、 それ 程に 塞がる もので も 無い に拓權 をいた める 

の は 冬に 限る と 云 ふて よい、 それ も 萠芽 時に なって 芽が 出て 來 ない、 はて どうした 

の だと 調べて 見る と 梢 先の 樹皮に 皺が 出 來て芽 どころ の騷 ぎで 無い、 觸れば ぼろ 

くと， 肝れ るのに 驚く と 云 ふの が この 木の 枯れる 筋睿 = 筋 窨も © だが 順序で 

あ る。 

范榴 はもと 支那で も 南方の 暖地の 原産で あるら しく、 野生の 柘榴 もなかく 多 

いと 云 ふ 事で ある 、これから 見ても 寒さに は 適せない ものら しい。 强壯な もの， た 

からと 云 ふて 冬期 屋外に 出して 像けば 必ゃ 寒がって 枯れる は 必然の 事で ある、 然 

らば 屋內に 保護して 尙 枯れる は= ^と 云 は 、それ は 前年の 樹 勢が 衰弱し 乂塞氣 

に K ゆる 力が 無かった ので あらう、 柬京邊 では 普通の 力 ある 樹 なれば i 內に 置き 

甚だしい 凍結 をし ない 程度に して a けば ® 死す る 事 は 總對に 無い と 保證し 得ら 

れ る。 

尙又、 冬季に 植か へ 其 他 整 姿 等に て、 樹を赛 つ たもの は 十中八九 迄 は 粘れる、 忘 t 
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て も 称 li は 狭から 早春に かけて 极も幹 も いぢって はならない。 植替 への 最も 適 

當な の は、 春 八 十八^ 前後 梅 は とうに 散 i も 葉 櫻と なり、 いろいろの 木々 が 芽の 

：!： びお 頃、 寢坊の 称榴の 芽が ぼつく と 赤く、 線く 繭え 出して 來る頃 を 見 計 ひ、 植え 

か へ を 行へば、 これが 安全 第 r 此 時なら ば极は 隨分慘 酷に 扱 ひ、 幹な ども、 & すても、 

徺 めて k 平 氣な もので あるか ら、 思 ひの ま、 に矯 め 正 す ，、/ き で あ る。 

然し 俗に 二 段 切と 云 ふて 去年 切った 所より 先 を 僅で も殘す 事、 つま.， 去年 切り 

込んだ 根よ， - 深切， - をす る ，と 枯れぬ 迄 も 木 は 非常に 衰弱す る、 此敷は 注意 を 要す 

る 0 

植土 は、 人に 依って 種々 あ る 、要 する に、 肥料と 水との 多少に 依って、 植土 も？^ 減 を 

要する、 肥料 を 多く 施す 人 は 腐葉土と 砂 It 具 土の 細 粒を當 分に 混じて 用 ひられる， 

又 昔よ. -称榴 の 植土は 粘 質 壤土を H て 第 j とす、 として ゐた、 つまり ァラキ ダヒを 

用 ひたので ある 、露地 等に 栽植 する もの はこの 粘質孃 土に ある ものれ よく 育つ や 

うで ある。 又 此ァラ キダに 更に 溝 土 を 混用す る もの も あるが この 用 土 は 水^け 

の 極めで 惡 しきもの であるか ら 、鉢 底に は必ゃ 篩に 懸 a 粒の 土 を 入 I £ くて 

はならぬ。 * 
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柘榴は 

は 大半 は 

は 鉢へ 一 

る を 常と 

替 へに 稍 

切った 時 

時 に は、 種 

び 葉掖ょ 

の 二 年分 

芽 摘み 

頭に 花 を 

を 見定め 

せる こと 

を 見 て 其 

灌水 は 



生育の 旺盛 

切り 除いて 

杯に 极を廻 

する か A 、更 

小形の 鉢に 

に、 稍 大形の 

類に 依って 

り 細 梢 を 出 

の 効果 を修 

の 事 を 落し 

着ける もの 

て 徒 長 枝 を 

が ある が、 こ 

他の 枝を悉 

充分に やる 



な もので あるか ら、 植 

差 支ない、 かくして 植 

しきる ものである。 

に 幹 を 太らし か、 枝 を 

入れて 土用 入 前後 迄 

鉢に、 根 を 其 ま、 入れ 

は 花 を 終る ので ある 

さ し め、 枝 をつ め 茂ら 

め 得る 拓榴 培養の 大 

た が 春季の 徒 長す る 

であるか 、花 蕾 の 着 

剪除す るが 第 一 であ 

れは 無駄 蕾で 開花 を 

く 剪定して はなら な 

尤も 肥料 を 多く 與 へ 



# へに は 限 

込んで も 適 

そして 其极 

密生 させ や 

肥 培す る、 そ 

る、 つ ま， 9 # 

か ら全 ャ^ 葉 

せる ので あ 

秘訣で ある 

芽 は 摘 除し 

く を 確め る 

气然 し、 五 月 

見 す 返 化す 



當 

る 

な 

る 



充分に 土 

に 培養す 

鉢の 外側 

u する に 

て 充分 根 

ゆるめて 

をし 新 

. 此法は 



れ ばな 

、芽 は 其 

に 稍 頭 

，が 普通 



を 拂ぃ落 し、 細 根 

れば 土用 前 迄に 

にば かり はびこ 

は、 先づ 季の植 

を 廻し 土 を 食 い 

やる ので あ る、 此 

梢 を 摘 除して 苒 

一 年に して 普通 

ら ぬが、 新 梢の 稍 

儘に 伸ば し、 花 芽 

に 花 蕾の 形 を 見 

あるか ら、 此 蕾 



で 

る 時 は 水も隨 つて 多く 與 へなくて はな j 
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ら ない、 平素 水、 肥 料 共に 多量に して ゐる ものが 二 回で も 甚だしく 水 切れ を すれ 

ば、 灌水 後 I 時 復活しても、 綳极の 腐れ を 生じ 發 育が 鈍り 再び 元の 勢に ならぬ もの 

で あ る、 然 し絕 へや 土が 濕 つて ゐる樣 でも 却て 害が ある。 

又 土用 中の 曰 中な く 土 の 乾燥の 菡 だしい 時に 灌水す るに は、 必 や 吸み 贵 きの a 

水 を 葉に 掛けぬ 樣灌 かなくて はならぬ 、盆 土の 熱した る 所へ 冷水 を 龍ぐ は戒 むべ 

きで ある。 

本來 暖地の もの だけに ま 季は 如何に 暑つ く も、 餐 下な ど へ 入れる を 要せぬ、 炎天 

で 力 ン く 照りつ ける 程 勢が 良い ので ある。 




國華 櫻 を 日本 獨特の 盆栽と し、 萬杂の 花の 美 を 盆 上に 現出した ならこれ こそ 

眞に國 風の 粹と云 はれ やう。 

櫻の 盆栽 は謠曲 鉢の 木に も 梅 松と 共に 出て ゐる盆 櫻の 歷史 は卽ち 盆栽の 歴史 
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となる ので ある。 

櫻の 種類 は實に 

として 自然の 風趣 

樂 しみ、 紅葉 も 亦う 



箬 で あ る 

富士楼 

する のみ 

三種と な 

後に 絞り 

寒樱 

あ る 、原産 

である。 

白寒楼 

見られる 

十月 櫻 



0 其 他に 

盆栽 界 

で 自然の 

6、 蔘ま で 

と變 やる 

は 紅白 二 

は 躉 海 の 



三 ぼ 佘種を 数 へられ る、 然 し 大別す ると 山 

を樂 しむ は 山 櫻で 花の 美 を 見る は 里 櫻で 

. る はしく 其の 名の 山 趣 



が あ る、 盆 櫻と して 山 



櫻 £樱 

あ る" 

樱 は 



で 數の多 いのは 富士 櫻で 

ま 、 で 短 矮な盆 養 樹の姿 

靑 白色な も の、 淡紅色の も 

大輪との 三種が ある、 就屮 

種 あ る、 紅花 種 は緋寒 櫻と 

阿里. H であ る、 嚴 塞 時に 肉 



ある、 こ れは 富士山 及 其 

をな して ゐる。 これに 

の、 蕾 は 淡 紅で 開花して 

靑白は 珍 種と されて ゐ 

稱し櫻 花 中で 最も 紅色 

厚な 深紅の 花 を 開く 姿 



となる 

山 楼 は 

愛好 せ 

近くの 

も 細別 

初めは 

る 0 

の强ぃ 

は 美々 



は 葉と 共に 花を操 出す、こ れは やはり 小 溫. の 所に 置けば 

> 

秋 末 初冬 花 を ig き 頗る 珍 種で あ る、 花 は 彼 t おに 類し て 



0 盆栽 

芽 萌 を 

られる 

山に 產 

す， る と 

純白で 

もので 

. ^い： S 



嚴装 中に 花 を 

ゐ る、 盆 櫻 i し 
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でも 珍重 せられる。 

圜藝 品種 山 樱、 里 樱 何百 種 を詳說 する に 到つ て は 「櫻」 と 云 ふ 一 嘗を 要する 程で 

あるから 玆には 省略す る。 

培養 櫻の 培養 は 諳說が あるが 要するに 用 土 は 赤土 を 主用す る 事 は 異ー說 が 無 

ぃ讓 であ る、 赤 土 七 分に 砂 三分 を^ 用す るは總 ての 櫻に 安全な 土 合せで ある とさ 

れてゐ る。 

肥料 は 强烈な もの を 用 ひ ャ、 薄 肥 を 時々 施す。 植え かへ は 年 一 回春 或は 秋の 彼 

5L 千 に ，行 ふ。 夏日 は烈 曰に 牺すを 避け 半 陰に 徵き 春秋 は 最も 日當 よき 所に 置く, 

病害 虫 i して は、 盆 櫻に は 少ない が 櫻 獨特の 天狗 嚴 病が あ る、 こ れに 侵された 場 

合 は 其 枝 を 直に 切- ft- 捨てる ので ある。 

虫 は 梅に 付く 芽 喰 毛 虫 (赤 腹 毛 虫) が あ る、 こ れは 冬から 春に かけて 芽 を 喰い 盡す 

ので ある？. ら 注意 を 要する (梅の 項參 一照) 其 他に 鐡砲 虫が 樹幹に 食い入り 遂に 枯苑 

せしめ る、 樹 皮に 虫 糞が 少しで も 現れお 時に 直に 其 穿 口に 噴霧器の 口 を强く 噴出 

する 檨に 調節して 殺虫 藥液 を灌 注す るか 或は 針金 を 以て 突き殺す かする ので あ 

so 其 他 毛虫の 頃が よくつ くもので あるから 時々 驅虫 せなければ ならない。 
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柳 は 綠花は 紅、 泰の綠 の 

の綠陰 は凉味 掬す るに 足 

を 敏感に 表徵 する もの 柳 

種類 も澤山 あるが 喬木 

山 柳、 白 柳、 山 猫 柳、 丸 葉 柳 な 

である。 

盆栽と して は 枝垂、 猫 柳、 

湖 柳 A/ 六 ^堂と 稱 する 枝 

して 如何にも 柔か い 柳の 

柳の 盆 養. 品 は 冬 枝 枯れ 

植込み は 細 砂ば が. りが 

良い 方法で はない 一 日 何 



代表 を 承る は 柳で 

うる。 散る 柳の 俳 

に 及ぶ ものが あら 

となる ものと 灌木 

ど は 喬木と な h 、娘 

岩 柳、 山 柳 な ど 趣が 

垂と であ る、 六角堂 

糸の 風情 を 出す。 

がする と 云 ふが そ 

よい、 受 皿に 水 を 盛 

回で も 乾く に從っ 



あ る。 雨に 煙 る 

味、 冬 & 柳の 寂 W 

う か。 

性と に 二 大別 出 

あ る が、 最 雅致の 

柳 は 枝 も 細く 葉 

れは培 養 の 當 を 

り それに 鉢 ® を 

て 水を與 へる に 



風情 面白 く、 夏 日 

_四時自然の變，.^ 

來る。 枝垂柳、 大 

柳、 岩 柳な どは灌 

ある の は 支那 種 

も 細く 小さ く 盆 

得ない 爲 であら 

變すを 見る が、そ 



替り 

葉 柳、 

木 性 ♦ ^ 

の 西 

樹と 

れ は 



越した 事 はな い 、肥料 



もなる ベく 多 

かくする と 

て 切う 込 む、 そ 

此 頃になる と 

根が 上方に 向 

に 肥料 を 奥へ 

を 生す るので 

かくの 如く 

同 一 の 切 込み 

ると 新 梢が 固 

へしめ 生々 と 

植か へに は 

の 趣 を 見た 上 

禅 木 すれば 

作れる の は 柳 



( 與 へ る、 水 肥の 薄めた の を 隔日 位に 水 代. > 

本 來樹眷 の旺な ものであるから 先 づ森季 に 

れ から 出た 芽 も 夏の 土用 迄に は 五六 尺に 垂 

元 葉が ぼつ く と 黄ばんで 枝の 伸び も 停ま 

つ て 露れ て來 る、 こ れは 根が 土 を 食い切つ お 

て も 効 を な さ な い、 そ れを その ま、 翌年 迄 放 

ある。 

极が 回り 切った の を 見たならば 直に 第二 囘 

と 植か へ を 行 ふので あ る、 そ れは遲 くも 土用 

まらぬ 內に 冬が 艰 るから これ も 越冬に 苦し 

した 枝に して 腾く 事で ある。 

根 も 充分 切り込まなくて はならない。 早 * 

で 五月 頃 切 6 込んで 植か へ を 行っても よい 

必ゃ發 根す るク年 丹精 すれば 一 かどの 盆栽 

が 第 一 であらう。 春 季 大 木 か ら 切 取 つ た 



に與 へる のがよ い。 

昨年の 枝 を 二三 芽殘し 

れる のが 普通で あ る。 

る、 其 時 鉢 內を見 ると 新 

證據で この 儘で は 如何 

置す るから 冬季 枝 枯れ 

の植 かへ を 行 ふ。 春と 

中 に 行 ふ を 要す る、 後 れ 

む、 耍は 充分 枝に 力 を 蓄 

新芽の 萠 え 出しお 糸柳 

に な る、 素人 でも 々と 

面 白 き 枝 を 砂へ 蹄し て 
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盆栽 を 自身で 創作す る は 面白い ものである。 

害虫に は鐡砲 虫が ある、 あぶら 虫が 若芽 を S す 又、 靑 虫 もつ，、 から 注 a を 要 す る . 

夏 も B 光の 直射す る 所に 置く がよ い、 然し 吸水の はげしい 物で あるから 水 切れ 

耍心は 勿論で ある。 鉢 は 深 目の 鉢 を 撰ぶ 事。 

以上 は枝垂 性の 柳で める 、灌水 性の 岩 柳、 猫 柳な ど は 多く 石 付に される、 根 先の 切 

り 込 み、 枝 の 切. CN 込み は 枝 垂程思 ひ 切って 切り込む 事 は出來 ない が 大體其 心持ち 

で深切，c^して差支なぃが夏時の置場は半陰にしたぃ。 



-白 日 t (さるすべり) 

盛夏の 花 は强ぃ 色彩が 調和す る、 具 紅の 百日紅の 花の 炎天に 燃 ゆるが 如 く、 簪 の 

如く 咲き ほこる 姿 は いさぎよい 眺めで ある。 其 名の 如く 夏から 1 初秋へ かけて 永 

く く 故に 百日紅の 名が あ b 、又 樹皮が 滑な ため に 「さ るすべ と もい ふ。 

其 木 振 b 枝振りが 柔 かく 雅味が あるので 古艰 茶人に も 喜ばれ 數 寄な 庭に は 無 
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くて ならぬ ものに なって るる。 鮮紅色の 花 をつ ける が 普 a 種 で、 紫 花の 珍 種が あ 

るが、 殊に 白 花 は 少ない ので 最も 珍重され てゐ る。 淡 紫色の 一 種で 俗に 娘 性と 云 

ふ 小. 葉 の 1 種が あるが これ は 枝 薬： H ハに小 模様で 盆樹 として 適する が 花つ き はよ 

くない、 然し 秋 末よ く 紅葉して 花に 劣らぬ 美 觀を呈 する。 . 

Im 日 紅が S の 花と して 面白い ものな のに さ 程に 騷 がれぬ のは此 花が 夏日 水の 

うるさい おめで は 無から うか。 I 度 烈しい 水斷れ をす ると もう 其 年 は 取り かへ 

しがっかなくなる おめ 素人 は 培養が むつ かしい としてし ま う、 只 水 さ へ斷ら さす、 

日射 さ へよ く 計って やれば よいので 花 を 持たせれば これ 程 永い 間 花の 有る 木 も 

無い の だから その 位の 面倒 は 止む を 得まい。 又 此樹は 春の 新芽が 伸びて 其 先端 

に 花 をつ ける もの だけに 新 梢 を 切， 5 込む 事が 出东 ぬ、 花 の 着く 枝 は 伸び 過ぎて 此 

全 體の形 をく づ す、 そ れ故 好まぬ 人 も あるが、 培養 法に 依て 枝 をつ めて 花を睽 かす 

事 も 出 來る。 先づ 入梅 前に 一端 水 をき つて 芽の 成長 を 停める ので ある。 そして 

fK 肥 科と 水 を與へ ると 今 皮 は 其 伸びる 力 は 多く 花芽と な b 土用 前に 立派な 蕾 を 

着け る、 こ の 法に 依れば 新 梢の 徒 長 を 抑制す る 事が 出來 るので ある。 

植え か へ は 又は 秋 末に 年 I 回 行 ひ、 少し 深めの. 鉢 を 使用 す る が 安全で ある。 
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鉢の 色 は 花色に 依て 撰ばねば ならない。 白 花 種に 白 交 a を 用 ひた...' 紅花 種 を 来 

泥 鉢に 植 へるな ど は 花の 美飆を 殺ぐ から 最も 注意 を 要する。 用 土 は 赤 土、 腐 葉 土 

の 極めて 粒の 齊ー な 細 粒に 砂 二三 分 を 混じて 用 ひ、 土用 前に 良く 肥料 を與へ れば 

よく 花メ つく。 寒樹も 面白い もの だか.^ 斯稍を 其 儘ま觀 賞して 泰季發 芽 前に 深 

めに 切り込む のがよ い。 

お 花 は 元 支那 溫 地の 原産で あるか ，レ， 、冬 M に 凍 結 す る 時 は 枝の 括れる 事が あ る、 

室內に 入れて 保 譲す るが 安全で ある、 又 花 後 充分に 肥 培して 樹にカ を 付けて 置く 

事. i> 肝要な ことで ある。 蟲害は 新芽 を 刺して 樹液 を 吸收し 遂に 其 先端 を 萎ませ 

る 菊 吸蟲の 如き ものが ある。 これ は 勢の よい 花 を 着ける 枝 を 冒す 事が 多い から 

恐るべき 害 敵で ある。 又 蚜蟲ゃ 葉 裏につ く 木 凰に 似お 小 蟲が附 いて 葉 を 黑變さ 

せる 事が ある、 これ 等の 害蟲は 時々 稀薄な 驅蟲劑 を 霧 注す る ことに 依. て 完全に 防 

ぎ 得られる。 
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(も み じ) 



秋の 紅葉の 代表 樹械樹 は 又 若葉の 色 を も 捨て 難い。 盆樹 では 却て 秋よ. -も瀋 

のい ろと り，^ に 前え 出す 若葉の 美し さを欒 しまれる ので ある。 德川 時代に 作 

出された 城の 品 S は 實に澤 山な ものであるが 現今で は 其 半数 も 偉 はつ てゐ まい 

のは惜 むべき である。 

盆栽と して はや はう 山城が 喜ばれ る、 同 じ山槭 でも 葉 性 は 種，^ あつ て 葉が 小 葉 

で 梢が 細く 出る 種 額 を撰擇 して 培養せ られつ、 ある。 外に 千染、 淸支、 八 房、 板 還、 

一 行 寺、 獅 子 頭な ど を盆樹 として 見受 くる。 板屋 は 茶人な どの 喜ぶ もの、 千 染と淸 

玄は 萠芽の 鮮紅なる 事 第一、 八 房 は 葉 稍 に 繊細なる 點が槭 中 第二 獅子頭 は 薬に 

縮 皺 あり 靑 葉の 色が 美しい。 七五三 は 小 葉の 數が三 ッ五ッ 、七ッ の 正しく 三種に 

ffi づ るからで あらう。 

(品種の 列擧は 煩に 堪 へねば 省略す) 

昔 は槭の 盆栽 > 却々 數も 多く 名木 もあった が 現今で は甚嵇 になつ た。 搣 は 化お 
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養が 常 を 得ない と 枝 先が 太く ゴ ッ /、になって 美 觀を失 ふその ため 次第に 名木 

は 失 は れ、 又 養 作す る^も 少く なった の はこの 爲 ではなから うか。 

槭の 培養 は 其 芽の カを齊 一 にす る 事が 肝要で ある、 一 部分の 芽 は 太く 強く 出で- 

一 部分 は 細く 弱 く 出る やうで は 不可ない。 

それ は植か へ の 時季が 大切で ある、 容の 彼岸 前 後 其 芽が 僅に 膨 み か け る 前、 卽 ち 

霧 陽に 逢 ふて 僅に 水 を 上げ 初めた 時が 最も 良い" 芽が 開き 初めてで は遲 過ぎる、 

萬 一 此 場合 は 一 年植か へ を 見合 せても よいから 春 遲く植 か へない 事で ある。 

芽が 伸びたならば 强ぃ 芽は絕 えす 摘 む、 摘 み 方 は 元 葉 二葉 を殘 すと 此 度の 發芽 

は 一 芽が 二 芽に なち 粮が密 fl^ する。 

枝 を 細く 出さし むる 爲 めに 植か へ は 二 年 或は 三年に 1 度が よい， と 云 ふ 人 も あ 

るが、 年 I 回植 かへ て 摘芽と 肥料と で 樹勢を 調節して 行く 方が 樹が生 々として 美 

し い。 

肥 培して © いて 土用 前に 一度 全部の 葉^ をす る 事 は 械の棺 を墦す 事、 葉 を 小さ 

くす る 事滅を 新鮮に 秋 迄 保つ 事等總 てに 効 染がぁ る、 然 し 土用 後に は 不可で ある。 

盛夏 は資 下に 釁き强 風雨の 時 は 無風 地に 避けし める, てし て 欲 迄 葉 を 焦 かす 损 
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せ やに 置かねば 紅葉の 美 は 見られない、 そして 一 度で も 水 切れす ると 忽ち 葉 は 萎 

み 其 年 は囘復 不可能で あるから 槭は淺 盆で 培養す る 事 は 困難で ある。 肥 斜も相 

當與 へない と 葉 は 肉 を 持お す 又 光澤 を 失 ふため 秋の 紅 薬が 美しくない。 

針金 懸け は 至極 難物で ある、 枝が モ p く 直ぐに 折れて しまう。 一番よ い 時 湖 は 

入梅 噴水 を與 へす 鉢 土 を 乾かせる、 葉の 稍 萎む 程度 を 見 計 ひ、 其 全部の 素 f 刈 を 行 ひ 

直に 針金 を かける と、 樹 中に 水分が 少 いため 少し は柔 かになる もので あ る、 こ れ は 

某 技 職 者が 常に 行って ゐる 所で あるか ら. 參 考に 記して 置く。 

冬 は 余り 塞がらぬ ものであるが 然し 屋外 寒風 霜雪に 晒したくない。 叉 余.^^ 

所に 歡 き 過ぎる と、 何 時の 間に か 不自然に 樹液が 動き 出して 表の 芽 出しが 不 揃に 

なる から 凍らぬ 程度の 温度の 變 化の 無い 所が 最も 理想の 馕場 である。 

(か へ で) ノ ふ 

で」 である。 楓の 字の 本 態に ついては 賤 論が あるが ビ 



厳格に 云 へ ば 械樹， は 「か 
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、では 1 俗 的に 『もみじ J と 別にされ てゐる 三つ葉に 出る もの を 「か へ で」 と して^く 

その 區別は 別に 理論的に する を 避けて 從 順に 通俗の 盆栽 語に 從 つて S くので あ 

る。 盆栽で 云 ふ 「か へで」 は 葉が 彼の 槭の 葉の 掌の 如く 幾つに も 裂けす 只 三つに 裂 

けて ゐ る もの として 置く。 

(械 類に も あるが 盆 樹には 無い。) 

楓は 「もみじ」 に 比して 稍 頭が 太くて 硬い、 全體に 柔^の 無い のが 此榭 の特 徵 (？ ) で 

ある。 葉 は 小形、 肉 は 厚く、 紅葉 は最 く、 夏 も 葉 肉の厚い 爲葉 焦げが せない。 總て 

に 培養、 に 容易で あ る。 

近時 盆栽 界に 人氣を 博し.？^ 宮様 楓は其 葉 肉が 殊に 厚く 光澤が あって 紅葉が 願 

る 美しい、 それに この種の 最特徵 とする 所 は t お 木に 實の つく 事で ある、 槭類 は盆费 

して 結實 する は 老樹で 無ければ 望まれない、 從 つて 珍 貴で あるに、 此 一 種 は 繊細な 

稚木 にも 彼の 風趣 ある 翅果 を澤山 付ける ので ある。 盆栽界に初めて出^^時は^ 

れ を臺灣 よ. 9 の傳來 な， 9 と 云ひ傳 へし 爲め 暫く 臺灣楓 と. 稱 されて ゐ たが 後に 臺 

潜の 原 逢に 非らざる 事 分明し 其祖 木が 故 伏 見 宮 殿下の t5 培 品で あつおた め、 宮檬 

風と 改めら れ、 今 B では 一般に m 用す る 機に なった ので ある。 



培養 法 は械と 鍵らない、 只此 種は揷 木の 利く ために 繁殖 容易に て械 類に 接 木が 

多き に 係らす これに は 接 木 を 見ない。 、 

植物 學上 の楓 は、 盆 栽界 では 別に これ を 『え が ふ う」 と 云 ふ、 それ は 栗の 刺逮に a た 

實を 結ぶ ため で、 最 も耍を 得た 俗稱 である。 植物 分類の 方で は" あ i ぎ 科に なって 

ゐる 紅葉 もよ いし 趣咏 も， あ る、 盆 養 品 もた ま/ \ 見る、 培養 法 は 別に 特殊な 手 

當が 要らない から 省いて 置く。 




救の 盆栽 は 常に は 忘れられて &る、 然し 桃の節句の 近づく 頃に は 季節 物と して 

陳 列 ™ で もしゃう とする 時 俄に 騷ぎ 出す の は 可笑しい。 祧も 拾て たものに 非す。 

祧は實 桃と 花 桃の 二つに 分類 出來 るが 兹 では 花祧 について 述 やう。 

花祧 のみで も 實に澤 山の 品種が ある。 然し 現代 其 品種 名 を 知って a る もの は 

日本に 何人と は 有るまい ビ 本園藝 品の 保護 は 寅に 急務に 迫って ねる。 普 ^^ 云 ひ 



挑 



習 はされ てゐる ものに 源 平、 白、 S 、更 紗、 一 歲、 塞 0 祧、 枝 垂 など 花色に 依へ 稱 へられて 

ゐ る。 

此 外に 甘 ml 祧 (あ めんと う) と 云 ふ矮性 種が ある、 これ は 扁桃油 を 作る も の、 實 は 扁 

平の 異形で あ る、 盆 栽に は 時々 見受 くる が、 枝 の 少ない もので 樹 振りに 面白い もの 

が少ぃ 然し 實 付の よい 爲 めに 盆 養せられ るので あ-らう。 

1 歲祧は 其 名の 如く 滿 一 年に て 花 をつ ける、 つま.^ 實 生の 翌年 は 開花す るから 

である。 

培養 は、 早 春、 或 は 秋の 十月 中に 植か へ を 行 ふ。 腐葉土、 異 土な ど を 主用し 砂 は 鉢 

底の 排水に 入れる 程度で よい。 花 後よ く 肥 培せ ない と 冬 枝 拈れ を 生じ n 勿い、 梅に 

着く 芽 食 毛虫が つき 易い から 注意 を耍 する、 I 梅 の 條 逢 照) 梅 は 嚴 塞に 晒して a いて 

も平氣 であるが 盆 祧は檐 下 或は 南面の 暖 所に 置く 方が 安全で ある。 枝の 蜜 生し 

な い も の だ か ら 剪 h^ 込 み に は 注 意 を 耍 す る、 針 金 は 新 梢の 伸び a つて 花芽の 見え 

る 初秋に 行へば 翌奢花 前に 除く 事が 出来る。 



67 



瓜 



木 



木 ^(ぼけ) 

木瓜 を 報 春 花と も 書く が 園 藝 的に 多くの 種類が 作り出されて、 初冬から 旣に開 

花を績 くる 塞 種 も 種々 出 來てゐ る。 早 霧 野末の 枯 草の 僅に 靑み 初めお 中に 疾 

き出づ るの は 野 木瓜の 事で あ る、 こ れと 4 ^《に 庭 上 春來を 報す るの は、 奪 の 木瓜で 

あ る 0 

何の 銜氣も 無い 枯木の やうな 枝に 無造作に 飽々 しお 花 をつ ける の は 他に 見な. 

い 獨特な 趣で ある。 然しながら 木瓜に は亭々 たる 大樹の 姿 や 壯嚴な 趣な ど はな 

い、 此 木に 雄大な 情趣 を 求める の は 無理で あ る、 季 節 を表徵 し、 色彩 を 助ける 紅 1 黯 

の 役が 此 木の 面目で ある。 先づ塞 木瓜 を 述べ «^ 種に 移らう。 

春 0< 種 では 東洋 錦と 稱 1 る 絞と 紅白 無地の 分けの 大輪 種が 一 番美 花で 賞揚 

されつ、 ある。 これに 似て 非なる ものが 廣 柬と稱 する 白地に 薄紅 K 沙 絞りで あ 

る。 此外 紅、 白、 變 咲 等 十數種 あるが 一 々列記す る 事 を 省く が 特殊な ものに 香^ 

と 1H ふが あ る、 こ れは 枝が 波狀に 曲-. くねる 性質 を 具へ るので 龍 鬚 木瓜な どゝ雅 
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瓜 



木 



名が ある。 尙又 盆栽と して 野趣 捨て 雞 きもの は 野 水 瓜 (しどみ) である、 細 幹に 鮮紅 

の 花 をつ ける 姿 は 自然 を懞惙 する 者の 心 を捉へ るに 充分な 情趣 を 有って ゐる。 

寒 木瓜 冬から 早春の 花 は 多，、、 加溫 促成せ なければ かないのに^ 木瓜 は 十 

二月から 三 頃まで 自然に 花 を 開く， 其 花期の 長い 事、 冬 の荒凉 たる 時に 燃へ 立つ 

樣な 深紅の 暖色の 花 は 季節の 好みに もよ く 合致す る。 

塞 木瓜 は 野 木瓜 (しどみ) の 1 種で ある、 從 つて 太 幹 は 無い、 遇々 太 幹が あれば そ 

れは春 木瓜に 近い 花の 良く 無い か 木瓜で あ る、 い 、種 は 十二月の 初旬に はもう ぼ 

つ /\ 枝 頭に 花 を 見せ る、 そ して 三月まで は 次から くと 棺に 蕾が 現れて き續 

ける、 よくない 種類 は 霧 木瓜の 少し 早い と 云 ふのに 止まり 、温度 を 加へ て 漸く 寒中 

に 開花す るので ある。 

いろくの 種類の 中、 紅^で は 「紅 司」 が 感じが よい 花で ある、 花瓣が 深紅で 純 黄色 

の 蕊が花 心に 群， 5 ついて 實 にょい 感じで あ る、 本 來 紅色と 黄色との 配合 は 美の 法 

則に 叶 ふ。 此 花の 美觀 なる 以所 であらう。 

此 外に 紅花で 黑 光、 紅 千鳥な どが あ ，0/ 白 花に 白 満、 白 鳳、 越 の 雪な ど あ i0 花に 夕 

陽、 金盃 など、 更沙に 雲の 峰、 初 雁 等 此外晚 分け。 S 輪、 g 色、 八重 一 靈 など 種類 は澤山 
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あるが 塞 きと 稱 す 

培養 寒 木瓜 は 十 

の 根で める。 名古屋 

ける 程の 砂植 へで あ 

ある 人々 のみ 行 ひ 得 

力 セ るから 先 づ普邋 

ある。 木瓜 は 根の 少 

る 事 が 肝 耍。 

木瓜の 繁殖 は揷木 

らな いもので あ る。 

殊に 塞 木瓜 は 太ら 

幹に 少し 根 をつ けて 

の 幹の 如く 變 化して 

山見受 くる。 これ は 

る 



るの みで 初冬から 自然に • 

月 中が 植 かへの 絕好 季節 

方面で は 細 砂の み を 用い 

るが、 これ は 充分 注意が 屈 

る 方法で あらう。 又此植 

は 砂 五分 I 眞土及 腐葉土 

ない ものであるから 切 ，9 



t^く種類は僅に三四siに 止まる。 

で あ る、 そ れょり 1 日 後れれば 1 日 

て 植へ込 む、 灌 水 すれば 籠の 檨に拔 

き 水 切れな ど絶對 にせない 自信の 

方 は 多 肥 多 水の 培養で 無い と 木が 

を 五分と を 混じて 用 ゆるが 安全で 

除かぬ 事、 細 根 を 乾かさぬ 樣 注意す 



に 依る 外 無い、^ 及 秋 何れも 行 ひ 得らる がな か 



ない。 露地に^つ おもの 

鉢に 取，^、 切 捨の根 は 其 一 

しまう もの であ る、 實 祭 に 

雅 曲があって 長年の 稷に 



を 盆栽に する に は、 其姝を 

鄧 を签氣 中に 露出して a 

塞 木瓜に は极を 幹に した 

は 却って 面白い ものと な 



伸びす 太 

一 

掘り 取り、 一 

くと 自然 

ものが 澤 

るので.^ I 
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塞 木瓜 や 野 木瓜に 

の 細い 缺點を 補って 

あ る から 大きな 石に 

均 銜を得 や うとす る 

鉢の 中に 添 石 をして 

塞 中^く 一 種に 長 

ため 晴 紅色に 見える 

あるら しい。 大 幹の 



粱實と 

は 称しい 



云へば 西洋 

事で ある。 

の 色、 長 か ら 



立った 幹が 無い か 

全體を カ强く 大き 

付ける 事 は 考へも 

の だか ら少さ い 石 

もよ いで あらう。 

壽 梅と 云 ふが 有る * 

リ 木 も 矮小で ある 

無い 事 は 勿論で あ 



ら石 付に すると 面白い 風情 

く 見せる 事が 出來 る。 然し 

ので ある。 幹の 細い の を 補 

が 抱へ てゐる 程度が 最 



を极 

，これ 

珍 種 

る 0 



(な つ め) 

物 全盛の 時代 5^ ある、 棗 

ゃ圜 なら す、 程 よき 榜圓 



を 出 す、 又 其 幹 

冬の 觀 賞品で 

つ て 盆 中 力の 

も 見よ い。 又 



は 四季 咲で 花は甚 小さ 

として 尊ばれる。 山陰 



く 紅色が 濃 

方面の 原産 



の赏の 仙^ を樂 しむの： 

の， ま， 瞻 ii に， j 



で 



士の甚 稀な 

る 姿、 座 右 に 



る 



裘 



盆 を 麓けば 靜 

其實は 口に 

の. 俗 味の 及び 

棗の 種類 は 

本に は S らく 

のが ある これ 

つて 調和 を 欠 

實 共に 最少で 

生して ゐ ると 

棗 は 夏日 か 

花が けば 必 

ゐ るから 一枝 

である。 

春が 來ても 

ないから とて 



寂の 氣 自ら 座に 充 ちる。 

すれ は 甘 香な 仙 味 

もっか ぬ 奥ゆかし 

廣群芳 譜に從 へ ば 

二三 種 有る のみで 

は 砂糖 漬の菜 子に 

く、 普通 種が よいが • 

珍中の珍 である。 

云 ふ。 彼の 「庭に 一 

ら 冬に かけて 實を 

ゃ實を 結ぶ V 余.^ 

に 多く 結 * させな 



が いつまでも 舌端 

さ が あ る。 

三 十四 種. 有 りと 云 

あらう。 南方 支那 

製せられ る。 盆栽 

北 満洲に 産す る-盆 

これ は 彼の 日露 戰 

本 裘の樹 、彈丸 跡 も 

鹳賞 する もので あ 

多く 資を 結ばせる 

くも 充分 見られる 



に殘 つて、 到底 凡俗 八百屋 店頭 

ふ。 こ れ は 支那 の 事で あ る、 日 

に は 祧實大 の 大^ をつ ける も 

として は斯 くの 如き 大鬼は 却 

栽 界で姬 棗と 稱 する 一 種 は 葉、 

爭の 二百 三 高地 あた， には自 

…… J の 歌 を 思 ひ 出す。 

る、 太 幹より は 細 幹に 趣が 多い r 

と 其 枝 は 括れ る 性質 を 持つ て 

もの だから 此勲を 注意す ベ き 



芽 萠ぇは 其 名の 

心配 は 無用で ある 



S 芽と 云 ふ.^ く 實に晚 いもので ある。 奢 芽が 出 



^ —— • —— . 0 1 9 
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松 



葉 落 



植 かへ は 年 10 四月 下旬 頃 行 ふ。 眞土を 多くし 砂 は 少量が 良 い、 肥 料と して は 

油 粕 ふ、 時 々骨粉な どを與 へる と實 付が 良い。 赏は其 年に 出た 羽^ 複ー恶 の 軸に 結 

ぶ もの だから 芽 摘み をして はなら な い。 

害虫 は 一 種 梁實の 心に 食い入る 虫が ある、 穿 口が 極めて 小さい から ボ ^ ( i 

落ちる 迄は氣 付かずに 居る が、 此虫は 如何なる 成虫が 來て 產卵 する か 不明で ある 

から 驅 除の 法 を 知る に 由ない、 最 完成に 豫 防す るに は、 祧ゃ 梨の 如く 袋 かけ をす る 

より 外に 策 を 知らない、 七 八月 裘果の 略 形 を 成した 時に 卵 産す るら しいから 其 頃 

1 時 袋 褂けを するがよいで あらう。 , 

落葉松 (からまつ) 

落葉松 はま だ 培養 困難な 樹 種の 部に 扱 はれて ゐる、 其 昔 蝦夷松が 枯れる 木で あ 

つた 事 を 思へば まだ 研究す る 人の 無いた めで あらう。 

落葉松 は 現在 三種に 細別 出來 る、 富 土 山の 不二 松、 淺 間 、出 麓の r から ま つ」 そ れ. から 
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松葉 落 



千島の 色 古丹と 一一 ト " フ及 レブ ン 島、 樺 太の I 部 等に 蜜す る 「色 古 丹 松」 で あ る、 富 ± 

は 四面 五六 合 目に 自生し 淺間も 中腹に 自生す る、 富 士のは 葉 房-が や、 大きくて 見 

惡 いが 樹皮 は 粗 荒で 老樹の 趣を存 する、 淺 間の 産 は 葉 房 は 小さく 棺も 細く 其黠は 

良い が 幹に 古色が 乏しい。 色 古丹 松 は 富士產 の. 長所と 短 點とを 兩方共 更に 著し 

くしお もので、 其 毬果 も 大形で 雌花 は 强ぃ紫 紅色 を びて ゐる 點が異 つて a る。 あ 

培養 法 も 次^に 研究され てはゐ るが まお 完全と は 云 はれない。 土用 前つ とめ 

て日光に當てる說と、四時其自生地の如く^1^陰の場所に日光を避ける說とがぁる、 

北海道 及 信 州な どで は 最も 培養の 易い 樹 とされて ゐ るが 要するに 高山 樹 として 

温 地の 培養に 摘せ ない と 云 ふ 迄の 事で あるから 此所 S3 へ 出來れ ばよ ぃ箬 であ 

る。 植 土の 內の 有機 質が 腐敗 醱酵 する の を 一 番嫌ふ 如う である、 溢 地で は 無機質 

の 土 (砂) に 植 へる 事が 第一 要件で ある やうで ある。 入で もそう だ 余，^ 氣六づ かし 

い 者に は觸ら すに S く, 誰 かこの 培養 を眞赏 に硏究 する 好事家 は 無いで あらう か。 
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木歡合 



^0 ^ ^ (ねむのき) 



其 葉 が 夜は閉 ちて 互に 合する 

ひられる。 葉が 閉 ちて 眠る 如く 

らう。 淡い 紅 色 を 暈 かし た 鞲 の 

此 外に 緋合歡 、紫 合歡。 黄 合歡が 

も 魔し い。 

紫 合 歡は姫 性と 云 ひたい 程矮 

前者より や、 大きい。 この 三種 

凍結 すれば 凍死で は 無い 凍枯す 

あ る。 

紫 合歡は 葉に 措 を觸れ ば 見 

の 烈しい 性質が あ る。 

此 外に 1 歲合歡 とい ふ 普通の 合歡 木 の變 種が め る、 こ れ は其實 生し て 



所から 其 名が あ る、 又 「夜 ^ 花」 「合 昏」 な ど の 

昆 ゆるの で 「ね む の 木/ねむ た」 な ど、 云 ふ 

房の 檬な繊 魔な 花が 普通の 合歡 木の 花 

ある" 緋合 歡は鮮 かな 雜色を 呈し花 も 

性で 葉 も 花 も 小さい。 黄色 は 花 は 小さ 

は皆暖 國 の產だ か， >> 寒がる 事 夥し い 冬 

气 現今 最も 數が少 くて 珍ら しい は 黄で 

る. 間に 葉 を閉ぢ 合す こと 彼の 眠 草と 同 



文字 も 用 

ので も あ 

であるが、 

大形で 最 

い： a 木 は 

期 盆 土が 

次 は 紫で 

じに 感應 

1 一 年 目、 卽 



木歡合 



ち滿ー 年 或は 其變 年に は必个 花. を 着ける これ も 珍 種の 部で ある。 

總て 合歡の 花が 親の 房に 見える の は 花の 雄 ti で 二 房に は 多くの 小 花が 蔡 合し 

てゐ るので ある." 直 科に 屬 する 植物で あるから 實は 扁平な 莢 形 をして ゐ る、 盆 栽 

で結實 すれば 至極 面白い が 却々 困難で ある。 

每年 春季に 植え か へ を 行 ひ 其 際 枝 を 切 b 込み 整形す るので あ る、 花 は 新 稍の 先 

端に 着く ので あるから 春季の 萠芽 前の 切， 0 込むべき 枝 は 剪り 込まなくて はなら 

ぬ、 そして 特別に 徒 長して 見苦しい もの は 格別で あるが 新 枝 は 自由に 伸ばして 花 

つき を 多くす るので ある。 紫、 黄、 及 織の 各種 は矮 性で 伸びない から 春季 切. り 込み 

を控 へなくて はならぬ。 、 

日光 は 充分 慾し い。 肥将も 成長期に は 充分 與 へなくて はならぬ。 

云ひ殘 したが 支 滞で は 此花を 蠲忿と 云 ふむ づ かしい 文字 を 用 ひ、 入 をして 忿を 

消せし むと 秘傳花 鏡に じて ある。 よく 怒る 人は此 花の 一 盆 を 坐 右に 置かれお い 

が、 こ の 合歡を 本書に 揭 げたの は 番中讀 者 r. 忿に 觸れる 文字が 無い と i 限らぬ、 卽 

ち A 蠲忿の 効果に て讀 者の 忿を 消す 以 所で あ る。 



^ 1 P 0 1 1 
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蒇 木と 突 辛 



二 ぷ r- もくれん 

辛夷 S 木 蘭 

暴 

. 早春の 花に 辛夷と 木 蘭が ある。 藤 木 を 好 ひもの は此 花の 雅昧 を愛赏 せない は 

なから う。 初冬より 疎 毛 を 生じた 花 蕾が 筆の 如くに 立ち姿が 己に 好い。 花 は 花 

木 中の ツム ジ 曲り であ る、 早 春陽 光の まだ 淡い のに 陽に 尻 を 向けて 花 を 開 く、 辛 夷 

や 木 蘭の 花 を 見れ ぼ 直に 方角が 解る ので ある、 盆栽 は 時々 鉢の 位置が 移動す るた 

めに 花 も 又 一 方に 向いて 開く と 云 ふ 現象 を 見ない が 野外の 立 木の 花 は 多く 北 向 

に 開く 花 中の 鍵，^ ものである。 

辛夷 の 花 は 普通 白色 六瓣 であるが 1 種 娘 辛夷と 稱す るが ある、 別名 を 「しで こ 

ぶし., とも 云 ふ、 花瓣 が十瓣 よち 十六 七瓣迄 出で 色 は 紅 紫色 を呈 する。 然し 葉 も 花 

も少 さいから 姫の 名が あるので あらう。 

木 蘭 は 普通 種 は 八 九 瓣で紅 紫色と 白色と であるが、 別に 垔沙も ある。 盆栽と 

して は 辛夷よ-.^ 枝 稍が 疏ら であるが それが 却って 一 種の 風韻 をな して ゐる。 

培養 は 一 般 雑木の 培養で よいが、 早赛の 花の 例と して 森の 蕾 は 前 年の 土用 0 後 
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に 旣に定 

充分 肥料 

であるか 

ので ある 

用 土 は 

てた もの 

する こ は 

を 催 進出 



ま る ものら しいから 花 後 紫 の出づ るに 



梔子 は 

常綠 葉の 

に 



を與 へて 花 着 き を よ 

ら、 花 の 謝した 後 は 直 

眞 土と 腐葉土 を 多く 

は甚 しく 凍らな い 限 

十二月 屋外の 霜に 腼 

來る ものである。 



^4 



予 



佳 香 ある 花と、 其資と 

上に 着いて ゐ るの も 

近い ものである。 



く せなくて はなら 

に植 かへ を 行 はねば 翌 



先立って 植 かへ を 行 

ない 花 は 葉に 先立つ 

年の 花に 甚 しく 



し 砂 を 僅に 加 へ る 

^は 冬季 も 屋外に 

し、 そ れ より ffll 室 に 



" よく 肥 培し 夏日 陽 

置いても よ い、 花 を 早 

入れ 次第に P> 温 す れ 



(くちなし) 

を 0 赏 す る も の 、夏 

面白い。 白に 微黃 



ひ 入梅 前に 

て 開く もの 

影 饗する も 

光に 充分 當 

く 見やう と 

ば 余程 開花 



よ b 翌赛 S 盤の 脚 

を帶 びお 肉 厚の 花、 强 



の 如 き赏が 

い 香 等 は 西 



ネさ 



】 靈六 辦大翰 

な し) と 云 ふ。 こ 

暖 @ の 原 逢で 

な い。 

f 漏 天 星 (はくち 

叉 六月 雪の 名 も 

に は 適して a る • 

老 幹の 形の 整つ 

暖國の 原産で 

が 良い やうで あ 



と、 八 重^ 小 輪と あ る、 八 重 ^ 

れには 覆輪の あ る 變葉種 も 

あるから 冬季 保讒 する だは 

や う げ) 梔 子 を 更に 極めて 少 

ある、 香氣 ある 白い 小 花 か ら 

葉に も 種々 の變 葉が あ b 昔 

た 木 を 見 る。 

あらう が、 夏時 葉の 焦げる 性 

る。— 香 は 梔子 程 佳く は 無 い- 



ま 

丄 



ク J 



も 小形で あるから 小 極 子 (こ くち 

に 培養 手當の 上に 特殊 扱 を 要せ 

した もの は (は くち やう げ) で あ る、 

形容 名で あらう。 枝 も 細く 盆栽 

培養 せられて & る、 盆 栽に も 時々 



質が あるから 盛夏 は 炎 IK に 晒さぬ 方 



1 一 



(山 茶) 

人の 騷ぐ ものに 飽きた 茶人な どが 此幽花 櫓 を 好 愛する A 
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つばきに 椿の 字 を 當 て る は 誤 で 「チ r ン テ ン 」 で あ る、 本 當は山 茶、 又 は 海 石 |g と 害 

くので あるが 永い 慣例に 從 つて 祷 として く。 

樁の 品種 は 實に澤 山 ある、 外國種 「力 メリャ」 以外に 日本 在來種 は、 地 錦 抄には 二百 

七 種、 文化 年中の 棒 名 寄に は 二百 二十 三種が 褐 げられ てゐ る、 目下で は 五六 十 種 を 

蒐 める にさへ 容易な 事で は 有るまい。 嘆すべき 事で ある。 

然し 盆栽と して はこれ 等の 八 璽 ^、牡 丹 硒段 疾、 紅 白 絞り なぞよ ，> は、 野生の ま 

の 山 核が 最も 好ましい。 次で は 佳人の 素肌の 凝な 白く っゝ ましく^く わび 助の 

淸楚が 良い。 別に 惑 權と云 ふ 紅花 八重 小 輪の 早^ 種が 多く 培養 せらる \ が これ 

さ ざん くわ 

は 茶 梅の 部に 入るべき もので あらう。 八重^で は 乙女 椿が 喜 ば れ る 。 

山 樽が f 冗の ある 綠 葉の 間へ 鮮紅に 黄 _i の 花 を 何 の 氣 取 氣 も 無く^く 風情 は、 自 

然 のま、 を情憬 する 盆栽 趣味 家の 心を捉 へる ものが ある。 然るに 榕が 余" 歡迎 

されぬ は 何故； にら う か、 古 來樁は 陰欝な 花と して 歌 や 句に 扱 はれ た、 そ して 祝 ひに 

使 は な い、 そ んな迷 0 的 見 地 か^ 此花 を 甚 ばない ので はな か ら ラ か、 そ れ にしても 

元？ r 文化 頃の 德川 時代 人の 此花を 好 愛し 何 W 種 を 作 つ た 風雅な 時代 を §1 ばれる。 

培養 は六づ かしく な い、 植土は 輕 « な 腐 葉 土 、要 は 山 土 の 如 き が ^：:^ い 土 の 固 ま ら ぬ 
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梅 



茶 



様に 植へ 込む ので ある 時季 は 花 謝した 後 直に 枝 を 切，^ つめて 植へか へ を 行 ふ。 

装 物 は 三 月 下 旬、 春 疾物は 四 五月になる。 植 かへの 旬日 後から 肥料 を與へ 日常 

をよ くす る、 針 金 は 必ゃ紙 を卷き 覆つ おもの を 使用す る禱 皮の 外皮が 薄い から 报 

し 易 ぐ、 針 金の 跡の 着き 易い ものである。 

わび 助の 椿 は 塞 中 か ら-花 を^く ものであるから 塞 風の 當ら ぬ瞹 所に 置き 冬、 の 

花と して 樂 しむが よい。 少しで も 塞 風が 當れば 花 は 開き 切らす に 湖 萎す る 少し 

濕氣の ある 温かい 室に 置けば ゥ やくと 麗しく く。 



0 0 (さざんか) 

初冬 向 塞に 際し 花の 無い 時に 此花 獨， -t- き 初む る、 花 の 中の 變.^ 物で ある。 ど 

ことなく 冷々 とした 感じの ある も、 茶 の 花と 4^ ハに此 花の 特徵 であらう。 種類 も 昔 

は 十 種 もあった ので あるが 今では * 數種 さへ 集め 難から う、 そ して 其 花 名 さ へ 

も れが とれ やら 確め られぬ 8^ a である 情ない 事で ある。 樓の 如く 花色： もサぬ 
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山 



形 に も 種 々 珍 貴な ものが め る ぼ 

SH した もの を 失 はぬ やうに しね 

の 中に 終る から 植か へ は 翌春 早 

である。 害虫に 毒の ある 黄色の 

る か& 注意す るが よい。 



風 愛護の 盆栽 趣味 家 は 此花を も 愛護し 先人の 作 

養 は 楊と 周 一 でよ いが 花 は 冬 

付 をよ くの るた め 肥 培す るの 

、時 は 痒 痛の 烈しい もので あ 



いもので ある。 

々行 ふて 其 年の 

毛虫が 付く 綱 さ 



培 

る 



稷 



桃 



〔ゆす ら〕 



山櫻祧 は盆樹 としての よい 素賓を 悉く 具備し， てゐる 

を帶 びて ゐ る、 そ して 塞季の 花が 淸楚 で且大 ならす 盆 上 



y 幹 肌が よい、 梢 m 迄 古 色 

の 花と して 如何にも 調和 



す る、 そ れ よりも^ 木の 1 人に 喜ばれ 點は實 の 好まし さで あ る、 一羽 夏 半 紅に 色つ 

ぎ！ 初めた 資の 类觀は 瑪瑶の 珠玉の 如く、 更に 大瑁 瑚珠を 枝に 懸け 連ぬ た 如く 深紅 

色に と變 つて 行く の だから 珍重 さる ベ き箬 である。 

山 樱桃は 本州 中部に て は 高原の 氣 候に 適する もので あ る、 東 京 の S は ゆすらに 
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棠 海山 深 及棠海 



は 稍 暑 過ぎる やうで ある。 從 つて 半陰赘 下 なぞに 培養す るが よい。 それで &て 

冬季 枝 枯れ を 生じ 易い ものである、 この 原因 は 宵ん 日に 樹を 衰弱 させて 置く 爲 であ 

る" 泰 季 植 か へ を 怠 る と 冬 に 枝 枯 れ の 多 く 生 じ 易 い か ら 早 ^« 樹 液 の 動 き 初 め た 

頃植 かへ を 行 ふ。 植土は 腐 棄土を 五分 眞土 二と 砂 三位の 土 合せに て 輕く植 へ 込 

む。 肥料 はなるべく 稀薄な 水肥に して 時々 施す。 針佥 かけ は 春 又は 土用 前に 行 

、v 秋に 至って 枝 を 手荒く 扱へ ば 冬必ゃ 其 枝 は 枯れる ものである。 




優しき 姿、 艷 な 色、 殊 に 春雨に 溢れて 色增、 す 風情 は 嬌顯人 を 動かす ものが ある。 

海棠に はいろ くの 種類が ある。 秘傳花 鏡に は貼梗 海棠 西府 海棠、 垂糸 海棠の 

三 種が 擧げて あ る。 こ れ は 海棠 の 本家 支ぞ まの 種名で ある が、 日 本に も 其 儘 其 通し 

てゐる は垂絲 海棠ば か.^ で、 西府と 貼梗は どれで あるか 分明し ない が、 西府 海棠 は 

『其 香 甚 淸 烈、 秋 に 至 つ て 赏 る、 大 さ櫻祧 如/、 微に I！ し』 として あるから R 海 棠 (受 险 
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棠 海山 深 及棠海 



海 棠) と も 武香淸 く 烈しと 云ふ點 が 

當が つかねが 垂枝 に 對 す る 0 梗 で 

恐らく 日本に は 頗る 稀な 襟で ある * 

盆栽と して は垂 枝と 受暌 とが 尊 

く 糸の 如く 垂下す るので 此 名が 起 

事に 由來 すると 云 ふ。 

受^ 海棠と 柬 京で 云 ふの 

が 有 る 如 く、 花 が 垂れ や 上向 

明して ゐる。 受^と 云 ふの 

ふの は 其れが 接 木の 砧 木に 

^常 「臺 海棠 1 の 文字 を 用 ひら 

きで あるが。 fi も砧も 余，. y 

じが 無いでも ない。 

深山 海棠 海棠と 云へば 



は、 名 古 

いて 

もや は 

用 ひら 

れてゐ 

に 語 



つて ゐ る、 貼梗 

が 枝に 貼 着し 

筆者の 少ない 

培養せられ て 

たので あら 5 



立 花 海棠と 

を 立 花と 云 

意の 說明的 

がた めに (だ 

し、 共 因由す 



ぎて 粹な花 海棠 



至 つ- 

ゐ る 

聞で 

る 0 

醉妃 

ふ、 支 

た の 

か い 

名 か 



んで、 深山 海棠の 淸楚を 愛す 



世間 一 般 

る、 つ 、 ま 



は^な 花と 思 ふ が、 盆 

しゃかに 何の 色氣も 



は 其 解 

のと 思 

末 だ こ 

枝 海棠 

棠の名 

で垂枝 

よく 率 

る。 別 

う) と 云 

云 へ ば 

となく 

界 だけ 

氣 もな 



說を 見ても 見 

はれる。 然し 

れを 知らぬ。 

は、 其 梗が 細長 

は 揚责妃 の 故 

に對 して 貼梗 

直に 其 狀を說 

に衋 海棠 と 云 

ふので あるが、 

砧 海棠と すべ 

調和 を. 欠く 感 

は 更に 一歩 進 

く^/、 深山 海 
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棠 海山 深 及棠海 



棠の 佗と 

らう。 深 

る、 大實は 

るが 枝が 

幹も自 

として 實 

多い から 

垂枝其 他 

の は又當 

越後 か 

當 であら 

るから 只 

海棠の 

灌水 代り 



淸楚と を 賞す る 至高の 

山 海棠 は、 別 名 を (す み) と 



熱す る 

密 茂す 

ら 古色 

に 理想 

名木 も 

が圜藝 

然 であ 

ら よく 

5 0 實 

境界線 

類は實 

に 油粕 



と 紅色 を 

る、 や は KV. 

を帶 び、 花 

的な 條件 

多く、 此種 

的 種類な 

る 0 

出る 娘 林 

海棠 を鑛 

の 問題で 

によく 肥 

の 腐葡し 



である だけに 极 廻り も實 



rL 美 

長 一 

淸楚 ^ 

具 へ 

藤 木 

に こ 

は、 林 

し て 

あ る 

を受 

薄 肥 

迅速 



^ X は 恐らく 

も (ひ めかい ど 

し い が 枝 稍が 

短 は 免れない 

，實も 長き 栖を 

て ゐ る、 殊 に、 本 

類 中 屈指の 地 

れは 天然の. 種 

擒の名 は 負 ふ 

見れば 林擒で 

が、 姫 林檎 は 海 

ける もので あ 

を灌 ぐので あ 



吾 同好に のみ 俱に 

う) と も 云 ひ、 大 實 と 

疏 でめ る 、わ 實 は 



け 

も 



て 垂下す る 

高原に は汎 

占めて ゐる 

あ る、 自然 の 



て もや は 海棠 

あ り、 林 檎 を縮圈 

棠の 領分に 入れ 

る、 名古屋 方面で 

る。 かくの 如く 



熟 

戕 

の 

多 



、 

産 

趣 



する； 1$ さ 



實の ニー 



面白 

し 盆 

遇然 

の 具 

種 と 

X 實 

至當 

を受 



栽 

け 



で あ 

が 有 

呈す 



樹 

力 

も 



も 

る 

の 

の 



であるから 春 三月に 植か へ をす る 際 は 枝 幹の 發 



棠 海山 深 及棠海 



育 を 計る もの は 太き 根 を 思 ひ 切って 剪 際する。 そして 稍ん > 小形の 鉢へ 植込み 置 

き、 初 夏 に， 夏 に 一 回 大形の 鉢に 土 を 振 はや 其.. 儘 植へ かへ する ので ある。 然し 深山 

海棠の 如き 灌木 性の もの と、 垂 枝 も 受^ も 老木 はこの 法 方 を 行っても それ 程の 効 

果を 得ない から やはり 春 一 度の 植へ か へ で 結構で ある。 

多 肥 を 施す もの 常と して 植込みに 際して は 鉢 底に 充分 水拔 けよ/、 粒狀 土砂 

を 多く 入れなくて はなら な い、 そ して 上部 は 細 粒 狀の肥 土 六 分、 砂 四 を 用 ひる。 關 

西で は 肥 土 三 分、 砂 七 分と 云ふ植 土で あるが、 これ は 養作專 門の 人の やる 土 合せで 

ある。 I 般には 砂 三、 或 は 四、 土 六 或は 七 割が 安全で あらう。 

深山 海棠 は 勿論 土の 多い 方が よい 樣 である。 

. 灌水 は 普通の 花木 雜 木と 同じで あるが、 過 乾 過濕を 注意せ なければ ならない。 

海棠 は 開化 促進の よく 利く ものである。 普通 は 四月 末の 花で あるが 室の 缓 

に 麓^も の は 三月 初にもう 花 を 見られる。 
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類橘ネ 



實物 として 柑橘類 は 培養 自慢の 人々 が 自ら 結實 せしめて 喜ぶ もの ゝ 一 つで あ 



る。 就中 

佛手报 は結霄 困難で あるが 彼の 

し 色付いて 行く 姿 は實に 面白い。. 佛 

つけても 其 先端の 指の 如くに 分れな 

種 木 は 良い 物 を 撰み 丹精す るが 

佛手报 は 最も 肥料 を 好む もの 

へ る、 只 多 肥 は 根 腐れ を 生じ 易い 

位 濃厚な 油粕の 腐 熟 水を灌 ぐが 

るので あ る、 そ の爲 めに 盆 土の 上 

肥料 を與 へる の だから 二度で も 

注意し 少しも 油斷が 出來ぬ のゼ 



異 

手 



る 

此 



あ 

上 に 

は 常に 

土が 乾 

あ る 《關 



形な 

掛は 

も の 



、肥^ 

點 を 

平常 

肥料 氣 

けば 必 

西方 面 



氣 高い 果が 枝に 下って 日毎に 肥大 

赏の 形の 良い ものと 如何に， 大果を 

が あ る、 こ れは樹 の 性質で あるから 

へ 充分に 屈けば 先づ 成功す ると 云 

意 すれば よ ： /肥 料 は 一過 間に 1 度 

灌水に 代へ て 薄 肥 を 一 日 數回與 へ 

が絕 える 事が 無い、 新く の 如く 多く 

や 根 腐れ を 生す るから 此點を 最も 

では 鉢の 傍に 肥料の 蜜 を S きガ！ 
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ゼの 如き 水 を 吸 ふ 布 を 以て 斷 へや 盆 土の 寵 中へ 肥料 を 導く 法 を 行 ふと 云 ふが こ 

れも よいで あら う) 從 つ て 植込み も 注意して 水拔け をよ くし 盆 底に 溜り 水 を 嫌 ふ 

ので あ る、 淺 盆 は 勿論 用 ひて はならぬ、 先 づ鉢底 一 寸 位に 天神 川 砂の 荒い もの を 入 

れ、 上部 は 赤土 粒、 砂 等 を 混 じた 普通の 植土を 用 ひて ゐ る、 塞 冷の 際 は 温室 なれば 結 

構 だが、 フ レ I ムに 入れ ば 充分で あ る 、要する に 大膽に 肥料 を與へ る 事に 於て 必 

す着實 させ 得る ので あるが 冬季 温かく 濕氣の ある 所に 置く が 肝要で ある。 

佛* 手柑の 次に 多く 在る は 

金 柚子 (きん づ) である、 これ は 其 名の 如く 袖 子 を 豆粒 位の 小形に した もので 木 

も 頗る 矮性 である。 冬 塞がらせなければ 培養 は 頗る 1^ 易な もの 實付 もよ い。 實 

は 秋 末から 黄金色に 色 づき 泰迄 枝に 止まって 愛すべき ものである。 

菊 蜜柑 果實 に數條 の縱の 凹みが あって 菊花の 形 をして ゐ るので 菊み かんと 

云 ふ 最近 好事家の 間に も てき されつ、 あ る、 赏付も よい 培養 も 困難な 者で は 無い。 

此外 一. 歲蜜 » 、陶季 成、 きんかん、 柚 子、 三 贊、 達 摩、 ォ レ ンデ など あるが 樹形は 面白い 

ものが 少ない。 これ 等 は 何れも 冬季 凍らない 暖 室に 保護 を 要す メミ 肥料 は j 0^ 

盆樹ょ，.^は多く與へ、日光は强ぃ程ょぃ。 
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栗 



林の 情趣 を 連想す るに 栗に 及ぶ もの は ある ま い、 栗 の i 毬ーっ を 見た，、 けで 秋 

闌 なる 野 を 思 はれ 林の 印象 を 呼び 起す。 大自然の 情趣に 憧憬る 同好に とって 

栗程懷 しい ものが 又と あらう か。 

栗 は 其 刺 越が 結ばれて 初めて 栗の 情^が ある。 刺毬の 成らない 栗 は 栗と して 

の 生命 は 無い と 云 はれ や う、 然 し實は 結ばな くも 六月 頃 梢 頭に^く 飾. 紐の 如う 

な 花に もや は， 9 野 邊の雜 木 林の 連想 は ある。 雞木を 好む ものに 栗 を 愛さぬ もの 

力 あ £ う 力 

然し 盆 養す ると 結實の 難い もので あ る、 そ れ だけに 成らせて 見る 樂みも 深い。 

種類に も 數種ぁ る、 此 頃 珍 種と して 喜れ る ものに 枝垂 栗と 云 ふが あるが これ は 

盆栽 誌の 七 卷ニ號 盆栽 寫眞 誌上 展に 入賞して 以來騷 がれ 出した もので、 實 生して 

二 年 或. は 三年 目に は結實 し、 枝 は 枝垂の 性質 を 具へ てゐ る、 芝 栗の 變 種で あるから 

枝 も 細く 盆 養に 適する。 
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三度 と 云 ふ は T 年に 三 度 花 をつ ける 盆 養で も 春の 花 は 培養に 依て » を 結ぶ。 

又^ 豫に七 俊 栗と 云 ふの が あるそう であるが 宋だ實 見し ない。 

實の 形に もい ろくの 變 種が ある 最近の トゲ 無し 栗 は 其內の 珍で ある。 

培養 は 奢 早く 植か へ を 行 ふ、 极及枝 を 切る には最 鋭利なる 刀 を 以て 切 口の 滑 か 

に す る、 殊 に 其 根 を 刺れ ぬ 鋏な どに て 挫 じく 場合 は 樹の澀 が 作用し て、 そ こより 腐 

れ 込み 生長 を妨 くもので ある。 接 木 す るに は 其接穗 を澀拔 きと 稱し 暫く 砂 中に 

埋め 置く から 考 へても：^ 切り込み は 注意 を 要する。 又 栗に は獨 特なァ ブラ 虫が 

盛んにつ く 物で ある。 此 虫が 付く と 葉襄は 黑變し 見苦しい から 時々 殺虫 劑を注 

ぐ 事。 

植 土は眞 土、 山 土 等に て 輕く梳 へ 砂 は 鉢 底に 入れる のみでよ い。 肥料 も 欲しが 

る ものである が、 春 の 一羽め から 時々 少量の 燐 肥を與 へ ると 實 付が よいので ある。 

冬期 枝 枯れの 烈しい もので あ る、 こ れを 防ぐ に は 彼岸 後 鉢から 拔き土 を 壌 さす 

其 儘 南 向の 暖か い 地 へ 下して やる 事が 最 よい 方法で. ある、 そして 早春 これ を 鉢に 

取る ので ある。 栗の 枝が 枯れる と 云 ふて 嘆 やる は 未だ 保護の 法 を 完全に しない 

Js:^ めで ある。 
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竹 



歲塞高 節。 四時 蒼翠" 竹 を 愛せざる もの あらん や。 

竹 は 東洋 特殊な 植 物、 竹 の 風韻 はや はり 東洋人で 無ければ 解され ない。 

竹の 種類 は It 山 あ る、 支 ^に は 二百 種 以上に 及ぶ と 云 ふが 日本に は それ 程 は 無 

い。 盆栽と して 培養され つ S ある は 

マ 5^ ケ ハチ ク 

塞 竹、 苦 竹、 孟宗 竹、 淡 竹、 紫 竹、 雲紋 竹、 斑 竹、 鳳 尾 竹、 布袋 竹な どで ある " 

就中 一 番 多く 見 受 くる は 其 培養の 易き，^ め 鳳 尾 竹で あ る、 こ れは 一ヶ所よ， 5 叢 

生し竹と云ふょh^は草の感じのするもので趣咏は低ぃc 寒竹 は 其 名の 如く 晚秋 

一羽 冬に 新^ を 生じ 寒 を 恐れざる 所 如何， にも 勢の よいい さぎよ いもので ある。 竹 

として 一 番竹 らしい 竹 は 淡 竹、 孟 宗、 苦 竹で あらう 竿徑 一 二 分、 高 さ 尺 程に して 枝葉 

細密に 茂った もの は 竹林の 風韻が 窺 はれる、 これに 次いで は雲紋 竹、 斑 竹、 紫 竹な ど 

も 竹と しての 味は備 へて a る。 孟宗 竹の 稍 太い もの を 短 矮に仕 立 て、 只 一竿 盆 中 

に植へ 込んだ もの をよ く 見る が 竹と して は 珍と 云 ふば . b で 竹の 趣味 は 無 い、 竹 



はや はり 叢 をな 

に 蒼 苦 滑な 石 を 

培養 法 は 種類 

て 同じ 方法で 細 

付て 述べ る。 

先づ 竹の 植替 

どと 呼んで ゐる 

竹 I よいので ある。 

績が よいと 云 ふ 

依て は 九月に 又 

き 去る と 云 ふ。 

二度 樜 かへ は 

竹 苗の 名產地 

つて ゐる。 然し 

で 適當な 長さに 



す 所 

添 へ 

が 異 

か き 

へ は 

けれ 

外の 

實驗 

1 度 

こ れ 

行 は 

は 房 

1 般 

切 



お 

五 

、温 



趣が ある、 淺 盆に 入った 數竿 

ものな ど は、 生 きた 文人 書で 

ば 其 性質 も 差異が あり 其 取 

は. 其 性狀を 知れ ぼ應 用出來 

月 十三 日が 最もよ く活 著す 

も 何も 此の 日に 限った 事 は 

栽の 植替へ はたいて い 年 一 

も ある。 この 方法 は S 五月 

るので ある。 九月に は援木 

參考に 止めて 置く。 

迄 も 年 一 回 は 必す植 かへ を 

の豊房 村で ある。 ：S の 村で 

して は 一 月頃に 鞭 根の 笥の 

かい 場所に 淺く植 て 貴く。 



の 痩 竹、 自 ら 長短 をな した もの 

あ る。 卽ち 詩で あ る。 

扱 ひも 異っ てゐる が、 大 體に於 

る、 こ 、に は 4 滅 宗 竹、 苦 竹な どに 

ると いは れ、 此 の 日 を竹醉 日な 

ない 五六 月頃 なれば いつでも 

回で ある が、 竹 はニ囘 やる と 成 

頃 第一 囘の植 替へを し、 も の に 

根を殘 して 他の 凡ての 根 を 除 

行 ふが よい。 

は 盆 養に 適する 小さい 苗 を 作 

ついて ゐる极 の 多い の を 選ん 

卽ち此 から 苗 作、 りの 第 一 の 



I 



竹 



作業に か、 るので ある。 すると 五月 中旬 頃 迄に、 徐々 に^が 伸びて 來 るから 四 五 

寸 になつ おら 皮 を むくのが よい。 此の 皮 を むくのが 竹の 盆栽の 秘訣で、 それ は 皮 

が とれて 幹が签 氣に ふれる と 節が 伸びない 卽ち 早く 皮 をむ いて 高さ を 一 尺 位に 

止めて 了 ふので ある。 然し 此の 剝皮^ 業 は 割合にむ づ かしい ので、 餘程氣 長に や 

ら ぬと 失敗す る。 始めは 二三 日 目に 一枚 位の 程度で 剝皮 する。 そして 剝ぐ時 は 

一 度に むいて しま は す、 竹 の 皮 を 少しづつ 縱に 割く ので ある。 これが うまく ゆけ 

ば 丈 除に 伸びる 竹が 一 尺 位で もう 生長し なくな.. ^ こ、 に 盆栽 竹が 作れる ので あ 

る。 之れ を 五六 本 二 つの 鉢に うまく 植れば 雅致の ある 竹の 盆栽が 出來 上る 譯で 一ぬ 

ある。 翌る 年から は 此の 盆栽の 竹の 根から 筍 を 伸ばす と 親 竹が 拈れて 了 ふから 

である。 然し 配置の 都合 や 親 竹の 損んだ 場合 は 必要な もの、 みを殘 して 矢張剝 

皮 作業 を 施す の だが 培養 當を 得ない と發 生す る 新 幹 は 次第に 細 少な ものと なる 

を 例と する。 

年々 かう して I 旬 をと， 9 去って をれば 竹の 盆栽 は 五 年 は 美瓤を 保つ もので あ 

る。 幹に 時々 香 油 を 塗，^、 布 で 拭き 上げて やる と 光澤が 出て 美しくな... - その上 害 

蟲に 侵 されなくなる。 



竹 



肥料 は 充分に 施さなければ ならぬ。 肥料が 不足す ると 害 蟲に食 はれる 惧れが 

生す るので ある。 

肥料に は 油糟が 最も 適當 であらう 鰊が その 次ぎで ある。 用 土は眞 土 七 砂 三位 

がよ い。 

竹に は 見殼蟲 がよくつ く。 此の 時は燈 草の 煮汁 を 塗って やる と 大抵 とれて 了 ふ。 

冬期 は 室內に 保存し、 盛 S の 頃は强 光線の 直射 を 避けた 方が よい、 葉 は 四 五月 頃 

に 室 部から 剪除す ると 更に 新 葉を發 生し 鮮綠な もの を 眺め 得らる」。 此 葉が 九 

月頃 見苦しく なった 場合 は 充分 肥 培して 置て E に 葉^り をしても 差 支 無い。 I 

灌水 は 常に 充分に 與 へる 必要が あ る、 鉢 底 は 極めて 水拔 けよ く 装置して S かね 

ばなら ぬ。 

鉢 は！ ra 緣の もの は 宜しくない。 何故なら ば、 內 緣 であると 根が 張って 來 ると 移 

植の 際に 拔き 取る 事が 出來ぬ 困難が あるから である。 - 

竹の 盆栽で 盆 土が 中高に 盛れ 上って 見 苦い ものが あ る、 そ れは 根が 充分に 張ケ 

てし まった 事を證 する の だから 植へ替 へ をし なくて はならぬ。 植へ替 へ を 怠る 

と 各 il の 勢力が 不均齊 とな り、 枯 死す る ものな どが 出來 る、 新 竿 を 延ばし 葡竿を 除 



柿 



く 場合 は 切株 を 

物で 縱橫に 切 

锻の額 は 至極 

や は， 9 极 張りの 

竹 を 通じての 取 

適鐾 に俟 つよ 



其 ま i 殘 

つて 置け 

簡單 であ 

よい もの 

扱 法で あ 

外 はない- 



柿 程 秋 來の氣 

の 柿 實を發 見し 

閼 けて 其 葉は鮮 

柿 實が鮮 かに 點 

盆栽の 柿 も 冴 



さす 見え 

ば 容易に 

る、 淸新 

で 中高 

る 一 種 



分 を 唆る 

お 時 程、 も 

か な 柿 紅 

出す る 有 

へお 其の 



もの は 

う 秋 だ 

葉して 

漾は柁 

美果が 



な 



な い 

腐敗 

短矮 

な ，り 

稷に 



や 

な 



い、 柿 

とし 

葉 落 

つ 三 



うにし 

て 取 

葉 を 

ち で 



二 還 

秋の 情 

つ 垂 れー 



あ 

述 



靑葉 



た 方が よい 

除く ことが 

るに は 年 一 

るから 注意 

する 煩に 堪 



. 之が 

出來る 

罔 全部 

を 要す 

へ ぬ か， 



に、 何 時 の 

せる もの 

，枝 は 次第 

無くて な 

てゐ るの 



め に は 株 を 

0 

を 湖.^ 取る • 

る 以上 は大體 

ら 各自の 取扱 



間に 熟 

はない 

に 疎に 

らぬも 

を 眺め 



れ たの か 朱色 

リ 秋 も 次第に.， 

な つ て、 朱 色 の 

ので ある。 

入 る と、 田 家 の 
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柿 



鑼落 など 

あ る - 

柿に は 

つ て、 自然 

，つくもの 

實 はっか 

落ちる も 

ど う 云 

れ から 

i つ 

て、 靑 く 

せる 柿 

て 見る 

る 0 

とま 考 に 



點 SS する 情罱が ばれる" そして あの 粗朴な 生活が 聯想され るので 



いろくの 種類 

の 柿樹の 係の よ 

は 多く は 接 木で 

ない。 實の 付く 

ので ある 玉 利 博 

ふ 場合に 能く 柿 

雨降りて 濕 b が 

て來 ると 又 落ち 

丈夫で 革質の 如 

實が 急速に 發育 

と糧の 有無に 關 

す V き 事で ある" 



は ある が、 葉 の. 柿 紅 葉 す る 事 も、 そ し 

く 出る 事から しても 山 柿が 一 番ょ 

あ る 、蹄 八 年と 云 ふが 盆 養の 實生樹 

の は 接 木が 多い。 花 後結實 した 樣 

士の說 に 

が 落ちる かと 云 ふと 旱魃が 績 いて 

あると 落 る、 又 これと 反對に 雨が 長 

始 め る、 そ れは 此の 蒂は赏 の 小さ い 

き 硬い 性質 を帶 び、 よ く發 育せ ぬ も 

膨脹す ると 自身で 其蒂を 押し 離し 

せ fZ 又 花粉の 交合 如何と 云 ふこと 



て 枝 も 細かく 

い。 盆栽の 柿 

は 八 年が 十 年 

で 梅雨明けの 

ゐ る 間 は 落ち 

く續 いて ゐた 

時から 割合に 

ので あ る、 其 上 

て 落る ので あ 

にも 關 せぬ や 



よ 

灣 > 

る ( 



く 茂 

實 の 

も果 

よ く 

が そ 

が 照 

き く 

固 着 

し 



うで あ i 



柿 



柿 は 植え かへ た 年に は結實 せぬ。 又 柿 は 一年 置きで 無ければ 實を 見られない、 

と 云 はれて ゐ る、 然 し 年々 必ゃ 着かせる 法が あ る、 そ れ は先づ 春季 植え 替へ をす る 

際に 舊 土の 全部 を 取り除く 事 を や め、 鉢 より 拔き其 形を壞 さすに 其 儘に し 凡 三分 

の 一 位、 そ の 一 方の み を 根 ごとに 剪-り 除き それ を その ま、 鉢に 入れて 肥へ たる 新 

土 を 其 所に 塡め るので ある。 翌年 は 又其舊 极の存 する 部分 を 三分の 1 剪除す る。 

かくすれば 三年 目に 全く 1 新す る譯 である。 又 柿 は 二 年結實 した 枝に は 翌年 必 

ゃ實を 結ばぬ もので あるか ら、 先づ 豫め 今年 は此 枝、 來年は の 枝と 大枝 を 二つに 

分けて 定め 置き 初めの 年に 枝 一 枝の 着 花 を 除く ので ある、 かくすれ ぱ 毎年 結果せ 

しめる ので ある。 

鉢 は 比較的 大形の 深 鉢 を 用 ゆるに 如く はない、 土 は 鉢の 底に 矢 張，^ 死 水の 溜ら 

ぬ や う、 赤 土の 粒 或は 荒らき 砂 を 入れ、 上部 は眞土 又は 赤土の 微細なる 微塵 を拔き 

これに 二三 分の 1K 神 川 砂 (柿 に は 淺間砂 もよ し) を 混じて 樜へ 込む ので ある、 

肥料 は 早 « 發芽 する 頃に 出來 得る 限ち 肥 培し 置 き、 開 花す る 獎には 一月に 一度 

位 極めて 稀薄な 水肥 を 施す に 止めて 置く。 そして 常に 微量の 過 燐酸 石灰 を 灌水 

中に 棍 して 用いて 年々 結實 せしめつ 、ある を 見た。 
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称 



称の 剪り 込 は 冬季に 行 ふので ある。 

柿の 枝 は 頗る 脆く 折れ 易い もので あるか ら、 整 枝す るた めに 撓め 曲げる に は 細 

心の 注意 を 要す る、 先 づ 麻、 打 ち 藁な ど を -卷 き、 稍 太き ものに は 添へ 線 をして 靜 かに 

曲げなくて はならぬ 時節 は 芽の 將に萠 え やうと す る、 四 月頃が 1 番 安全で ある。 

豆 柿 . 

柿の 一 種に 豆 柿と いふ 極めて 小 梁實の 柿が あ る、 別 に 小 称と も信鑽 柿と も. 云 ふ。 

熟して 紫黑 色と なり 何時 迄 も 枝から 落ちぬ これに も 大實と 小 赏がぁ る、 葉 も 小形 

で 枝 も 柿よ， 0 は 密生す る 性質 を もつ てゐ る、 培 養 は. 総 て 柿と 同一で よいから 玆に 

省赂 する。 
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藤 



藤の 花の 長い 房が 懸崖 卓から 垂れた 姿 は 初夏の 好 観で ある、 野 田 藤、 山 藤が 普通 

種で、 どちらに も 白と 紫と が ある、 野 田 藤 は 攝津の 野 田の 原産で 花は少 さいが 房が 

長く 伸びる。 山 藤 は 花房 は 短い が 花 は 大きい、 そして 蕾の 時に 袋の 如き 大きな 苞 

に 被れて ゐ るから 袋 藤と も 云 ふ。 此外 香氣の 良い 香籐、 紫黑 色の 黑藤も ある。 

培養 法 は、 本 來濕地 を 好み 甚 しく 水分 を 吸 ふ ものである か ら深 鉢に 入れ、 溝 土 を 

I 度 乾燥した もので 植 込む、 そして 日光に 充分 直射し、 春と 夏 は 水 は 何回で も與 へ 

盆 土が 常に 多量の 水氣を 含む 檫に する。 肥斜は 水肥 を 薄めて 隔日 位に 與 へる 花 

の 着く 木 は 日光に よく 當 てれば 蔓は 余.. > 出です 花芽と なる もの だが 1 湖 秋に は 花 

芽と 徒 芽と は 見解が つくから 其 後に 切り込む がよ い。 

別種に 土用 藤と 云 ふの と、 盆 栽で 花 を 見た 率の ない 窗籐と 云 ふが ある、 共に 籐程 

水分 を 好まない、 培養 法 は 普通の 雑木と 變る 事が 無い。 

醋甲籐 は 盆栽で は 珍重され て& るから 項 を 改めて 書く こと， - する。 
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藤甲醱 



^ ，甲 (さく かふ ふじ) 

「な CN ふ じ」 とも 云 ふ、 臺灣醋 甲と 薩摩醋 甲の 二種が ある、 臺灣種 は の 濃紫 花で 蕖 

も 厚く 濃綠 色を呈 する、 薩 摩ー顯 は 花 は 淡 紫色で 枝葉 其に 細 少で葉 色 もや、 黄色 を 

帶び 且つ 肉薄で ある。 盆栽で は 薩摩籐 を 殊に 尊ぶ が、 未だ 品の 少ない 爲と氣 品が 

如何にも 上品で ある 爲め であらう。 

何れも 暖地の 原 逢で あるから 冬季 は 室內に 入れ 保護 を 要する、 冬季 屋外に 放置. 

すると 落葉す るが 室 g: に 置 はば 綠葉を その まゝ 保ち 續 ける ものである。 花 は 八 

月 中旬から 疾き ー观め る。 

培養 法 は 腐葉土 を 多くして 植へ 込む、 新 梢の 先に 花 を 9E すので あるから 春から 

肥 培 し、 初 夏 は 最も 多く 肥料と 水と を與へ る、 開花 前後 は受 皿に 入れて 盆 土の 吸水 

を 多くす る もよ いで あらう。 薩摩醋 甲が 珍重され る は 繁殖の 困難な. ためで ある、 

揷木も 厭條も 利かない 只 臺灣醋 甲 や 土用 藤を砧 として 鎵 接する よ， 9 外 詮方ない、 

其 上 成長の 遲々 たる もので 母 指 程に 太らせる に は 何十 年と 云 ふ 霜 星 を 要する も 

ので ある。 



梧 



『秋風 一 陣先づ 秋來を 告げる もの は 梧桐で ある。 二 葉 落 天下 盡知 秋」 とか 「階 前 梧 

葉 己 秋聲」 とか 人口に 嗜 炎した 句が 多い。 一 W 秋の 象徵 は先づ 梧桐 を揭げ ねばな も 

ま い、 盆 栽と した は綠 幹に 新 葉の 萌え出した 眺め も容の 見る ものと してよ く、 婆 娑 

として 天 を 覆 ふ樣を 倔ぶ は S の觀 賞に 適する が、 何 と 云 ふても 此樹 が先づ 秋を吿 

げる 情趣 は 初秋の 期 節 物と しなければ な &ぬ。 ， 

梧桐 は 其 幹の 靑 白色なる ため 靑桐 とも 呼ばれ 又靑 梧桐と も窨 く、 所 によりて は 

「あや ぎ り」 め を によろ り/いっさ き」 な どの 異名 も ある。 

五月 頃に 黄白色 五 瓣の花 を 稍 頭に 攢錢 して 開く 實は 英を稷 ふて 梢 頭に 五 個 或 

は 二三 個づ、 着ける これ を綮鄂 など、 云 ふ 六つ かしい 文字 を 用 ひられて ゐ る、 此 

I 夾が 熟する と 一 隅が 綻 裂し て 中に 三 四 個の 大豆 程の 實， が あ る、 こ れが 梧桐 子と 稱 

へ て 食用になる もの で、 支那 人 は 大好物で あると 云 ふ。 秘傳 花饞に は 「皮 乾け ば 則 

ち 皺して 而て 黄な り、 其 仁 は肥嫩 にして 香 し、 生 にて 瞰 ふべ く、 亦 妙り て 食 ひ 茶に 點 
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Jt ^ 搭 



す ぺ し」 と して あるか u:^^ 

で あ る、 其 味 は *5<實 に 似た 

此樹の 盆栽と して 培養 

い か ら、 用 土 は 鉢 底 を水拔 

で此外 は只樹 として 肥料 

ば それで 足りる ので ある 

で 開花した 物 を 見ない が 

梧橺の 盆栽 は 昔から 盛 

可能 か、 それ 共 未た 誰も 手 

々無理な 事 かと も 思 はれ 



でも 炒， 0 て も 食べられる ばか b か 茶の 代用に もなる の 

と あ る、 が * ふて 見れば 全く 鬼蓮の 赏の 除と 鍵らない 

は 何等の 困難 も 無い、 性 過 濕を嫌 ひ、 輕鬆な 



けよ く 

を 與 へ 

が從來 

盆 上の 

にある 

をつ け 

る 0 



し 肥 土と 砂と を 六と 四 位に 混す る 

灌水し、 根が 張， 5 過ぎお 場合 は赛季 

は皆實 生に のみ 依て 此樹を 培つ て 

梧桐に これ をつ け 得たら 面白から 

が 桐 (き り) の 盆栽 は 未だ 實 見した 事 

ない のか 、鬼に 角 此の 大形の 葉 は 盆 



土質に 適しな 

が 適當の やう 

に 植へ替 へれ 

ゐ たから 盆栽 

が 無い、 盆養不 

樹 として は少 



！ね 一 



マコ め も》」 き) 

め もどき を 落 霜 紅と 番 ぐ、 實 に よ い 文字で ある、 これ 程 樹の成 じ を 現した 名， 



お 2 



紅 霜 落 



は 一 寸偷に 見當ら ない、 霜枯 れ の杜ゃ 林に 0 彩 する 此の 奚 紅の 實は思 はや 足 を 止 

め さ せ、 近 づ い て 見 る 氣 に も な h^ 一 寸 摘んで 見たい 心さ へ 湧 く、 乂 色彩に 乏しい 冬 

の 盆栽. &で この 眞 紅の はなやか さは 吾々 を 何 奈程樂 しまし めて 吳れる こと t?i ら 

う。 あの 斕 瑚の珠 に-光澤 を帶 ばせ たやうな 燦々 たる 美 玉 を 枝に かけ 連ねた 美楓 

は 花に 增 して 好ましい ものである。 

1 體 秋 程、 赤 の 色彩が 豊富な 時 は 無い が 霜の 深くなる に從っ て、 霜 葉 悉 く 落ち 盡 

してし まった 冬に は 全く 赤の 色彩 は 乏し い、 そ の 中に 獨り この 落 霜 紅の みが 燥然 

と 異彩 を 放って ゐる。 そして， V の實は 陽春 三月 頃 迄 枝に 留まって， 吾々， の 目を樂 

ませて 吳れ るので ある。 

落 霜 紅の 中に 稀に 白實を 結ぶ ものが ある、 恰度 象牙で 造った 珠の やうで 赤色に 

比して 鎞ぃ 佑の 趣が ある。 これ は 落 霜 紅の 文字が 一 寸變 にな る、 落 霜 白 (呵 ± と で 

も 云 ひたいが それ も 亦な ほ 變 • た、 白 實落霜 紅と 云 ふても 何だか 矛盾 を感 する この 

場合 は梅擬 或は 「梅 鎌」 を 用 ひ て 白 實梅擬 でい yr, 白 實梅擬 は赤實 種に 比して 葉が 

少しく 大形で 圆味を もって ゐ る、 そ して 葉脈 が 閱 んでゐ る、 樹 皮 も 稍々 灰白 綠色を 

S して ゐ るから 果が 無い 時で も 見分ける ことが 出來 る。 
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紅 霜 落 



又 この 白 K に 全く 

は 赤色 を呈し 酷似し 

栽と し て は 殆ど 見受 

尙珍 らしい もので 

一 種が ある、 實は 赤色 

叉 珠寫が 薄紅 色 の 

落 霜 紅 は 枝 を 矯 め 

に 曲げても ビ チ ッと 

啞 然とす る 程で ある 

影 を 放 つ； U けあって 

の 動 さ 初めた 頃が よ 

用 ひ 1 螺每 に靜か に 

植替へ は 春 四月 上 

めば 先づ 安全で ある 

は 矢 張 早春に 行 ひ、 よ 



同じ 葉 形 をして 觀葉落 霜 紅 I 名 (あ を は 

てゐ るが、 薬が 短 かい 枝の 端に 簇生す る 

け な い、 又 未だ 實の 付いた もの を 見た £ ゆ 

は 風鈴 落 霜 紅と 云 ふ、 まゆ みの 如う に 花 

でめる これが 盆栽に あれば 珍重す るに 

一種が あ る、 俗 に 「う る みしと 云 ふて 珍ら し 

る ことの 最も 困難な もの、 一 ゥ である 

云 ふ 1 昔が した かと 思へ ばもう 折れて ゐ 

これほど 盆栽の 技術 家 を 泣かす もの 

その 枝まで 1 僻の 吾 儘 者で ある。 枝の 

いやう である、 こ の 時に 丁 攀に麻 を卷き 

曲げ る よ 外仕 方 が 無 い。 

旬に 行 ひ、 植土は 赤土の 細 粒と 砂粒 を 混 

0 新ら しく 出た 梢に 開 花結實 する もの 

く 肥 培 し、 炎 暑の 候 は 午前中：：： 光に 営て 



だ) と 云 ふの が あ る、 實 

特性 を 有して ゐ る、 盆 

がない。 - 

梗 が 聚散 花序 を. し た 

足りる。 

いものと されて ゐ る。 

0 針金 を かけて 靜か 

る。 その も さに は 

は 無い、 時候外れに 異 

柔か い 時 は 春季 樹液 

少しく 太 目な 針金 を 

へ て 水拔け く植込 

V. か ら、 枝 の 剪 ..^ 込 み 

る 場所に 歡 /、か 或は 



贅 

ね 



落 

力 

f 一 常 

力 

紅 

な 

て 



下に 置く がよ い。 夏 曰 葉 を 焦く と软 になつ 

朱 玉の 美觀 を^ はふ ことが 出來 ぬ。 また 實 

注意せ なくて はならん。 

鉢 は 5： 色の 鉢 を 使用す るの がー 番 よく 調和 

も赤實 をつ けた 時 もよ い、 朱 泥 や 其 他 赤色の 

目立お なくなる。 

落 霜 紅 を 長く 鉢に 持ち込ん だもの は 皆 一 樣 

で あ る、 實 に 不自然で 类 觀 を 掼 する 事が 多い 

無い と 云へば そ れ 迄 だ が、 ど うかして この 瘤 

うかと 常に 思 ふて ゐる。 

この 樹の種 木 は 多く 山地から 採る もので あ 

い、 幹 を 矯めて 整へ る 事 も 困難で あるから 多 

へる ものである" が こんな 次第で i ま 霜 紅に 

稀で あ る、 あ れ ば帘價 は 甚 しく 高い の が 常 で 

實生は 稀に は あるが 發 育の 遲 いもの だから 



て鮮 かな 綠 葉の 間に 早く 染め出し 

物の 常と して 水 切れの ないやうよ 

する 白の 鉢 なれば 綠 葉の 時の 眺め 

鉢 を 用 ふると 實の 紅色の 驟は しさ 

に 根元が 見 惡ぃ瘤 伏を呈 する のが 

が、 これ はこの 樹 の特徵 だから 仕方 

を 作らぬ 培養の 方法 は 無い もの！ U 

るから よい 樹姿 を備 へ，^ ものが 少 

く は 剪り 取つ て 新芽 を 伸ばし 形 を 

は疵の 無くて 形の よい もの は 極め 

あ る。 

多く 小品 盆栽と して 形 を 整 へら れ 



9.) 



楠 



石 



てし まふ。 高さ 二 三寸の 豆 盆栽に 紅い 實が 技に 連なって 結んだ 樣は赏 に 愛らし 

いもので ある。 

用 土 は 撰ばぬ が奚 土と 赤土の 細 粒と を 同量に じた. のがよ いや ラ であ 气 E 

科 は 充分に 與へ 夏日 葉が 黑^ を. 帶 ぶ？ に 肥 培す ると 秋の 果も肥 太し お 光澤の あ 

る もの を觀る 事が 出來 る。 



石 橘 一 ； 

淸淨な 花 ：= と 云へば 石 楠の 花 を 指摘す るで あらう。 此花 はも と 雲 表の 酃他、 

高山植物 中の 女王と も 云へ やう、 盆栽に 欒 しむ 程の もの 此花を 拉し來 り て 座臥 

尺の 間に 天外の 花 を觀赏 せんとす るの は 又む ベなる 哉で ある。 一 

盆栽の 天狗 連が 黑物好 を て a としながら 此 花の みは 例外， に 置かれて ゐる、 然 

し 日本に ある もので も此 花の 研究 はま だ /\ 外 固 人に 先ん せられて 吾々 の矜， 

を 奪 はれて ゐ るの は 誠に 殘 念な 事で あ-る 種類 も澤山 あるが 盆 養され る 日本 霜 を- 



yt> 



擧げて 見る • 

大石. 楠と 云 ふの は 九 州、 四 讕の. a 中に ある もめで 別に 筑紫石 楠と 云 ひ 1 輪ニ寸 

に 及ぶ ものが 群 bt; くので 本邦 石 南中の 沘觀 であるが 紀州 にも 此 種が あ b 幹 廻 

一 尺に 及ぶ ものが あるとの 事で ある。 

飆葉石 樯ュ信 遠の 画境に のみ 產 する 一 種で 世界に 唯 1 の 珍 種で ある、 葉 は 細長 

く 幹 は 他 種の 》s る 性に 反して 直立す る 性が ある。 觅に角 珍 種で ある。 

白 石楠花 は 東北 地方の 高山に 多く 生じ 滅は 薄く、 臭 面 は 淡綠色 或は 淡揭 色で あ 

るか., 花 無く も 判別す る 事が 出來 る、 就中 葉 襄淡綠 色の もの は 花の 色 純白で 淡 得 

色の もの は、 開花の 時 淡紅色 を 帯び 後 白色と なる を 例と する。 それ故に 白 花 石 楠 

の 中に 加 へられて ゐる。 

黄サ. -石楠 は 極めて 矮 性の 一 種で、 花 は 淡黄色 葉 も 小形で 車 輸狀に 出る、 これ は 培 

養の 困 雛のお めい つも 吾々 を 苦しませ るが 未だ 満足な 培養 法を閡 かぬ の は臛^ 

界 のために 惜しむ 事で ある。 

普通 石 楠の 種類と 云 へば 以上で 盡き るので ある 培養 法 は K 山 性の ものである 

ごけに 持ち込む 迄が 面倒で あるが 持ち込んで しまへば 何でもない。 元來 高山の 



楠 



石 



樹下 など 半 陰の 地に ある も の、 そ して 高山の 常と して 常に 霧に つ 、まれ 空中 水氣 

ある 所に 生育して ゐる ものであるから、 これに 準じた 培養 手 當をさ へ 行へば よい 

鉢は淺 盆より は 中 深の 盆が 適 し、 用 土 は 近時 皐月に 專ら用 ひらる、 鹿 沼 土と 稱す 

る フカ フカ としたよ く 水氣を 含む 土に、 砂粒 を 二割 程と 腐葉土 二割 位 を 混じ 水拔 

けよ く植へ 込む。 石 楠 は 植替へ を 最も 嫌 ふ ものであるから 完全な 植込を すれば 

五 年 位 は 其 ま. - 放置した 方が 成績が よい。 時期 は 花 後 五月から 入梅 時に 行 ふ。 

肥料 はよ く 腐 熟した 淡い^ 肥 を 度々 施さない と 花 着が 惡 るい が、 然 し 肥料の た 

めに 盆 土の 表が いつも 粘る やうで は 必ゃ根 腐れ を 生やる から 淡 肥が 土に 吸收せ g 

&れる 程度に する。 尤意を e ゆる 事 は 其 像？ I であるが 普通 種 は 午前中 日光に 當 

る 所に a き 盛夏 は資下 叉は樹 下半 蔭の 場所に 置く がよ い、 然 し 花 を 多く 付ける に 

は 成るべく 弱い 日光に 多く 浴せ しめなくて はならない。 黄花 白 花 種 は 性赞が 

赤 花 種に 比丄て 弱い からこれ は S 日 は 朝日の み當る 所に 置 き、 そ して 何れも 葉に 

噴霧器 を 以て 度々 霧 を 注ぐ 事 を 忘れぬ こと。 

冬季 は溫 室へ 入れる 必要 は 無い が 凍結せ ない 設備 を 施さなくて は 折角 着けた 

蕾 も 開き 得す 腐れる 事が 往々 ある。 花が 散ったならば 直に 花梗を 切り去 り、 結 實 
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キ 



に樹 勢を费 さしめ ぬ やうに する 《 



铫葉衛 矛 (まゆ み) 



實 を 觀 賞 す る盆樹 である 

色の 子資を 出す 戕は 花より 

別 な 1 種 に 「つ りば なま ゆ 

か ん」 と も 云 ふて ゐ る、 實 の 柄. 

あ り、 裂 開し な い 前 は 蜜柑に 

ある。 これが 五つ に 裂 開し 

し い。 葉はまゅみょ，.^稍大 

に 染め分けて 次第に 鮮紅色 

る。 產地は 主に 甲 信 地方で 

に 强靱で 揮 力に 富んで. ゐる 



も 



秋 末 枝 間 

美しい。 

み」 と 云 ふが 

が 長く 垂れ 

く 很てゐ 

紅 色 の 軍 

く 幅も廣 

に 代 つて. 行 

あるが 東北 

か.， > 折れ る 



に 紫魟色 

種類 も大 

あ る、 盆栽 

るからで 

る の で 「つ 

をはぢ き 

い、 晚 秋霜 

く 美し さ 

及 北海 遊 

^ U な い 



の實を 懸け 遝 

實と小 實とぁ 

の 方で は 「つ り 

あ る、 實 は五錢 

りみ か ん」 な ど 

出した 所 は 花 

に 逢 ふと 一葉 

は 赏が無 く て 

にも ある やう 

が 針金 を かけ 



ね、 後 裂 開して 黄金 

る" 

i.6 ゆ み」 と も 「つ b み 

白銅 位の 大きさが 

と 云 ひ 出した ので 

よ， 0 も 美しく 好ま 

の內に 綠、 黃、 紅 と 斑 

も愛觀 する に 足 ，0- 

である。 木 は 非常 

て もはづ せば 直ぐ 
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に 一:$ つて 

まゆみ 

土 を 堅く 

植 かへ は 

まゆみ 

たもので 

た。 枝 は 



却々.！ が 付かない 



類の 培養 

腹せ す輕 

春季に 行 

の 盆栽 は 

あ る が 俄 

臘梅の 如 



黄 梅 は 

か ら、 雪 が 

云 ふ 名 は 

る。 支那 



黃 



高原 地方 

消えおば 

よく 穿つ 

でも 早春 



は 一般の 雜木 

( 植 へ る、 夏 の 

ふ 0 

古くから ある 

にもて はやさ 

く對 生す るか 



と 同じで あるが 腐棄 

烈日 は 葉 を 焦く から 



が、 つりばな は 大正 

れ 今では 相 當数も 

ら 剪定に 注意 T る 



に 適する 早ま 

かりの 早 赛、 ぼ 

ね 名で ある。 



土 を 多 

賓 下な 

年頃 初 

來 名木 



の 花で あ る、 信 濃 あ 

つ く と 黄花 を 開 

東 京 で は 少む 暖め 



こ 



れ 



く 混用して 植付け は 

どに 置く 方が よい。 

め て、 盆栽と して 現れ 

も 見られる 樣に なつ 



の 花と して 古來 文人墨客に 愛 IS さ 



りの 山 

の を よ 

れ た。 



中の 家の 籬 などの 間 

く 見受く る、 迎 赛 花と 

に はもう 花 を 見られ 



a, 干 二月 及 春 初ー閼 、故 名，： 迎 春 花- 

南 圃史に 出て ゐる。 

黄 梅 は 九月 下旬 頃 その 葉 を 見る と、 老 葉と 云 ふよ..^ は、 も ラ に 放に 止まって ゐ 

るに 過 ぎ ない み 云 ふ 機に 殆ど 生活力 は 失 はれて ゐる。 殊に^ 樹は 全く 葉 を ふる 

い 落して ゐる もの さへ ある。 木瓜 と m じ く、 冬 期 も 休眠す る 事の 無い、 此花 は、 塞 威 

を 忍いで 花 を 開く 準備の ために 初秋 旣に 休養して^ るかの 如く 見受けられる。 

植か へ は此 期に 行 ふが 最もよ いやう である 多くの 盆栽 家 は 皆 九月 中に 植か へ を 

行 ふやう である。 

然し 奢 四 月 初旬 花 後の ffi か へ も 決して 惑く は 無い、 然し 其 結果 は 秋季の 植か へ 

に は 及ばない と は經驗 家の 皆齊 しく 語る ところで ある。 ， 

花後植 かへ を 行った もの は、 新 稍が 不揃 ひに 出で： w びる もの は 長く 伸びる ため • 

芽 止まり を澤山 生やる これに R して 秋植 へ は 花 後 新芽が よく 揃つ て 萠ぇ出 し、 黄 

梅に 有り勝ち な、 梢 頭が ゴ ッくに 太る 事が 少ない と 云 ふの ♦ たから 全く 理想的で 

あ る。 

黄 梅に は 太い 樹が 少な い、 そ して 地に ある もの は 蓮の 如く 長く 伸びる 性 ®? を ふお 



茶 



する ためな かく 太らない、 盆樹 として 幹 太く 枝 岐れょ く、 無 瑕に 樹冠 迄 まり 行 く 

と 云 ふ 樹は甚 少ないた めよ ぃ樹が あれば 價も 驚く 程 高い。 

根 は 長く 伸びる 性質が あるから 高 い 立 石に 附 け て 其 极を蜓 蜿と石 に 添 はせ 盆 

土中に 放った ものな どよ く 見受く る、 若 木 は 實に强 健な もので 如何に 肥料 を 多く 

與へ て も 肥料 もたれ をせ ない ものである が、 ± 幹の 老樹になる と 却々 氣六 つかし 

い、 炎暑. は 午後 の 陽 を 半 陰 に し、 冬 も 暖かい 所 へ 置 くが よい、 然し 十二 c:: 中旬 迄 は 星 

外に 置き 】 度 は 寒 氣に逄 はせ ない ふ、 芽 と 花が 變調 とな，^ 不齋 に^ i 

晚 秋-から 初冬に かけて 佗しく 淡く^く 茶. の 花は靜 であ る、 寂 である 悶淸 である 

此 花が 古东 文人 や 茶人に 喜ばれお の は 無理から ぬ 事で ある、 

色香 を篛ふ 諸々 の 花 は 秋風 一 陣 凋落の 悲哀 を 語る 時 此花獨 り 浮世 を 外に t 火く 

ので あ る、 妍 齙な花 を 嫌 ふ 盆栽 趣 * ^ も此 花ば かち は 好まる 乂、 殊に これで もな.. -、 
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あれで もな しと 盆栽の 數々 に 遊び 盡 した 人の si^ て は必す この 花 を 好 愛する やう 

である。 製茶 用と して はいろ/^ の變 種が あると いふが 盆栽に は 葉の 小さき を 

喜ばれる 花 は 龍" 通 白で あるが 淡紅色の 花 を 開 く 「ベ に ば、 な ちゃ」 と 云 ふ 一 種が あ つ 

て 珍重す る 入 が あ る が、 茶 の 花の 趣味-は 矢 張 白に 及ばない。 

話 は 盆栽 外の 別な 事になる が飮 用す る 茶 は 僧侶が 支那に 留學 して 覺 えて 來に 

ものである。 弘法 大師が たも 茶 や 茶臼な ど を 支那 か らお づさ へて 歸 つたと 傳へ 

ら れてゐ る。 

然し 茶の 實を携 へて きたの は 建久ニ 年、 鎌 倉 將軍實 朝の 代、 榮 西が 宋 に留學 して 

歸り， に携へ て、 之 を筑 前の 背 振 山に 植 ゑお。 そして 都の 惠 ^ 上人に 分け て 『椅 の 尾』 

にも 植 ゑら れた。 だから 一時 は 梅の 尾が 茶の 名産 地と なって ゐた。 足利義 溜の 

頃、 こ れを 宇治に 移 し、 そ の 後 は 宇治が 天下の 名産 地と なつお のでめ る。 

現今 茶が 日本の みなら ャ 世界 至る所に 需用され る やうに なった 理. E は 一 驢特 

有の よい a 喙 と" ま た 或る 種の 生理的 作用 を そな へ てゐ るからで あ る、 茶 の 特異 な 

る 成分と は ティ 1 ンと タン 一 一 ソで ティ— ンは壯 快なる かをり と、 に がい あ ぢとを 

有 す る。 これ を tS; 服 すれば t- 經を 刺戟して 快感 を與へ る。 茶 を 飮 み な れぬ人 は 1 



一 ゆ 
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茶が ねむられ ぬと こぼす。 日本人で も 玉露な 

の はこの ティ I ン のせ ゐ である。 

支 藤で はこの 刺戟 を 茶の 効用の 一として 數 

る。 ふざけた 話で は あるが 達磨が 讀經 の 際し 

して ゐ たがいつ しか 眠りお ちて しまつね。 そ 

は あつ て 無用とば かり 眼球.^』 ゑぐ b 欲いて 地 

たのが 茶 だとされ て ゐる。 茶の 實が めだまに 

わが 國の 古い 川柳に、 

お 茶壺の 泊り 一宿 寢そ びれ る ， 

とい ふの が ある。 宇治から 將軍欉 へ 年々 獻上 

時の 你々 しさのお め 宿場と なつお 場所の 一 夜 

る。 嘉 永年間べ ルリが 浦 贺に來 た 時、 落首が あ 

日本 を 茶に しに 來 たか 蒸汽 船 (上 喜 撰… つ お 

茶に 上等の 喜 撰と いふの があった の を もお 

3 きの 歐洲 大戦で も、 昂 奮させる 必要から テ 



ど を 多くの む a/ む や み に 昂 0 す る 



て a る 



さ 

ベ 



した 

力 騒 

る 0 

二 1^ 

0 た 

ィ ] 



力， こ 

氣を 

の あ 



に <^ 

ゐ る 



茶 の 

ヽ ご 

で 夜 

も の 

ン を 



こ 



使 

あ 



、に 面白い 

もよ ほ し、 眠 

ま t ね む る 

ら 、そ の K 球 

であらう。 



»說 がめ 

るまい と 

や う な 眼 

から 生え 



ひが 、東海道 

あてつけた 

むれす 

る 0 

お菜 子 を ^ 



を 過ぎる 

意 で あ 



つた さう 
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で， そ の 需要の 

この 外に 刺 尿 

ば 有害で ある 

茶が すきに 

と ある が、 盆 

兹に受 合って 

盆栽と して 

炉& 丹精した 

が 急に は 多く 

が 必要で ある 

圜圃か ら拔 

を 要す る、 早春 

植土は 砂 を 

もしく ば 隔年 



ため 靜岡縣 あたり は大に 

の 効が ある。 從っ て 支那 

らしい。 川柳に も 

なれば 頭が 藥罐 な.. - 

栽に した 茶が 好きに なつ 

置 く、 と ん だ茶噺 になった、 

は圚 H からよ い 木 银りを 

ものに 優秀な もの を 見 一： 化 

出来ない もので あるか ら 

い て 培養す る に は、 こ の樹 

か 或は 梅雨 前が よいと 經 

少量 泥 じた 馕土 がよ い、 水 

に 行 ひ、 春から 數！ S 油粕の 



ふるった と 云 ふ 

では 靈藥 と稱さ 



事で ある n 

れてゐ た。 



たばり では 頭 は 

" さ て 

採掘して 持ち込 

け る、 實生 は 三 年 

其徘 置に はよ く 

は活 着の 難い も 

驗 者の 雛で ある 

拔けは 勿論よ く 

0 汁 を 施し て、 日 



ティ— ン 

然し S が 



過れ 



藥罐 にな 

む 事 も あ 

目に は 花 

注 意 し、 配 

ので ある 

して ほし 



らぬ事 は 肇 者が 



る が、 多 く は 

を 開く が 枝 

置 もェ風 す 

から 餘 程の 

植替は 



實生 

の 數 

注 意 

年々 



光 に は 充分 よく 當る、 元來 



塞氣 をい み 年中 綠棻を 着けて ゐる もの で あ る か ら 冬 期 は 室內に 入れて 保護し な 
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くて は 祜损す る、 稚 樹の內 は實を つけぬ 方が 樹の； ：； めに よい、 花 後 結^す る やう だ 

つたら 取.^ 除く 事が 肝要で ある。 

木 犀 (もく さい) 一 

IK 淸らに 澄む 秋、 路 を 歩んで ゐて ふと 何處 ともなく 馨香 を ffl く 寧が ある。 あた 

り を 見 週しても 花ら しい 花 は 見當ら ない が 木犀の 香で あ、 る。 つ、 ましく 葉 隱れー 

に暌 いて 氣 高 き 香 を 放ら 木犀 こそ 床しい ものである。 」 

木犀に は 黄花と 白 花と ある 、黄花 を 金 木 浸 金 桂) と 云 ひ、 白 花 を鈒木 犀 (銀 桂) と 云 ふ、 一 

此 外に 赤 花が あると 支那の 眷には あるが 本邦で は攀 者の 狹. い 見聞で はま だ 知ら 一 

ない。 此樹， の 盆栽 は 余り 多く 見受けない。 幹の 古色 を 喜ぶ 盆栽で は 此樹の 滑 か 一 

な |i 皮に あき 足らぬ ものが あるので あら う。 

然しながら 其 稀なる が 故に 叉 佳 香 あるが ために 珍 種 好 み i 木 好みに は 深く 愛 . 

される ので ある。 



a 養して は 六つ かしい もので は 無 い d 土 を 多 ，、 用 ひ、 常 綠樹 であるから 冬期の 

烈塞は 保護して やる 必要が ある。 植 かへ は 年 一度 は 必要で 泰四 月頃に 行 ふ。 

地鏽 (つた) 

H日綠翠滴らんばか..^の光澤ぁる葉の風に搖らぐ凉 味、 秋 日 燃 ゆるが，^ き 紅 葉 

の 美觀" 地錦の鑑賞的價^gはそこに存する。 

別名 は數々 あ る、 萬 葉 集に は 「都 多」 と 出 て ゐ る、 其 他 古名 は 「つ た かづ ら /まつ なくさ.； 

，いはつ な」 など 歌に 出で 「な つ づ た/にし き づ た」 など 、も 云 ふ。 

つたが 他物へ 附着す るの は卷 鬚の 先端に ある 吸盤の ためで ある。 此樹の 若き 

もの は 其 葉に 裂 目が あり、 葉 面が ザラ くと して 光澤が 無い。 樹が 古くなる に從 

つて 裂 目が 淺く圓 き 心臓 形と なり 葉 肉 も 厚く 葉 面が、 滑と なち 光澤 を 生じて 來 る。 

ぽ 葉の： ffl 葉つ た」 と 云 ふの はこれ である。 

初夏 葉腋に 淡黃色 總 狀の 花が 附 くが 賞す る 程で も 無い が 秋 末 葡萄の やうな 攝 



m 



齧 



染 となつ たの は 愛らしい ものである。 

1 年 一 回 は植か へを耍 する、 泰 萠芽 前に 舊土 をよ く 1^ るい 落 し、 眞 土 七、 砂 三 位 の 

土 合せで 植 込む、 肥料 は 水肥と して 一 周 一度 位 は 施す、 瘦せ ると 葉の 光澤 を^ ふ も 

ので あるから。 水 は 常に 充分に 與 へる、 葉の 比較的 多い ものであるから 鉢 土 はよ 

く 乾く ものであるから 油斷 は出來 ない 二 度 水 切 を すれば 枝の 先端から 葉が 凋み 

て 其 年 一年 は 美 葉 を 見る 事お 出来なくなる" 盛夏 中は簧 下に 置き 葉 焦げ を 防ぎ 

强 風雨の 時な ど 葉の 損せぬ 樣 注意が 肝要で ある。 

地 錦の 類に 野 葛 (つたうる し) が ある 葉が 三 個の 小 葉から なって ゐる、 盆栽と して 

は 地 錦に は 及ばない。 




ばらと 一 言 に 云 へ ば、 英 國ぁた.^で作出された花ばらを思ふ。 然し 盆栽と して 

は單純 淸楚な 野生 的 情趣の ある ものと、 氣 韻と を赏 せられる、 其點に 於て 野 薇 薔 、木 



肅 



藪 



1 1 0 0 1 . 



香 ばらな ど 多く 培養 せられる。 

薔薇の 種龥を 一 々擧 げたなら 数百 種 あるが それ を 七つの 性質、 木 性、 叢 性、 1 性、 山 

械性、 野薔薇 性、 攻瑰 性、 木 香 性に 分ける ことが 出来る。 

野薔蔽 にも 細別す ると 數種 あるが 盆栽で は 小 葉と 照 葉と が 喜ばれ る、 別 に 朝鮮 

に 大輪の 一 種が ある 花 付 もよ く 却々 優 品で ある、 又 近時 四季 咬の 種類 も 作 出され 

て 野生 種 以外の もの も 出 來て來 た。 

木 香 性 ばらに は 黄 木 香、 白 木 香、 大 輪 木 香な どの 種類が あるが 何れも 重 瓣で輸 は 

小 輪 は花徑 五六 分、 大輪 種-は 倍 位の 大きさで あるが、 盆栽と して 享 ら 珍 璽 さる 黄 

木 香 は 香氣が 少なく 白木 香 は 强ぃ香 を 放つ ので あ る、 盆 栽 界で黄 木 香 を 喜ぶ もの 

は 黄色 を 貴んだ 昔の 支鄉の 風習が 傳 はって 知らす く これ を 食 重 品と したので 

あらう と m 心. はれる が 盆栽と して 面白. » は 白木 香 も 決して 黄花に^る もので 無い。 

殊に 香 氣の强 い 點と淸 楚な色 は 盆栽 趣， ％ から S へ ば 却て 白に 面白 咏が あると 

思 はれる。 蔓性 のばらで 「はと ゐ ばら」 が ある。 これ は單瓣 大輪の 白 花で 香 氣も好 

くな かく 名木 も 多い。 

花蓄 薇で は 昔から 白 黄ばら の氣品 あるが 盆栽 家に は 喜ばれて ゐ る。 又攻 瑰 (は 
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ま な す) も 山 草 好みの 人々 に鍾 愛されて &る。 

培養 ばらの 培養 は 無造作の やうに 思 ふが 決して 左う でない。 尤も 何 西 種 も 

ある 種類の ts: では 割合に 容易な もの も ある が、 大 體は 困難な 物の 中に 入れて よか 

らう。 次に は大體 共通して ゐる 其 培養 法 を 述 ベる， 種 額に ついての 難易 は 一 々述 

ベる 事 はむ つかしい。 . 

ばら は 年々 一 度植 かへ を 行 はない と 枝 枯れ を 生 じ 、根 に 瘤 を 生やる もので あ る 

時期 は * 將に 芽の 動き 出した 時が 好季 である。 根が 活動す る 迄 は 風の 當ら ぬ瞹 

かい 所に 置 き、 土 及 其 室の 签氣の 乾燥せ ぬ やうに 注意す る 事 を 要 す。 冬 期 も 其 保， 

護に 依て 葉の 落ちない 種類 は 尙過乾 を 嫌 ふから 日中 a 暧の 時に 葉 水を與 ふる は 

効が ある。 

用 土 は 所に 依リ 相違して S る、 名 古屋 方面で は 蔡ら砂 を 多用す るが 東京で は氣 

候の ため か 土 を 主と し 砂 を 加 用す る 程度が 成績が 良好で ある、 土 は 赤土より は眞 

土の 細 粒 を 用 ひこ れを六 分、 砂の 粉末 を 除きた る もの を 四 分 泥して 植込み 鉢 底 は 

力めて 荒 目の 土砂 を 入れ 水拔け をよ くす る 事が 他の 樹 より は 必要で ある、 この 臭 

土に は 肥 科 分 を豫め 含ませお もの を 普通の 樹木に は 用 ひる、 が ばらに は 全く 無 肥 



料の 顧ら しお 土 を 用 ゆるが 安全で ある。 そして 芽が 稍 延び 根の 活勸の 盛んにな 

つた 頃 を 見て 極めてよ く 枯れお 水肥の 稀 藩な もの を 時 を 隔て、 施 す、 過 肥 は 却て 

窖多 しと 云 ふて 少なければ 木に 力が 出來 ない 、要するに 過ぎぬ やう 適當 にと 云 ふ 

より 外 詮方がない。 

芽.^ 1 みは 泰季に 行 ふ は 花 着き を惡 くす る から 止む を 得ない 徒 長 芽よ 外摘鬆 

を i め、 花 後に 行 ふか 或は 秋季 (十月) 中に 矯枝 剪定 を 行 ふべき である。 

冬期 はなるべく 温かな 室 rS: に 入れ、 极鄧の 凉結を 防ぎ、 共 室の 乾燥に 過ぎない や 一 

うにす る。 夏季に 於て 弱 b か、 つた 木 を 冬期に 油斷 すると 澤 山の 枝 枯れ を 生じ 二 

又 甚だしい は 全く 枯- 死す る ことがある。 

ばらの 中で 最も 氣む. づ かしい は 白 王 ばら、 次 は 木 香 だが、 其內 でも 黄 木 香 は 殊に 

注意 がいる。 かく 云へば ばら は甚 培養の 厄介な 欉 に 思 はれる が 僅かの 注意 さへ 

总ら なければ 何でもない 事で それだけに 又 培養して 樂 しみ も 多い 譯 である。 殊 

に 典 魔氣品 ある 花 を 撰み 難物 を 美事に 作る 事と は 所謂 通の 所以で あらう。 



m 



欏 



»^ 一 (ぎより う) 

it 柳 は 柳の 名 を 胃して はゐ るが 稷柳 科で は 無い、 然し 何となく 柳に 似た 感じが 

ある。 支滞の原蜜でぁるが痳^^三"効能がぁると云ふから漢方醫が輸入したもの 

と 思 はれる。 温暖の 氣 候に 適 し、 濕 地 を 好む ものであるから 其 性質 を 心得て 培 1 

すれば よい。 楹土は 砂と 眞 土と を 宇々 に 混用す る。 

權 柳の 幹 は ml- 平にな つ た 物 をよ く 見受く る、 そ れは 枝の ある 側に のみ 樹ず 0 

く 性質の 甚 しい ものである 爲 であるから 枝 配り は 良く 注意せ ない と 永年の 間に 

崎 形と な る 事が あ る。 

又 疆柳程 夏時に 手の か、 る もの « 無い、 新 稍が 上へ 向って 盛んに 伸び 出 す、 眺 め 

よくす るに は それ を】 々下へ 向けなくて はならない。 閑人でなくて は % 柳に 持 

てない ものと 云 はれる。 

夏の 観賞 樹 であるから 石 付に した 物が 多 い、 こ れは水 切れせ ない 欉に 注意 を耍 

す る。 



簇 一の 梅 81 佥 



盛 S 烈日の 日 は 宇 陰に 置き 冬 は 屋內に 入れて 保 謹せ なければ 枝祜 を生づ る。 _ 

肥料 は 春よ...' 土用 中 多く 與 へ、 秋 は 減す る。 此樹は 適當に 培養 すれば 春秋 二 0 一 

開花す る 性質 を 有って ゐ る、 然 し 其 年の 新 梢に は 開花せ ないから 花 を^ かせる に _ 

は 枝 を 全^ 切. 込まぬ がよ い。 一 

撖木は 極めて 容易に 發根 する ものである。 

まん さく 

「まん さ く」 は 早春 葉 に 先って 黄金の 來 配の 如き 花 を 開 く、 花 らしくない 花で ある、 

此ー簇 で蠟辨 花 (と さみ づ き) と 「ひ う が み づ き」 が ある、 これ は 蠟梅を 小さく した 樣なー 

花 を 七 八 個 稳狀に 連ねて まだ 葉の 無い 枝から 垂下す るので 愛らしい 眺 である。 I 

夏時 も 塞 樹も觀 賞に は 適せない 只 早春 珍 花 を 見る だ W であるが 雑樹 好み は 期 

節の 花と して 梅 や 木瓜に 比して 變り 物. なので D Si で 培養す る 機な 事に なって ゐ- 

る- 一 



樹 孫 



公 



楓 と £ へ ば 一. か へ で」 と 思 ふが 六づ かしく 植物 學の 分類で 行く と楓は 盆栽 界で云 一 

ふ 『え が ふ う」 で槭樹 科で は 無く 卽ち この 金 縐梅斜 に屬 する ものであるそう である 0ー 



公孫 樹 (いてう) 

公孫 樹は 盆栽に して 面白い もので 昔から 愛 培され てゐ る。 

公孫 樹は 原産 は 支那 だ が、 今 では 本家に は 余り 無くて H 本の 樹 となつ てし まつ 

た。 又の 漢名 を 鴨脚樹 とい ふ。 其 葉の 形から 來た 文字で あらう 「いてう」 と 云 ふの 

は 鴨 脚を宋 音で は イイ チャオで ある それが 轉 訛して (いて う) と なった の だと 云 ふ。 

公孫 樹の 盆栽 は 其 葉の 綠と黃 薬の 美 趣を樂 しむの だが、 彼の 天を摩す 魁偉な 姿 

の 縮寫で 無ければ ならない。 杉が 直 幹で ある 如く 此樹も 直立し お 巨大な 感， じの 

ある 幹 を 望ましい、 そして 樹 冠が 快お 婆と して 天 s を 覆 ふ 姿 を 現出したい。 

この 老樹 は必す 乳の 如き 形 狀の瘤 を 垂下 す る、 樹 にもお ま 此 乳の 垂下し 

たもの を 見る が老 大樹の 特徵が 出て 珍と すべきで ある。 • 
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孫檄公 



^ i I T. 



昔 は 實生寄 植の鎩 杏林の 盆栽が あった 一 種 愛すべき 趣が ある ものだった が 近 

時 見受けな い、 赏 生から 盆 養した 公孫 樹は 結實 する 事 は 到底 望めない。 其 薬に 裂 

目が 無くな. 9 一 枚 葉に ならぬ と結實 しない、 又 此木は 雌雄 別 株で ある； 

此頃實 付 公孫 樹と云 ふよく 實の つく 一 種が 現れた、 これ は 甲 州の 某 寺に 原木が 

あ，^ 其 枝 を 取った ものが 次から /\ と 根 接き をして 殖 へお ので あ る、 こ れは 普通 

の 培養で 結實 する。 . 

この 實 钟 公孫 澍 以外に も 稀に は結實 する 盆樹が ある。 

培養 は 春季 一回 植 かへ を 行 ふ。 よく 肥 培 すれば 隔年で も 差 支ない Q 水分 を S 

めて 多く 吸 ふ ものであるから 水 切れせ ない 樣に つとめ る、 殊 に實 をつ け やうと す 

る もの は 水 を 多く 與 へ る、 七 八月の 頃は受 夏に 水 を 盛って 其 中に 鉢 底 を 浸しても 

よ い。 

公孫 澍の芽 は 稍の 先に 前年から 準備され る ものであるから 切り込み は 注意 を 

要する。 最 生育の K な 奢に 切.^ 込めば よいが 土用 以後 なぞに 剪枝す ると そこ か 

. ^腐り 込む 事が あ る。 

冬 は 寒がる 物で も 無い が凉 結せ ない 程度に 保護す るが 安全で ある。 E 1^ は 潤 
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f 



深に 與 へて やる 方が よ 



檫 



明治時代 は櫸の 盆栽 は隨分 多かった 標 である が、 大 正 和に， ：3 つて 悔は 盆^の 

內 から 影 を 潜めた 感が ある。 遇あって も 名木の 數は少 い。 芽が、 淡 紫色 或は 淡な 

色に 萠ぇ 出す も 美しく、 寒樹 にも 他樹の 模倣の 出，； _ ふない 豐な 趣が あ る、 そ れが 斯界 

から 忘れられ ると 云 ふの は 解し 難い 所で ある。 

今 殘ウて 居る もの は 庭木の 如く 枝 を橺に 作った ものが 多い。 欞は幹 か ， r 枝、 枝 

から 細い 梢と 次第に 分岐して それが 一 齊に 天に 向って そ、 り 立つ 樣な 姿が この 

樹 の本體 であらう。 然るに 盆櫸が 技巧： g に 庭木 化された ために ft 然を 尊ぶ 傾向 

の 著しくな つた 現今の 栽界 から 忘れられた ので は あるまい か。 

これ は櫸 盆栽の 本質的に 盆樹 として 容 れられ ない 譯 では 無い、 近く 櫸の 盆栽の 

盛に 愛 培 せらる ぐ 時が 來る であらう。 



一"； 5 



櫸には 普通の 櫸卽ち 機、 そ れ から 楡 櫸、 (北海 邀でタ モと云 ふ) 楡の 一種に 「ュ クゼ ン」 

と稱 する 細 枝に 錦 木の 如き 矢羽 を 生づる ものが ある。 楡櫸は 葉が 小く 丸味 あ. >、 

0 は 葉稍大 き く 先端が 实 つて ゐる。 櫸は 紅葉す るが 楡は それが な い。 

培養 は 春 一 度植か へる 事、 芽が 絕 へす 伸びる から 怠らす 摘む 事、 梅雨明け 頃 全部 

の 葉 刈 を • 行へ ば 細 棺が密 茂す る ものである。 

培養 は 砂 三 分、 赤土 三 分、 眞 土 四 分 位が よい、 盆は樹 振. - にもよ るが 淺盆を 撰み 周 

S の 廣濶な 感じ を 出す のが 櫸の持 ^ をよ く 出させる ものである" 懸崖 ゃ斜幹 や、 

株 立な そば 石 付に よる もよ い。 

兎に角 枯木 碟木 肅條 たる 冬の 感じに 搬 の 塞樹に 及ぶ ものが あらう か。 



かまつか (さしころし) 

かまつかに は 良い 木 を 見受ける。 それ は 幹の 皮に も 色に も雜 木と しての よい 

咏を持 た 枝 は 細く 茂る 性質が ある。 晚 i» 枝 頭に 叢り くばらに 似た 白 花 も类し 
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く、 秋 になれば 鮮紅の 小さい 實を つけ それが 永く 保つ ので ある。 四季 を 通じて^ 

しめる 事に 於、 て盆樹 中の 優れたる ものである。 

木 は相當 にねば、 り氣の ある もので 針金 を かけて ^ げても 安全で あるから 自由 

に髒姿 も出來 る" 切り込んでも どこから でも 芽 を 吹き出す。 花木で あ り、 實 の 覷 

賞樹 であり 、叉 塞 樹も樂 しめ る、 花 後靑ぃ實の稍頭に露れて肥.0^仃く夏の姿も面白 

い。 培養 は 普通の 畑 土で 充分で ある、 然し 鉢 底に は水拔 けの 砂 を 敷く 事 は 勿論 必 

で 要 ある。 肥料 は 普通に 與 へて 置けば よい。 

山 毛 櫸 (ぶな) , 

灰色の 幹に 筋目 深い 枯葉 を蓄 へた 山 毛 櫸の姿 は 「山」 を 直感させる 樹 である • 

奢の 芽 出しに 粗 毛 ある 白 綠の葉 を裰， ^出す 容 にも 傑 山の 感じが ある。 

深山の 林 層 を 思 はせ る 木 だから 軍樹 より は 寄 植が趣 多い、 他の 樹と 合せても 感 

じ を 出す 役 を勸め る" 
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木 位 



待ち 込めば 强ぃ 木で あ 

成躐 がよ い、 植 かへ も 

»5 枯れる ものである 

物 で あ る、 前年 準備し 

減り もせない の だか 

譯 である。 枝 を墦さ 

摘み取れば 其 各 葉腋 

控へ 目に 旌 す、 植 土 は 

る が 山. 毛櫸の 感じ を 

趣を强 調した い。 



て も 

く よ 

は禁 

し も 

な る 

して 

料 も 

々 見 

の 山 



る、 石 付 なぞに した もの は そ 

年々 行 ふ 必要が 0 い、 哀 は 强 

. 大概の 雛 木 は 葉^しても 

てゐる 芽の 内 に 翌年の 薬數 

ら葉刈 を すれば もう 其 年 は 

せ やうと する に は 新芽の 固 

に S 年の 芽 を かけ 又 勢の よ 

撰ばない。 枝 を 針金 を か け 

失 はれ 變 態な ものと なって 



のま. -水 磐 の 巾 へ 

い 日光 は 避けねば 



新 葉 を 

が 定 ま 

S び 紫 

定 した 

て螺形 

了 ふ。 



毛 



すが 山 毛 

て ゐてそ 

出す 事が 

その 下部 

吹 芽 も 生 

下げた 物 

山 捧は自 



放って S 

秋 葉が 早 

i: は 葉^ 

れ 以上 增 

不可能に 

二三 を殘 

する。 肥 

な ぞ を 時 

然 のま、 



if (あらら ぎ) 

， S 0 高 原、 北 海道 朝鮮 方面に ある 常 if の樹 であ る、 昔 は 飛 禪の位 山に め..^ て 
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を 作 0 たので 位 山の 一位 は 著名に なって ゐる. - 雄 木と 雌 木と あ ひ、 雌 木に は 紅 

い 肉 « の實 をつ ける が 束 京で はま だ實の 着いた 例 を 見ない。 北海道 方面で も實 

をつ け やうと する に は 枝 を 切り込ま やに 置 く、 形 よく 剪定 すれば 花の 着く 部分 を 

切って 了 ふので ある。 實を つけ やうと しなければ 培養 は 至って 容易な もので め 

る、 盛 夏 烈日 を 避けて やれば よい 植土は 砂 を 四 分 位に 多 く 入れお のが 成鑌の 良い 

の を た。 塞 さも 恐れない。 害虫に は殆と 侵される 事が. i い。 植 かへ も 隔年 位 

でもよ い、 只 暖地で は 夏：：： r の 注 S さ へ总ら なければ^ いので ある。 

^ ® (あけ び) 

通 草と も 窨く怪 的な 醬果 がぶ &C 垂下す る は 趣味の いもので ある。 

山地で 見る と蔓は 長く 他 樹に攀 ぢて數 丈の 商 さに 達して ゐる もの さへ ある。. 

長く 伸びる 蟇 物 を 盆 中へ 短矮 にして 實を 結ばせる の だから 却々 六づ かしい。 卞 

通 は 花^よ く くが 結實 する のは甚 稀で ある。 花 は 月下 旬 頃^く が 雌花と 雄 



m 



木 



花と あ， o 雌花 は 雄花に 比して 甚 しく 大形で ある。 人工 媒助を 行 ふ ii- は 結赏を 《^ 

からしめ る、 そして 花時 は 鉢 を 動さぬ 事、 水 を 多く 與 へる 事が 肝要で ある。 植土は 

腐葉土に 土 を 混じね ものが よい 、寅 は 十月 下旬に は 裂 開して 落ちて 了 ふから 其 後 

直に 植か へ を 行 ふ、 早春 も 不可で は 無い が 秋に 梳か へ を 行 ふた 方が 結 實の步 が 多 

いやう である。 肥斜と 灌水 は 相當に 多く 與 へる。 

普通 は 玉 ッの小 葉が 掌狀に 付いて ゐる が、 三 葉の 一 種が ある、 觀賞 上から は五ッ 

葉の 方が よい。 

別 種 に 「と き は あけ び」 が ある、 これ は 通常む ベ (都 子) と 云 は れ る、 滑 かに 光澤の ある 

葉が 年中 落ち. f 常綠 である 餐果も 〔あけび」 の 如く？^ くして 裂 開 す る 事 が 無 い、 盆 養 

して 結 赏も易 く、 多 く培卷 せられて ゐる。 冬季 は檐下 或は 室內に 入れ 彼し い 凍結 

を 防いで やる 必耍が ある。 植 かへ は 早春に 行 ふ 方が 安全で ある。 其 他 は あけび 

と 同 一 の 取扱 ひで よい。 > 
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杉 は 今 盆栽 界の 人氣 物の 觀を呈 してる る。 • 

E 々として 弯 蒼に 聳 立す る 杉の 老 大樹の 姿 を 盆 上に 為し 座右に 欒 しみ 得た な 

ら 如何。 

杉の 有つ 漦観は a 大で ある。 其 蒼 古な 太古の 神秘 を 語る 老杉の 趣 を 盆 上に 收 

める 事 は 却々 難事で あ る、 杉 の 名木 は尠 くヌ 名木の 雪 ばれる 以所 である。 

杉 は 日本の 木で あ る、 邦 土 至る所の 山河 や 神域 を 飾って 淼嚴 ならしめ て。 杉で 

なければ 出來な い 役を勸 めて ゐる。 

それだけ 杉の 盆栽 は 難物で あるから これ を 試る ものが 無 かつ S るに 明治 三 

十 何年 頃 か 「社 頭 の 杉., の 御 勅題が 出て 杉の 盆栽が 頗る 高價 となら 又 杉の 面白さ も 

1 般の 認める 所.. y な つ て、 爾 來杉は 盛に 愛赏 培養 せらる 機に なった。 

杉に も 種類 は 澤山ぁ る、 庭 木 用と して 作られた 圜藝 品種 も澤山 ある、 然し 盆栽と 

して 老杉の 趣 を 出す の はや は.. > 野 杉と 云 ふ 普通の 山 杉でなくて はならない。 

杉の 本 態 はや は 幹で ある。 寄植 にして は 森の 趣、 孤 g-S は 曠野の 一 本 杉の 風趣と な 

る。 Is に 直 幹で あ，.. - ながら 千 差莴別 各々 異 つた 情景 を ii 出す るの が 杉の 特 
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徵 である。 

培養 は 困難で は 無い、 本來 陰地 多 濕の地 を 好む 性質が 有る か ら、 鉢 は 土の 多く 入 

る 鉢が 適す る、 陰 横で は 有る が 盆 養す る 場合 は 充分 日光に 當 て、 水 を 多く 與へ るの 

である。 葉 水 を 好む から 朝夕 は 頭から 注ぎ かける がよ い。 杉 は 他の 常綠 樹と異 

年中 新芽 を かけて 伸びる から 伸びれば 摘 み、 俾 ばして は 摘み すれば 忽ちに 葉 は 

密生す る ものである。 然し 盛夏 僅の 間 は簧下 或は 午後 半 陰と なる 所に 置く が 安 

全で ある。 

冬季 屋外に. 置く と 枯れた 如く 褐色の 葉と なる ものであるが 春 次第に 蒼 翠の色 

に復す る、 此 葉 色の 變る 眺め も 杉を觀 賞す る樂 しみの 一 つで あ る、 冬 は 盆 土の ヒ， ト 

く 凍らぬ 程度に 保讒 する を 要する。 

用 土 は 山 土 を 多く 砂 を 僅に 入れる。 濕地を 好む と は 云へ、 鉢の 中が 常に 水が 溜 

つて ゐる樣 では 不可で あ る、 水 拔 けよ く植へ て 度々 水 を與へ る、 つ ま.. y よ C 水 を 合 

み 余 水 をよ く 排出す る植へ 方に する ので あ る、 山 土 (或 は 有機 質の 有る 土) の 乾燥し 

たもの を 細い 篩に かけて 粉 土 を 除いた もの を 用 ゆ る、 植 込みに 土 を 松の 如く 堅く 

® して はならない。 
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肥料 は 水肥 をよ く 好む から 冬季 外 は 年中よ く 腐 翁した 淡い 水肥 を與 へ る。 

培養 中 特に 注意す ベ き は、 煤 煙 を 避ける 事で ある 大都會 の 樹木 は 次第に 枯 損す 

るが 其 第一 に 枯れる の は 杉で 次に 赤松で ある、 杉の 煤煙 を 嫌 ふ 事 は 樹木 中 第 一 で 

あ る、 都 會に 於て 盆 養す る 杉 は 時々 頭よ b 水 を 掛けて 煤煙 や 塵埃 を 洗はなくて は 

完全に 宵て る 事 は出來 ぬ。 これ は 杉 を 持つ 第 一 . 秘訣で あ-る、 夕 朝 葉 水 を かけて 成 

績の良 いのは a- に 葉が 濕潤を 喜ぶ ばかりで は 無い ので ある。 

害虫に は 初 垔に此 薬 を 侵す 粉 虫が ある、 これ はダ ュ の j 種で 肉眼で は 見えぬ 程 

微細な ものである 時々 殺虫 劑を 以て 未 前に 防ぐ が 安全で あるが 葉 水 を かけて 葉 

の濕 つて ゐ る 所へ 硫黄華 V 掛ける も 便法で ある。 此虫は 蝦 寅 松、 松 類な どの 杉 柏 

類 にもつく が 極て 濕氣を 厭 ふ 性質が あるから 葉 水 を 多く 與 へる 事 は此 虫害 を^ 

ぐ 事に もなる ので ある、 

又 針金 を縑ふ もので あるか ら、 褂 ける 場合 は 紙 を 卷き用 ゆるがよ い。 

樹の高 過ぎる もの は 壓條が 可能で あ る、 杉 の 樹幹 を 常に 濕 らして 置く と そ こか 

ら發极 する 事 を 屡々 見る、 「と， Cv き, の 可能 はこれ を 見ても 分明す る。 
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花色が 黄蠟に 似.^ る 故な. りとの 說が あるが、 恐らく 花少き 臘月の 花で 梅に 似て 

ゐる 故に 其 名 を 負 ふと 云 ふ說が 誤り 無から う." 

霰 冬の 花に 多く 見る 如く 此花 もや はり 下向し て^く。 蔡は澤 山道な b 合 ひ 一 

番外の ものよ， 9 內 側に 至る に從 ひ豊大 とな b 黑 色より 次第に 透明の 黄蠟 色と な 

る。 其^ 花 瓣か蓦 か其區 別が つか k ぬのが 此 花の 特色で ある。 

兎に角 寂 霧な 感の 花で ある、 其 枝 梢 も散慢 にして 灰色 を帶び 少しの 曲線 もな く 

對生 する 枝 は 美の 要素 を缺 いで ゐ るが それが 却って 一 稲の 漉.^ を 有ち 殊に 其淸 

#1 は 四 邊に高 逸な 氣 をた y よはす。 

種類. に は 普通 種と、 素 心 臘梅、 唐 臘梅の 三種が ある。 素 心 臘梅が 花 も 大きく 黃 

色も鮮 かで 香 氣も强 い。 唐 臘梅と 云 ふ は 葉が 短 かく 厚 く、 花 も 大 き く、 花 心が 紫懷 

の 如き 紫色 を帶 ぶから 滚香 梅と も 云 ひ 叉 花が 開き 切らないから 磬ロ 梅と も 云^ 

と 或 書に 有る が 著者 はま だ 其 區別を 判然と 見解け お 事が 無い が * 考に 記して S 
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培養 法 は 具 土に 腐葉土 を 混じて 輕く植 へ 込む 二 年 一 回 花 後に 植へ へ を 行 ふ 

秋季 十月 下旬に 行 ふ も 不可で は 無い が 花 後が よい 樣 である ，及の 土用 前 充分に 肥 

培して 芽 を 伸さなくて はなら な い、 そ して 枝の 乇 ^ い 事に 於て これより 甚し いも 

の はない から 新芽が 綠 色を帶 びて ゐる 間から 一 時に 曲げず 次第にく せ をつ ける 

事が 第 一 であ る、 曲 げ 過ぎて ビ シッと 音が すれば もう 枝 は 離れて ゐる 全く 吾 儘 物 

で あ る 

南 天 

南燭 とも 窨 く、 支 那の 植物と 云 ふより は 曰 本の 物と 云 ひた い、 德 川の 稲樹 全盛 時 

代に 園 荡 的に 作 出された 種 響の 多き は 日本 南天の 誇で ある。 其數 一々 列擧 する 

の 煩に 爐 へない 程で ある。 實は 普通 白實 と赤實 とで あるが 稀に 半 紅の ものが あ 

る。 又 其 葉 形の 變 化に は 驚くべき ものが ある。 

盆栽と して 最珍 まと せらる 、は 琴 糸 南 天 (錦 糸と も 書 く) で あ る # 糸に も 琴糸靑 

葉と 琴 糸 赤 鶴と 櫸琴 糸と 稱 する 棄 脈の みのもの も ある。 
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南 



此外栗 本 南天が あ， 9、 こ れ にも 白實と 赤實の 二種が ある。 , 

觀賞 上から 云 へ ば 白實は 珍で あるが 珊瑚の 如き 赤 赏の色 は 冬期 窓外の 白雪に 

對 して 好感で ある。 南天 は 昔より 正月の に插 され る、 殊 に 武人 は 戦陣に 向 はん 

とする 時 勝 栗と この 南天 を 飾る を 例と したと 云、 弋 正月の 床 間に 一 盆の 南 1K は 

故實 から 云 ふても 目出度い ものである。 

培養 は？ お 目の 鉢 を 撰み、 鉢 底に 豆 程の 荒 砂 を 七 八 分 堅く 敷き 其 上に 砂 を 敷 き 置 

き 、臭 土の 粉拔 きしお もの を て植 へ 込 む、 庭 園 にても 南面の 檐下 などへ 植へ るに 

際して は 地 を 堀り 砂利 を 敷き 其 上に 南天 を 植栽 するとよ く 成長す ると 云 ふこれ 

を 思 ふても 鉢 底に 些少た， 0 共 水の 溜る を縑ふ 事が 明かで， ある。 冬 は 南 向の 梅 下 

などに とう 込む 事 を 忘れて は ならな い。 夏 も 烈日に 直射す るより は 七 分 隠 位が 

葉を騰 はしく 保てる 如う である、 肥料 は 一 年 三 四 回 施せば 充分で ある。 
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"おちついた 綠の 葉の 間に 初冬から 弱 光 を 受けて 寂しく^く 花の 感. じ は 枇杷の 

持ち味 だが、 鈴 成りの 黄金色の 圓ら な實の 付いた の を金展 風の 前に 於けば 全く 翥 

である、 幹 山 か、 光琳の 蒔 書の 感じ だ。 

枇杷 は 花 はよ く疾 くが 赏は 結び 難い ものである。 温 地で は 容易で あるが 塞 地 

程 六つ かしい。 東京で は 初冬なる ベく 早く-花 を 開かせ る、 そ して 嚴冬 前に 實が定 

まる 樣 にせない と 花 は いても ぼろ (1 と 落ちて しまう。 十月 頃から 南 向の 暖 

所に 置き 風雨 を 避ける。 植土は 砂 を 僅に 混した 與土を 普通 用 ひられて ゐ る、 肥 料 

は 油粕な どの 外に 骨粉 或は 過 隣 酸 肥料 を 時 々奥へ ると 花付實 付が よい。 

枇杷 は 側 芽の 出ない もので あるか に、 切 込み 葉 A.} 疑 させ ない と 其 枝を枯 してし ま 

う。 枇杷の 缺點は 腕 伸びの する 事で ある。 それ は懷 芽の 出ない 爲 である。 又 針 

佥を かけて 急负 度に 曲げる 事の 出來 ない ものであるから 多く は 紐 を 以て 釣，.^ 徺 

めて 形 を 作られて ゐる。 冬季 は必す 南面し お 糖 下 なぞに 取 込まねば ならない。 
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約 祀 (く こ) 

初冬から 早 奢に かけて 紅い 赏が 枝に 連.^ かゝ る枸祀 の^ 觀は 捨てた もので な 

いが 何故か 騷. がれな いのは 不思議の 1 つで ある。 枸祀は 茄子 科の 植物で 苦 芽 は 

浸しに して 〈：^ 用と なる 0 

培養の 秘訣 は 土用 中に 必ゃ植 か へ を 行 ひ 出た 芽 を 剪り 除き それよ，^ 新芽 を 

出 さ し む る の で ぁ る、^^ か " 仲 び た 芽 に は 花 付 き が 疏 で 資 も 又 少 い。 成長の 烈し 

いもので あるから 春の 芽 を 其 儘に して S けば， の 如く 徒 長して 見苦し い、 土 用 中 

に 其 全栴を 切れば 秋 迄， に は 適 當 に 伸 び、 其 枝 は 葉腋 每に花 を 開き 實を 結ぶ もの . で 

ある、 それが I 度 霜に 逢へば 忽ち 紅色に 變，^ 美 觀を呈 する 【植 土は眞 土ば か b> でよ 

い、 惡 性と 云 ひたい 程强 いもので あるが 普通の 手當 だけ はして や， 9 たい。 

幹 は 天然に 古色 を 具へ る ものであるから 心して 整形 すれば 立派な 木 を 作る 舉 

の 容易な ものである 0 



. 1 お 



B 本の 紀元 は 何年になる か を 知らんで も、 西 暦 何年と わざく、 1^ 々しく 封筒に 

認める ぎの ハイカー フ雜 行の 今 日、 蘭 と 云 へばす ぐに 温室 培養の 洋蘭の ことか is 

ふだら う 、面 よ.^ 花の 骼 魔なる 點に 於て は あらゆる 花の 中で 洋蘭に 及ぶ もの は緲 

からう。 花の 美 さか & 云へば 日本 種 蘭 は！ 顧の 價 なしと 云 ふだら うが、 美 を 超越 

した 幽し さと か氣 韻と か を 尊ぶ 東洋 的 趣^から 云へば、 又 洋蘭 は 舉に美 はしき の 

みと 云 はなければ ならぬ。 子 窓の 强き 陽の 射し 込む 室に は 洋蘭の 絢爛で なく 

て は 調 和 せ す、北 窓 幽靜 に を煎 る 趣昧 に は 馨香 の 幽 か に、 氣高 き 風韻 あ る 東洋 種 

でな ぐて はならん 0 

古來傳 へらる/ Ml 、龍の 文字 は 赛季に 花 開く 種類 卽ち 森^の 蘭， に 繭の 字 を 用 ひ、 

秋季 花 疾く秋 蘭に 麓と する 說と 一 ^ 一 花 を 蘭 一 慈 多 花 を 梅と する 說 と ある。 

これ 等 蘭に は 種類が 澤山 ある、 詳細に 福げ る 事 は 不 ， 可能で あるか ら、 現 今 多 く 浩 

養せられ つ ある もの を. 擧 げ て 見 る。 



春 蘭、 別 に r ホク 口」 「草 蘭」 r デ 、 バ ごな どと 云 ふ、 これ は 通常 有 ふれた もので 誰も 

知る 事で ある が、 支 那 種の 俗に 「 一 蒸 一 花」 と 云 はれて ゐる もの は 特に 香氣が 高く 一 

輪-よ く 室 內に嚳 香 を 漂 はしめ る。 日本 種 は 培養 は 容易で める が 支那 種 は 稍 困難 

であるが 持ち込んで しまへば a り はない。 この 花の 氣高. い 香か麗 かな 霧の 腸 を 

受けた 室に 滞ち て 廊下まで 漂よ ぃ出づ る を ふと 感じる 事な ど は 愛蘭 家の 捨て 難 

い 感興 だ らう 0 . 

一 筵 九 花 は 薬 は 一 花に 傲て 長く 延び る 花莖は 長く 抽 いて 其 多く は 名に 負 ふ 九 

個の 花 を 着ける 花香 もよ い、 培養 は 一 莖 一 花よ，^ 稍 困難で はな S かと 思 はれる。 

建 蘭 『ス K ガラン」 であ る滅 蘭と も 云 ふ。 葉の 長さ 二三 尺、 立 つ 性質 を もって ゐ 

so 夏の 末に 新ら しい 德を出 し、 初 秋 花軸 は 一 尺餘 伸びて 五 倔から 九 個 位の 花 を 

つける。 色 は 淡黄色で 僅に 綠 色の 最 と 紫色の 斑點 とが ある 0 香が 最も 强く 一 花 

^けば 滞 堂 香 、淸 韻 高雅な もので あ る、 此 れには 種々 の 園 藝的變 り 物が あって 

貴 品と して 扱 はれ る 0 

塞 蘭 草 蘭と も 云 ふ、 初冬 に 花 を 開き 塞 中に 及ぶ からこの 名が ある。 產 地に 依 

て 多少の 相違 は ある が、 建 蘭に 似て それ を 小さく した もの、 や、 垂れ 下る 性が ある 



繭 



花に も 大小が あるか 槪 して 花 瓣か 細長 く、 香 氣も建 蘭 程で は な い が 初 冬 の 闹 寂に 

は應 はしい 幽し さが ある 0 この 花の 色の 靑色 を帶 びお の を iiiH: 塞 蘭と 稱 へて 高士 

に 喜 ば る 、、花 と 花軸と 紫色な の を 紫 寒 蘭、 淡 紅色の もの を 紅 塞 蘭な ど 云 はれて 

ゐ る。 又 大葉塞 蘭と 云 ふの は 葉 二 尺餘に 及び 花 も 大きい が瓣が 極めて 細く 其 色 

は 多く 淡き 黄色 を 帶 びて ゐる 0 

寒 鳳 蘭 單に鳳 蘭と も 云 ふ、 葉 は スぺく として 光澤が あ り、 蠟 で も 塗った 稳 な 

感じが あ る、 そ して 長き もの は 三尺 餘に 伸び 柔 かに 垂下す る、 そ して 德も 密生 す る 

性質 を もって 頗る 大 き な 株と なる ものが ある。 この 葉の 特徵は 葉の 中央に 一條 

の 太い 葉脈の ある 事で ある。 花の 軸 は 葉に 比して 短 か い、 そ して 曲り 垂れる が 普 

通で あ \ 花瓣 と 軸と に 薄紅 紫の 斑點が ある この 簡が 塞に 入らん とする 頃 開く の 

で 塞 を 報 やる 寒 報 蘭で あると 云 ふ說ら あるが 未だ 典據を 知らな い。 これに 霧^ 

く審鳳 蘭と 云 ふの が あると 云 ふ 事で ある 0 

金稜邊 紫蘭と も 云 ふ。 葉 は 鳳 蘭に 似た 色澤で それより 短 かく 幅 は稍廣 い、 花 

は 五月 頃 開き 花の 軸 は S く 伸び 一 莖に 十數個 をつ け 香 は 少しもない。 此 種の 普 

通 品 は 蘭 家に ばれない が變 種に は 珍 種 を 出し、 明治 二十 年頃 一菜の 惯 1 萬圓 
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蘭 



to 號し お干 綢、 三 千 五 百圓を んだ A 重 衣な ど を 出した そうで ある 0 

風 蘭 高い 稍に 引つ 懸 つて 雪白の 花 をつ け る、 淸 澄 山な どに よく 自生して ゐる 

小鉢に 入れて よく 保つ 葉變り もの もあって 珍重され るので ある。 

此 外に 素 心 S 、玉 魷 S M S 、小 一 1、 大 明 蘭、 豊 歲 蘭、 S 獎雌 蘭と も 云 ふ) な どが あるが 

現在 は 極めて 稀れ であるか ら^く 事と す る。 

培養 蘭の 培養 はむ づ かしい も S 、特殊な 技 « を 要する もの、 やうに 忍 はれて 

ゐ る が、 特 別な もの を 除く 外 は それ 困難な もので はない。 

本 來蘭は 淸淨と 水 氣とを 好む が 然し 求の 停滞す るの を 最も 厭む もので あるか 

ら先づ 第一 に植へ 込み， こ 其 用 土と に 注意 すれば よい。 

用 土 は 東京に 於て は 赤 士を甚 本と して 用 ひる 赤土の 硬き もの (ぼか 土と 云 ふ 風 

化しお もの に 非ら や) を 乾 かして これ を碎 き、 粉末 を 除き、 こ れを 大中小の n 一種に 分 

ち 置 き。 そして これに 浪 用す る、 腐 葉 土 も 粉 土 を 除き 赤土の 中と 小と 同じ 粒 を 一 I 

種 作る。 鉢 はなるべく。 徘水を 良好なら しむるな めに 深 鉢 を 撰み 底 三分の 一に 

最も 荒き 赤土 を 入れ 毒老 鉢の 如 さ 深き ものに は 底に 木炭 を 入れ 其 上に 荒 赤土 を 

入 れ る、 そ して 蘭の 极を 丁寧に 水洗 ひして よく 乾かし 腐った もの を 除き 紛れ 合つ 
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たもの は 解き これ を 下方に 向けよ く 伸ばして 入 れ、 赤 土の 中 粒へ 腐 葉 土 を 少しく 

泥 じお もの を 鉢の 七 八 分 迄 入れ 鉢に 對し 顔との 位置 を 定めた 上、 上 方 は 細 粒の 赤 

土、 或 は 僅かに 腐葉土 を 混へ たもの を 以て 満たし 中央 僅に 盛れ 上る やうに 植へ込 

むので める。 此方 法 は 要するに 灌水が 土 粒に 合 まれる ばかりで 餘 分の 水 は 悉く 

徘 出される やうに する ためな ので あ る、 植 込みの 梭 一 周 位 は 日 に 置き 狳々 に 日 

光に 當て る、 こ の植か への 時節 は 東京に 於て は 四月 下旬から 五月 中旬 迄が 好期と 

されて S る 0 

. 此 外用 土 は 京都 方面で は 俗に 京 土と 云 ふ 堀川 邊の 泥土 を 乾燥して 粒と した も 

の、 天 神 川 砂の 荒き もの を 交へ る 法。 又 赤土と 竹 簸の黑 土と を 混じ 練り合せ 乾燥 

して 粒と した もの。 赤土の 粒と 砂と を 混じて 用 ゆる 法、 な ど あるが 何れにしても 

適度の 水分 を 合み 水の 停滯 せぬ 事 を 目的と した ものである。 然し 砂 を 多く 用 ゆ 

る もの は 夏季 乾燥に 過ぎて 灌 求に 手 數 がか、 るが 梅 雨季な どの 根 腐れ を 生す る 

率 は 少ない やうで ある。 

灌水 は水拔 けよ く植へ 込んで ある だけに 油斷 が出來 ない 0 と 云 ふて 灌け 過ぎ 

て もよ くない 0 要は 盆 土が 少しく 濕氣 ある 位 迄 乾い お 時に 灌水す るの だが 夏 は 



日沒に 葉 水 を 注 ぎ 紫の 魔 を淸掃 す る 事 は 功果が あ る 0 

肥料 は 春 彼岸 頃 か ら、 秋 の 彼岸 頃 迄の 間」 施し、 油粕の 置 肥 もよ いが 油粕の 腐 汁 

を 極めて 淡く し 十日に 一 囘位施 す、 然 しょく o 光に 當 てる もの は 肥料 を 多く し、：：： 

蔭 に 置く もの は 減らさねば ならな い。 

、置 場 日光の 良く 當る 所に 置けば 新 t ザ も 花 も 澤山. に 着 ( が、 葉 は 色が 惡 るくな 

り 又- S びぬ ものである。 春 蘭 を ッメる 時な ど は 日光 を 強く あて 、肥 料 を 多く 水 

を 少なく すれば 短矮る が、 度 が 過ぎる と 葉は掼 み、 花 は 着かす に 了る 0 春 蘭の つめ 

る 物 を 除く 外 は S は資 下に 澄く のが 良い 冬 はなる ベく 室內に 置き 日中 は 日光に 

當て溫 い 水 を 龍いで やれば 冬の 間に 奢^も の はの 軸 を 伸ばし 花期 を 初め 秋^も 

の も 僅ながら 翌春 成長の 準備 をす るか ら、 な るべ く 温い 所に S く 方が よ い、 種 類 に 

依て は 凍結す ると： S 死す るが 金 稜邊ゃ 霧 蘭 は 枯れる やうな 察 はない 0 

秋から^^までは雨に當て ぬが安全で ある。 I 



石 菖とは 石 富 蒲の 略稱 であって 古人 は 菖蒲の 一 種と して 居た が、 全 く 科 を grz に 

し 富 蒲 は^ 尾 科に HI し、 石 菖は 1K 南 星 斜 に 入れられて 居 る、 普 通 石菖と 云へば 吾國 

の 川岸な どに 自生して ゐ るが 盆栽に 用 ひらる 、もの は 「か うらい 石 富」 で 吾 國に自 

生して ゐな いもので あるか ら、 支 滞から 傅 へられた のでめ & う、 別 名 や 異名が 限り 

なく 付けられ 菖 羊、 香 苗、 松 衣 介、 陽 m 04 見 消、 紫 、堯 躡虎 鬚、 水 劍 i 劎、 劎 背 &十 な ど 

と 云 ふ 0 石 富と は 石に よくつ く 菖蒲と 云 ふ 意 i かからな ので ある が、 叉 別に 石 上石 

潤 菖蒲と も通稱 された の だと 云 ふ。 

種類はii藝的に作.^出されて澤山の變種が有るが盆栽としてs:i^喜ばる、は葉 

の IS? かいもの である。 

有栖川 中葉の 中の 小なる もの 

赤 蒸 葉の 長さ 二 三寸 細く 綠 薄葉 立ち 亂る ， 

天驚敏 葉 細く 一寸に 滿 おや 光澤 ある 濃靑色 



菖 



石 



五分 石菖 前 種の 更に 短 少なる 最小 葉 

雪 山 中葉に して 爪 白と なる もの 

此の 外 京 正宗 (江 la 正宗) 晝夜、 金 華. S 、贵 船、 燕 尾な ど尙 t 山の IS 種が ある が 何れも 

大 葉で 石 付な どと する に 不適 當な ため 盆栽と して は 用 ひられて ゐ ない。 

石 葛に は 其 性が 强 健な ものと 頗る 弱い ものと あるが 慨 して 班 入 もみが 弱く 短 

矮な ものが 强 いやう である、 性 水 を 好む から 水盤 栽植 する を 普通と し 又 石に よく 

附着して 生育す るから 多く は 石 付と して 其 雅味 を 賞せられ てゐ るク」 れを 作る に 

は极を 石に 接し 針金で 鯡り つ け 靡 水 に 注意 すれば 程なく 固着す る、 石 付と せない 

場合 は 水盤 或は 淺 盆へ 砂と 土と を 六と 四 位に 混じ 或は 砂ば かりで 植付ける。 植 

^ へ は 六 七月 頃が 適當な 時季で あ る、 此 時 は 根分け を 同時に 行 ひ藏密 己の 欲する 

ま、 に 植える がよ い、 夏の g ゥ， ^ 簧下 で 培養に 灌 水 は 淸水を 用 ひねば 腐敗す る" M 

が あ る、 冬 は 暖かき 室 に 保護し 永 結 を 防がねば ならぬ、 施肥 は 繁殖 を まない もの 

は 施さぬ 方が 短矮な 面白い ものと なる 0 
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葷 は 『よ し」 も と 「あ し」 と も讀 まれ る、 ど ちら を讀ん でもよ しあし は 無い、 此 外に 濱荻 

灘波， 草な ど。 所に よって 異名が ある、 「灘 波の 葦 は 伊勢の 濱 获」 と 云 ふ 標， 語 が ある 

位で ある 0 

盛 直の 候 は 風に 搖ぐ靑 葉を樂 しみ 初秋から は 雁と 供に 引き出され 麼 雁の 翳 題 

に 使 はる る。 

培養 は 至極 容易な 樣だが 中々 六つ かしい、 春 八十 八 夜 後に 水拔 けよ く 鉢 底へ 荒 

砂 を 入れ 土砂 等分に して 培養 中 は 普通の 鉢へ 植 つけ る、 風 通と n 當の よき 高 棚に 

置き 施肥と 灌水 を 充分に L 、所要の 莖を殘 し 不用の 新芽 は 出る に從っ て 悉く 摘 除 

す る、 年 越しの 古 莖の存 する もの は尙 S のこと であ る、 か くす ると 莖に 多くの 新 芽 

を 生し 先端が 自と 垂下して 面白い，^ が, 出る、 これ を 水盤に 入れて 水 をお、 へ ると 

凉風 座に 生す る の感が ある 0 

擎の】 種に 臺 潸萩 と 呼ばれて ねる もの が あ る、 又 名 を 「ひ な よ し. 一 と も 云 ふ 二 見 5： 



蘆 



地 產 の f あ し」 に 似て ゐ るが 葉が 割合に 幅 廣く其 基部が 楚を卷 いて ゐ る、 そ して 葉 宴 

が帶 白色で ある 所が 異る C 冬期. 室內 で保讒 すれば 筵が 枯死せ ないから 翌泰塞 を 

卷く葉 鞘 を剝ぎ 取って 枝 を 出さし め 懸崖と すれば 其 葉 さや (. と 風に よそぐ 樣 

は凉 * 自ら 溢れて 夏季の 好觀賞 物で ある、 肥枯 する は 勿論の 事 灌水 も 每日數 回 施 

さねば ならぬ、 九月よ， 9 十月 圓錐狀 の穏を 出し 秋季の 陳列に も 雁な ど を 配して 用 

ゆれば 絕 好の ものである。 

又 西 湖 葦と 云 ふ 短矮な 愛す べき もの も あ るク』 れは 水盤に 最も 適し 短 矮に縮 培 

されお もの 程 貴ばれる 0 

此 外に 紅 葦 は 主として 其 色彩の 鮮紅 を 喜ばれる ので あるが これ もや はり 水毽 

に植 へられて K 季ょ b 初秋の 觀賞 物で ある。 紅 葦と 云 ふが 本來 「紅ち が や」 である 

別項 <に 記す。 
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s ちが や J は 霜に 逢 ふて 染める 草で は 無い、 生 來其草 頭 は 紅色 を 帶び半 紅、 半 綠 

の 美 草で あるが 此草を 見る と 直に 秋の 紅 草 を 思 ふ は 真の 草で は 無い。 殊に 東京 

にゐて 汚れ. 5^ る 紅葉に 飽き 足らない もの は此草 の 『紅」 に 先づ滿 足せなければ なる 

まい 「紅ち が や」 は 水草で ある。 水草と 云 ふよ.^ は 水 を 好む 草で ある、 草丈 僅に 七 八 

寸、 莖 をな さす 柔 かに 立ち て、 徼 風 に も-さ やくと 榣 ぎて 葉 摺れの 音 は 秋の 寂し さ 

を つげる 0 i 

從來 培養と 繁殖が 頗る 困難な ものと して 其 一つに 數 へられて a た。 それ は 水 

を 好みながら 极 腐れ を 起し 又 容易に 分藥せ t 次第に 莖 葉が 減じ 遂に はー楚 も.^ 

めざるに 至る のが 常で ある。 此草を 殖 さう とし て、 肥 料 を 隨時與 ふれ ば、 必 や 根 蒸 

は 腐れて しまう、 又 肥料 を與へ ねば、 成長せ t 繁 殖 せな いのは 勿論で ある。 

「紅ち が や」 は 普通 鉢に 植へ込 み、 常 に 多量の 灌水 を 行 ひ、 肥料 は 極めて 薄 肥 を 時 

, ^施す が 從來の 培養 法で あるが。 此草は 極めて 水 を 好む 性質で あるか 、水盤 を 



用 ゆるがよ い o 然して 此 草の 分藥を 見る と 根よ， ot 部の 莖の 節より 分藥 する も 

ので あるから、 初め 植付の 際 深 目の 水盤 を 撰み r 深く 植へ 込む ので ある。 用 土はケ 

ト土： 蘆の 根の 長く 地下に 埋もれ 變 質した る もの、 東京 下町の 地下よ，， '35 づ) を 用 ひ 

夏季、 二回 释、 水， 肥 を 施す、 施肥した 時 は 灌水 を 行 は tl 端、 其 水肥 を 乾しつ けて 充分 

に植 土に 吸收 せしめる ので ある、 第】 回と 第二 回と は 十 數日を 隔て 同 I の 方法 を 

とる ので ある、, 後 は 只 水盤の 土 上 僅に 溢へ る 程度に 水 を 入れ S ば それで 充分で 

あ る 0 



書 帶 草 

書帶草 別名 を秀燉 草と も 云 ふ 名が 旣に何 か 文人 的 脈絡が あ，， さう で 面白い、 往 

古 信書の 帶に用 ひられお に 依る と傳 へられる 0 此 草を玩 賞した の は 遠く 支 5: 

初 まる 0 山 柬の潘 川に 於て 鄭康 成が 書 を 讀んだ 所から 出お と 記されて ゐる 0 

細く 長く 糸の 如うな 柔 総な 綠 葉が 四方に 垂れて 微風に も輕 やかに 搖ぎ 靡きす 



方に 寄せられて は復る 風情 は 彼の 風 知 草に も增 して 凉 しき 眺めで あるが 餘り人 

が 好 賞せ な いのは 不 思議 である。 この種 類に もい ろく あ る、 葉 の 幅の 廣 いもの 

細く 短 かい も の、 花 辎の 長く 抽き 出る も の、 葉 の 粗 造な も の、 葉 の 捻れる も の、 な ど 種 

々だが、 細く 長 く^れす に 伸び 且つ 花軸の 伸びない 種類て なくて は 良種と 云 へ ぬ 

良種 は 1 葉の 畏さニ 尺に 及ぶ の は 珍ら しくない。 

春 五月 頃 花穂 を 僅に 現す から 此時葉 を 損め ぬ やう 拔き 除けば 葉の 伸び をよ く 

し密 する o 半 陰 草の 性 を もつ もの だから 酷暑の 候は簧 下に 澄く か、 或は 午後の 

日 を 避けねば ならぬ、 植土は 常に 濕潤 にしょく 肥 培す る を 要す る、 鉢 は 辰 砂 或は 瑞 

瑚 S の 如き 赤 釉を用 ひたの をよ く 見受けた が此 草に どうして か 赤が 適合す る、 止 

む を 得 ざれば 白釉 がよ い 赤で ありながら 朱 泥の 溫色 では 何故か 引き立たぬ もの 

である 0 冬期の 枯草 にも 又 風情が あるから 根 採の 保 譲 を 兼ねて 卷迄其 儘に 枯葉 

を 保存し 早 赛前芽 前に 丁攀 に^ 除し 植替 へ を 行 ふ 、土に 腐葉土と 眞 土と を 半々 位 

に 混じ 沙を P へる 必要が 無い。 置き場 は 風の 强く 営らぬ 所；？ - 伸び をよ くす る 0 



水 那 支 



新年の 花と して は、 福 0 草、 雪 割 草、 水 仙な ど あるが 最も 盆栽 家に 喜ばる ^ もの は 

支那 水仙で あらう。 然し 普通の ま、 に 開： させた もの は 徒らに 葉 や 花莖が 長く 

て 面白くない 0 又 球に 刀 を 入れて 芽 aa し を 容易に する 球 切 と 云 ふ 仕 立方が あ 

る が， こ れも 軸が 直立 し て 雅趣に 乏しい 0 - 

蟹 作丄蟹 切..^ とも 云 ふ) は 球 を in! 平 に 作る ために 水盤に 入れる. に 都合よ く、 葉 は 

短 かく 半 画に 曲， り て 丁度 蟹の 足の やうに な b 從 つて 草丈 高から や 花 塞 は 短 かく 

綠， 9 て 直立 し、 根 は總々 として 白く 長く 水盤に 績が. 9 て、 其 形が 丁度 蒙龜の 尾の 樣 

に な る、 こ れを 色物の 水盤に 澄けば 美事な ものである 0 

然し 蟹 作り を 作る に は 一 つの 技巧 を 要 す、 そ して 白 根の 1 二 寸に俾 びる 迄 は 手 

入れが 中々 に 面倒な ために これ を 作る 人 は is- い。 

蟹 作り 加工して 好 結 £ 永 を 得 る に は、 よ い 球根 を 求めねば な. ら ない 0 a 本に て 

も 琉球小 笠 原 岛， 千 S 玉、 大 阪 地 方で 培養した もの も あるが 球が 小 さ く 花 莖 h 徒 
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仙 水那支 



長して 思 ふやうな 結果 を 得ない。 輸入され る 支那 水仙 は 上海 方 雨から 來 る が I 

番， よいの は廣東 附近で 焙られ た 物が 球 も 大きく 矮 性で 花 着 も 良く 邦產の 貧弱な 

るに 比して 一 見 見分けられる 0 

新年に 花 を 見る に は 十月の 下旬に 加工 すれば 天然の 日 先にて 充分に 開花す る 

フ レ ム 又は 微子 箱に て暖を とれば 十 一 月 中に 作っても 充分 新年の 間に合 ふ。 

支那 球の 良 いのは 多く は 主 球の 兩 側に 子 球が 附 いて ゐ る、 そ して 芽 は 三 個の 球 

を 通じて 1 列に 備 はって ゐ るから 此 芽の 一 側面の 球片を 切り 除きて 芽 を 露す の 

みの 事 だが 巧に 加工 せない と 芽 を 損め 花 蕾に 疵を付 はてし まふから 花が 見苦し 

くなる 0 用具は小刀と竹篦のみで足ft^ る、 先 づ取 除く 半 側 を 徐ろに 1 片づ 切り 

取つ て 芽に 近づきた らば 最も 注意して 竹 筵の み を 以て 鄭 寧に 剝ぎ 取る ので ある 

此 加工した もの は 一見 球 を 二つに 割った 如く 見 ゆるが 故に 只兩斷 しおものと 思 

ふ 人 も ある やう だが 雨斷 したの みで は 大切の 花芽 も 二つに 切って しま ふから 完 

全な 花が^ く 道理がない 0 , 

球 片を除 b 芽 を 露出し おもの は 其 葉 をも彎 rS せしめる 爲 めに 葉の 一 側 を 斜め 

に截ち 取る 事 を 要します 二 側 を そぎ 取られた 葉の 幼芽 は 成長す るに 徒って 完全 
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なる 一 側 は 自由に 伸び 切 ft- 取られた る 一 側 は 固 て 成長 遲々 おる が 故に S 然と 

曲. 9 て 蟹 足の 如くなる ので ある。 

加工 はこれ でよ い、 先づ 一 日 問 水中に 切り口 を 伏せて 入れ a く 時はノ 二 球 液) が 

澤 山に 見る からこれ を 洗 ひ 落 し、 第 二 B. に は 切 口 を 上向きに し 球の 上面に 僅に 水 

支 の 及ぶ 位の 深さに 浸して 根の 發 生すべき 所に 脫脂綿 を 被 ひ 日に 焦け ぬ檬 にし、 日 

當 りよき 所に 置く、 かくすれ ば、 數 日して 根 は 五六 分に 伸長す るから 脫脂綿 を 少し 

那 づ 、下方に 下して 根 先の日に 焦げぬ 樣に 注意す る 二 度 曰 焦け した 极は黑 くな り 

て 伸びが 止まる 0 

水 此頃迄 は 毎日 一 二回 水 を 取. -替 へぬ と 球の 切 口が 腐敗す る盧が ある 、根が 七 八 

分に 成った 頃 は 水 を 球の 半に 達する 位の 深さに し、 釉藥 の ある 水盤に 移す がよ い 

仙 ザラ 'しお 粗 面の 水盤に S けば 根 先き がっか へて 長く 伸びぬ が 滑りの 良い も 

のに 置けば 成績の よい もの は總々 と 五六 寸に 及び 佛 子の 様になる 0 

一 ヶ月 を 經れぱ 葉 は 上方に 蜿 曲し 深綠と な，^ 花莖は 伸び 如何にも 蟹 を 倒した 

檬な 形を呈 する 0 

其 頃に なれば 數 日に 1 回 水 を 取 か へ 日 當，. => よき 所に 置き 夜間 は 凍結せ ぬ樣 
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蘭 



注意 すれば よいので ある o 殊に 注意した き は 水仙 は 劇しき 毒 を 有する 故 口中に 

入れない 様に 御用 心 を 要する。 ， 

支那 水仙の 花 は 普通 白色 一 重です が 十 球に 1 つ 位 は 重瓣の ものが あるが 箪瓣 

の 方が 面白い C 




(るき か げ さう 



鈴蘭 は 君 影 草と も 云 ふ、 又 葉の 形が 馬 耳に 似て ゐ るので 馬 耳 蘭な ど 云 ふ 名 も あ 

る 0 盆 養して 數十 室す くくと 立って 鮮綠の 葉 かげに 純白の 花 を 連ね^き 可憐 

の. s にも 氣品 があって、 馥 郁の 香 ふ. 共に 風情 見るべく、 亦 盆 養の 儘が める。 之 を 來 

泥 か 南蠻の 皿に 收 めて 永く 持ち込み 數 十莖鎮 生せ しめたならば、 盆栽に 配す る 草 

物と して 又 一 品で ある 0 

殊に 秋 末、 萎 凋せ る 薬を抽 いて 珊瑚の 美珠 をつ けた やうな 姿 は r 叉と なく 捨て 難 

いもので ある 0 

き み か げ さ う は ゅ、c^ 科 に 屬に地 下 の 走莖 ょh^莖を抽 い て、ニ 三 の 長稽圓形 の 



14() 



m 



鈴 



を 生やる o 葉 下の 莖の 間から 一 蜜を抽 いて 二方に 垂れた 穏狀 をな し、 小 さ な鏺形 

の 白 花 を 齲る 0 _ 化 蓋 は 其 端 六 裂して 外棬 し、 雄 蕊 は 六、 雌 蕊は 一 、 果赏は 疑果で 丸く 

熟して 赤色と なる 0 

世界の 北半球に は 到る 所に あるが、 本邦の もの も その 產地 によって 形 を 異にし 

北海道の もの は 花形 稍 小に、 東北 地方の 產は 葉幅廣 く、 花 も 大きく 花 蓋 は廣く 開い 

て 編 笠の ような 形になる が 唯 少しく 草の 大 なる を 慽 とする。 上 信の 商 原に 産す 

る もの は 草 小に 花大に 盆に 栽る に 最も 適する 0 尤も この 區別は 大體の もので 個 

體 的の 變 化の 多い ものであるから 逢 地に よっても 新く 確然た る ものとば か，.^ も 

言 へない。 其 他 白 縞、 黃 縞、 白 覆 輪、 黄 覆輪 等の もの も あ ，c /殊 に 縞物 は 美しく 珍ら し 

いもので ある 0 

培養 は 甚だ 容易で 之 を 盆 裡に栽 えても 年々 繁殖して よく 開花す る。 唯 あまり 

に 肥す と 地下 蜜が 長く のびて 殖え はする が 花 を 出す こ i が 少ない か ら、 增殖の 目 

的 以外に は あま， CN に 肥 培す る こと は 避けた 方が よ い。 

かくて 歲 と共に 葉 もつ ま も 多く 上げる 様になる。 植え かへ は 株の 殖える 

i 共に 鉢 を ゆるめれば よ く、 叉 株 間 をく づ して 土 を 入れ か へ て もよ いが これ は そ 
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の 年 は 蜜 葉の 生長 も 盛に なり 又 土の 古び も 落ちて しま ふ。 只 三 五歲を 鉢の に 

經 おもの は 是非とも かくして 土 を かへ る 要が ある。 又 春に 鉢の 周 圜の土 を 切， 9 

とって 新な 土と 更へ るの も I 方で ある。 

肥料 は 開花に 先. つて 一度 腐 熟した 油粕の 稀釋 液を與 へ、 花 後 は 油粕の 塊 を 土の 

上に 置 き、 葉 が 固った 後に 之 を 取， CS 去る がよ ろしい 0 

秋の K を 見る に は 花粉の 媒 をして やる がよ VO 置 場 は 葉が 面る まで は 日を强 

( 持 ち、 其 後 はなるべく 午 下の 烈日 を 避 け、 秋 に 入って 葉が 衰へ おならば 風雨 はな 

るべ く 避ける 事で ある。 殊に 雨に あへば 病 葉 忽ち 土に 委して 甚 しく 趣 を 損する 

この頃に なれば 終日 日に 浴せ しめて 果の紅 熟を扶 ける 0 かくて 日を經 ると： H 〈に 

葉 は 黄 凋して、 相 倚って 立 ち、 朱 玉 を 連ねた 果 之を抽 いて、 こ 、 に 周年の 勞は 酬ゐら 

れ るので ある ◦ 

此頃獨 乙種が 盛に 培養され る、 こ れ は 葉、 花 4_ 〈に 肥大で 香 も 强ぃ切 花 用と して は 

最適で ある。 ， , 



草 (ふうち さう) 



風 



知 



草 



風 知 草は學 名の 方で は 知 風 草と な 

, ^搖ぎ 凉咏を 唆る から 夏】 の 盆 裁 席に 

なった、 所謂 草 紅葉 も 捨て 難い 趣が あ 

この 風 知 草 は 草の 內の 變，^ 物で あ 

面な ので あ る" よ く 見る と 莖を卷 いた 

して ゐ るから 葉の 表が 下にな つて ゐ 

これに もい ろくの 葉 性が あ i0 

が、 然し 微風に も 搖，^ と 葉 を飜す 風情 

性 は 石 付 なぞに して 極めて 短 かくつ 

培養 法 は 植土は 何で もよ い、 よく 曰 

は 水肥と して 常に 薄い もの を與 へる 

薬 は 美しく 保ち 得らる、 植か へ は 早 寒 



つて ゐる" その 名の 如く 微風に もさ や 

はよ く 添 へられる、 又 秋日 霜に 逢 ふて 紅葉 



る 

る、 葉の 表面と 思 

葉栖 から 葉に な 

る譯 であ る。 

と稱 する は 七 八 

は 普通の 長く 伸 

めて 眺める に は 



はれる つま， CN 上面 は 實は邀 

る 其 付 際で 必す 一 反り 反轉 



寸の矮 種で あ， 0 紅葉 もよ い 

びる 細 葉 性に は 及ばない、 姬 

よ い。 

の當る 所に 置 く、 よ く 水 を 與 へ る、 そ して 肥料 

ので あるが S 日の 烈日に は 半 陰に 置く 方が 

に 行 ふ、 前 年 の 轱 草 は そ れ 迄 つ け て 置 き 早 
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明 I 



月 一 



草 



宋だ 新芽 を 出さ ぬ tE に叮 

蜜の 間へ 伸び 出して 古莖 

は 下葉 を 除く と 通風が よ 



嚀に土 際から^り 取る ので 

を 除く に 面倒 至極で ある。 

くな， CN 見る目に 凉 しさう で 



ある、 時季 を 後れる と 芽が^ 

室が 伸びて 尺 余に なった 時 

あ る。 



月 草 (姬 虎杖) 

めいげつ 草と 云 ふても 盆栽 界 では 解る 人が 少ない、 盆栽の 方で は 虎杖 (いたど i 

と 普通 云 ひ 習 はされ てゐ るが 實は 虎杖と は異 ふので ある、 虎杖から 人工に よる 變 

種 だと も 云 ふが、 四國 九州 方面に は 稀に 自生して ゐ るの を 見れば 矢 張 前說は 誤り 

であら う。 

此草の紫紅色の美はニ月の花ょ.c^も紅な，csと云ひたぃ、九月頃白ぃ小花を群h^ 

つけた 姿 も 叉め づ べき も の、 花 の專片 は-特に 深紅色 を呈 しその 色彩 紅 草 中 掘 指の 

美 草で ある、 普通 は淺 盆に 入れて 短矮に 培ら，^ るが 石 付に 風趣 ある もの を 多く 見 

受 くる、 又 伸びる だけ 伸ばせて 玀 崖に 作る もよ い。 植土 は砂滕 ちの 徘水 のよ いも 
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の を 用 ひるが よ い、 冬 は室內 に保讒 する。 こかね 虫が 好んで 食 ふ ものであるから 

常に注^！：：^するがょぃ從って其產卵にょって幼虫が盆土の內に生ャるから最も注 

意 を耍 する。 III III 




秋 も、 末にな つて 花 稀な 時に 碧 色の 鮮 かな 筒 肽五瓣 の 美 花 を 開く から 秋草 中の 

異彩で ある 草 紅葉の 中に 入れる よ， 9 其 花の 美 を 賞す るべき であるが、 其 葉 も 濃紫 

色と 云 ふよ b は 寧ろ 黑 味が 、つた するどい 色に 染 出して 諸 草 か 皆 枯れ 落葉の 埋 

もれる 中に 獨.^ 異彩 を 放ち 綺趣を 添へ る。 

八千草の 枯葉 落葉に 埋もれて 、 

色褪せす く 龍 縢の 花 , 

鉢に 入れて 培養す ると 莖が K 方に 垂れて 萬燈の やうな 態 をす る、 花 と 葉の 強い 

色彩の 美は凉 寂の 項の 栽 棚 を^る に は 無くて ならぬ ものである" 培養に は 



い 鉢 を 用 ふる 方が 安全で ある 植か へ は 欲 糸々 とする 必要が 無い、 年を經 るに 從 つて 

芽の 數は次 竹：^ に潘 す、 ま 生 は 其 年に は 花 を 見られぬ が 宿根草の 常と て 止む を 得な 

い 事と せねば. ならぬ。 これに a 花の 一種が あるが 只 珍 費と する まで 龍 膽の面 

白.^ は 矢 張 碧 の鮮 かさに ある。 この 草も藥 草と して 古 來直耍 な もの、 一つに 

加 へられて ゐ るが 唐 藥寵膽 と 云 ふ 一 種であって その、 黄色 を びた 其极 であ る、 鎖 

る 苦味 を 有つ てゐ るので 寵の膽 なんと 云 ふ 名 をつ けられた の だら うと 考察す る 

盆栽で 秋樂 しむの は 普通 の 『り ん ど う」 だ が 添 物に つか はれる のに 「こけ りん どう J 

と 云 ふの が あ る、 こ れは 花が 龍膽 に似て、 莖は寸 に 及ばぬ 勿論 草 紅葉の 美 は 無い が 

盆の 上に よく 栽培 さる ゝ もので 其 名を负 ふから 一寸 こ、 に 添 記して 置く。 又 1 

膽の 一 種で 普通 「ゼん ぶ，. >j と 云 はる 、姫 性と も 云 ひお い 龍 膽がぁ る、 こ れは 中々 氣 

六クケ 敷い 植物で 盆 養し おの を 見た 事が 無い、 
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